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【付録】
各国語訳『源氏物語』『十帖源氏』

「桐壺」翻訳データ
（スペイン語・イタリア語）
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『十帖源氏』現代語訳のルール

◆現代語訳について
・海外の人が理解できるよう、平易な文で訳すことを旨とする。 
・公立高校入試を控える中学 3年生くらいのレベルで現代語訳を作って
いく。 
・「です」「ます」体に統一する。
・主語を明確にする。
・できるだけ理解しやすいように言い換える。
・文はできるだけ切る。
・敬語にはこだわらず、忠実でなくともよい。
・敬語は帝につける程度でよい。
・「何とか」といった抽象的な語はさける。 
・「方」は、「女性（女）」「男性（男）」「人」などの語に置き換える。 
・「もの心細げ」の「もの」は、心細い「様子」といったように訳出する。 
・訳文は 1文が長くならないようにする。1文は 50 字くらいまでの長
さが好ましい。100 字以内に収めるようにする。 
・「そば」という言葉を用いるときは、平仮名表記。 
・和歌は訳さず、句ごとにスペースをおき、表記通りにする。
・「女房」は混乱をさけるため、「侍女」などの語に変換する。
・巻名に括弧はつけない。
 ・卒業論文を書くような大学生が手書きで書けないような漢字表記は平
仮名にする。 
・誤字や表記上誤解を招きそうな箇所には、翻字に（原文通り）を入れ、
現代語訳では直して表記する。和歌の場合、翻字はそのままにし、訳
は直して表記する。
　（例）翻字「じゝま（原文通り）」→訳「しゞま」（末摘花巻）
・時制は、基本的に原文に従う。ただし、訳出する際に不都合・影響が
出ない場合に限る。 
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・分量・数値は算用数字にする。
・「人は皆」といった場合は「人々」に変更する。 
・その他、漢字表記や言葉の意味など、困った場合は、旺文社の辞書・
日本国語大辞典を使用する。
・「対」は「館」にする。（「西の対」→「西の館」） 
・逆接の「が」は極力使用しない。

◆注について
・注は原則つけない形とする。 ・まず現代語訳を作り、訳者から注の依
頼を受ける、という形にする。 ・現在保留。公開時にどうするか検討。 
・なるべく注がつかないように、名詞は平易なものにたとえる、説明的
に訳出するなど、 固有名詞を使わない工夫をする。

◆絵について
・絵は場面の説明をつける。説明は、5W1H（Who（誰が） What（何を） 
When（いつ） Where（どこで） Why（どうして）How（どのように））
を書く。 
・絵のキーワードを現代語訳の中から 5つ選び、訳に《 》をつける。 
・絵のキーワードは、ネット公開時に色をつけるか。

◆登場人物呼称 
※登場人物名の一部は、本文の漢字表記を通行の表記に改めてある。
　（例）「御休所」→「御息所」、「義清」→「良清」 
※「頭の中将」「紀伊の守」など、「の」を補う形を基本とする。 
※本文の呼称を載せる際は、「統一呼称（本文呼称）」の形とする。 
※人物呼称の表記は、新編日本古典文学全集（小学館）に倣う。

◆主な登場人物 
・巻の冒頭に主な登場人物の紹介を入れる。 

・5～ 10 人程度の人数を挙げる。
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各国語訳『源氏物語』『十帖源氏』「桐壺」翻訳データ（スペイン語・イ
タリア語）は、『源氏物語』『十帖源氏』の順番で次ページより掲載して
います。
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●スペイン語訳『源氏物語』「桐壺」データ
小見出し 原文（池田本校訂本文・伊

藤先生作成）
スペイン語訳し戻し（１）
Gutierrez 訳
底本：アーサーウェイリー訳
（濱口さん）

スペイン語訳し戻し（２）
Roca-Ferrer 訳
底本：不明
（濱口さん）

スペイン語訳し戻し（３）
Jordi Fibla 訳 
底本：ロイヤル・タイラー訳
（濱口さん）

スペイン語訳し戻し（４）
下野先生＆ピント先生訳
底本：ペルー版旧全集
（濱口さん）

スペイン語訳し戻し（５）
下野先生＆ピント先生訳
底本：ペルー版旧全集
（テレサさん／母語話者）

スペイン語訳し戻し（６）
アリエルさん訳
底本：陣野先生作成
（濱口さん）

１ある帝の
御代に、身
分は高くな
い更衣への
帝寵を女御
方は憎悪す
る「いづれ
の御時～」
（0001 ／五
①／一七）

いづれの御時にか、女御、
更衣あまたさぶらひたまひ
ける中に、いとやむごとな
き際にはあらぬが、すぐれ
て時めきたまふありけり。
はじめより我はと思ひあが
りたまへる御方々、めざま
しきものにおとしめそねみ
たまふ。同じほど、それよ
り下臈の更衣たちは、まし
て安からず。

ある皇帝の宮廷において―どんな時
代かは重要ではないが―宮廷の多く
の侍女と貴婦人たちの間で低い身分
の女性が暮らしており、他の誰より
もひいきにされていた。宮廷の女性
たちはそれぞれが密かにこの寵愛を
望んでいたが、彼女たちの夢を無益
なものにした成り上がり者に軽蔑と
憎悪を感じていた。彼女の教養がな
い付き人、つまり宮殿の侍女たちも
また彼女の出世に満足していないよ
うであった。

ある皇帝の宮廷で、彼の名前と王位
についた年は省略するが、貴族階級
の上位に属していないのに異論のな
いお気に入りの女性になるほど主人
をとりこにしていたある貴婦人が住
んでいた。当然のように、君主の心
の中の特権的な彼女の場所はすぐに
上位の階級の他の貴婦人の敵意と軽
蔑を買い、宮中のどの貴婦人も決し
て告白はしないが、ほとんど全員が
持っているかもしれない願望や夢を
粉々にしたと彼女を非難した。位の
低い昔の仲間も彼女にもう同情を見
せず、そうして、彼女があまりに自
分たちより上にいるのを見ると、深
く屈辱を与えられているように感じ
ていた。

ある治世（どれであっただろうか？）
において、あまり身分の高くない誰
かが陛下の配偶者たちや懇意にして
いる者たちすべての中でも例外的な
ひいきを享受していた。その他の者
たちは常に自分たちが占めている高
い地位への独占的な権利を持ってい
ると常に考えられてきたので、彼女
たちにはひどく醜いと思われたあの
女性に対してはなはだしい軽蔑を感
じていた。その一方、身分の低い懇
意にしていた者たちはいっそう哀れ
であった。

どの王国であったか―私は知らない
が―、皇帝に仕えていた妃たちと取
り巻きの女性の中に非常に立派な名
門の出身ではないが誰よりも明らか
に寵愛を受けていた女性がいた。最
初に君主を独り占めできることを鼻
にかけていたであろう者たちも彼女
をねたんで中傷をし、許し難いと非
難した。彼女より同じあるいは身分
の劣る周りの女性たちに関してはな
おさら理性を失った様子を見せてい
た。

どの御代か、判らないが、帝に奉仕
するたくさんの妃たちと身の回りの
方々の中に、身分がさほど高くない
けれども、他に誰よりも、あらわに
寵愛を受ける一人がいた。原則とし
て、帝の寵愛を我がものにと自慢で
きそうな方々は、癪に障る人だとの
レッテルを貼り、その人を妬んで辱
めていた。
同じグループの方々、同・下級の来
歴の者は、道理により不満に思った。

どの治世の間だっただろう…？陛下
に仕えていた多くの配偶者や内縁の
妻の間に、位の割にはひいきめで大
げさな扱いを受けていた人がいた。
最初から「私でしょう」と誇り高く
思っていた貴婦人たちも、憤慨し、
彼女を軽蔑して嫉妬していた。彼女
の同じ位あるいは下位の愛人たちは
よりいっそう多くのねたみを感じて
いた。

２帝から寵
愛される桐
壺更衣は、
周囲からの
嫉妬が集中
し病弱とな
る「朝夕
の宮仕～」
（0031 ／五
④／一七）

朝夕の宮仕へにつけても、
人の心をのみ動かし、恨み
を負ふつもりにやありけむ、
いとあつしくなりゆき、も
の心細げに里がちなるを、
いよいよあかずあはれなる
ものに思ほして、人の譏り
をもえ憚らせたまはず、世
の例にもなりぬべき御もて
なしなり。上達部、上人な
ども、あいなく目を側めつ
つ、いとまばゆき人の御お
ぼえなり。

このように、宮殿での彼女の立場は
優勢なものあったけれども、継続的
なねたみに彼女をさらした。後に、
取るに足らない復讐に疲れて、衰弱
し、陰気になり、より頻繁に家に引
きこもり始めるようになった。
しかし、皇帝はこの事態をよしとす
るどころか、彼女がすでに快活でな
くかつてのように健康ではなかっ
た時に、日増しに甘い言葉を彼女に
はっきりと言った。あらゆる勧告に
耳を貸すことを拒否して、このよう
な振る舞い方は国じゅうの中傷の的
であった。身分の高い人物や宮廷人
たちは理解できない愛に反感を抱い
ていた。

その不幸な貴婦人は、あらゆる類の
嫉妬や敵意にさらされ、最もさもし
い侮辱の絶え間ない対象となり、病
気で倒れ、宮殿よりも自宅でより多
くの時間を過ごす悲しく憂鬱な人に
変わった。それにもかかわらず、皇
帝は自分を魅了した健康で陽気な女
性でなくなったと決して非難したり
はせず、過ぎる日々をより大きな優
しさと愛情を彼女に見せていた。彼
の分別のない行動を非難する人は大
勢いたが、君主は彼らを相手にしな
かった。少しずつ皇帝の情熱があら
ゆる会話のお気に入りの話題になっ
た。

来る日も来る日も皇帝に仕えていた
ので彼女に対して反感を呼び起こす
だけであった。そしておそらく彼女
の健康に影響を及ぼし、しばしば苦
しみでいっぱいになり自分の部屋に
閉じこもることを余儀なくさせたの
はたぶんこの増大する恨みの負担の
せいであった。しかし、陛下は彼女
への依存が大きくなっており、彼女
を非難する者たちを気に留めず、彼
の振る舞いは皆の物笑いの種に向け
られているように思われるほどまで
であった。
高い身分の貴族と私的な集まりの紳
士たちだけは目をそのような悲しい
見世物から目を背けることができ
た。

彼女は君主へのお仕えに呼ばれ朝も
晩も出かけるのでライバルたちは苛
立つばかりであった。そして、明ら
かにあまりにも恨みをかいすぎてし
まったせいで体調を著しく崩してし
まいより多くの時間を家族のもとで
過ごすことになったのだが、そのこ
とで皇帝は極度に悲嘆し心を痛め、
中傷にも気を留めず彼女に惜しみな
く尽くした。それが次なる不運を生
み出すこととなった。高官や宮廷の
人たちは色めき立ち、横目ながらに
あれは見るものを苛立たせる情念で
あり、

彼女こそ、朝夕帝の使に召されるこ
と、ライバルたちのイライラは極ま
る。まぎれもなく、こんなに嫉みを
誘う故に、体調が狂わせられて、よ
り長い時間を実家に過ごすことに
なっていたことによって、帝は大変
悲しくて胸打たれた上に、誹りを気
にせずして、不幸な例をたてかねな
いほどの愛顧を度量に示しつつ。
高官と廷臣は、激怒して目を側めな
がら、目に障る熱情だと言い、

朝も晩も宮廷で仕えていて、人々の
心をあおり、おそらく彼女に反対す
るものに蓄積した恨みによって、少
しずつ重い病にかかった。とても悲
しく見られ、自分の部屋に居がち
で、彼女に対して憐れみを感じる一
方で、陛下はよりいっそう彼女を欲
していて、人々の批判を前にしてさ
え自生することができず、彼の行動
は確かに世間の噂話に変わっていっ
た。身分の高い貴族も低い貴族も同
様に恥ずべきもので目をくらまして
いるえこひいきを前に苦悩をして視
線を遠ざけていた。

３中国の楊
貴妃まで引
き合いに出
される桐壺
更衣は、帝
の愛情に頼
る唐土にも
～」（0073
／五⑧／
一七）

唐土にも、かかることの起
こりにこそ、世も乱れ悪し
かりけれと、やうやう天の
下にも、あぢきなう人のも
て悩みぐさになりて、楊貴
妃の例も引き出でつべくな
りゆくに、いとはしたなき
こと多かれど、かたじけな
き御心ばへの類ひなきを頼
みにて、まじらひたまふ。

海も向こう側の国では同じような出
来事が革命と災害の原因であったと
小声で言われていた。後に国民はぶ
つぶつと言い始めた。そのお気に入
りの女性は玄宗皇帝の愛人だった楊
貴妃になぞらえられると。しかしな
がら、それほどの不満にもかかわら
ず、彼の愛は彼女を守り、誰もあ
えて彼女を侮辱しようとはしなかっ
た。

中国ではとてもよく似た話が反乱や
災害を呼び起こしたと話し、低い声
で彼女を不幸な楊貴妃と比べた。

そのようなことは中国であっても混
乱と破滅につながり、不満が王国に
広がるにつれて、楊貴妃の例がそ
の貴婦人にとっての多くの痛ましい
結果と共になおさら皆の心に浮かん
だ。しかしながら、彼女は寛大で比
類ない皇帝の愛情を信頼して宮廷に
居続けた。

すでにモロコシでは似たような状況
で忌まわしい結果となった混乱が生
まれたのだと口にしていたものだっ
た。そうこうするうちに帝国全土で
楊貴妃の例を常に思い起こさせるよ
うな悲嘆が広がり、そして全てが敵
のように見えたにもかかわらず、君
主が授ける比類ない寵愛を信じ、宮
廷での生活を続けていた。

夙にモロコシに、似たような状況に
よって、煩わしい結果を招いた混乱
が起こっていたということ。とかく、
楊貴妃の例が喚起するほどの狼狽え
国全体に広がっていたが、事情が困
窮であるように思われながらも、彼
女は唯一無二の寵愛を頼りにして宮
殿生活をし続けた。

同様の出来事が混乱と暴力をもたら
した中国のように、我々の地でも、
少しずつ人々の苦い苛立ちの根に変
わった。彼女は中国の皇帝の玄宗が
すっかり惚れ込んだ愛人の楊１の例
を想起させていた。彼女の苦しみは
多かったが、陛下の比べもののない
寛大さを信頼していて宮廷に居続け
た。
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４桐壺更衣
は父大納言
の没後に入
内し、孤立
無援の宮中
で心細い生
活「父の
大納言～」
（0103 ／五
⑫／一八）

父の大納言は亡くなりて、
母北の方なん、いにしへの
人のよしあるにて、親うち
具し、さしあたりて世のお
ぼえ華やかなる御方々にも
いたう劣らず、何事の気色
をももてなしたまひけれど、
とりたててはかばかしき後
見しなければ、ことある時
は、なほよりどころなく心
細げなり。

彼の父はその時亡くなっていたが参
事になっていた。彼女の母は決して
夫の社会的立場を忘れなかったが、
多くの犠牲を払って彼女にすばらし
い教育をほどこした。それは富に
よって非常にひいきにされていた親
族をもつ少女たちの特権をなしてい
た。聡明な後見人が彼女に気を配っ
ていてくれれば望ましかったのだ
が。しかし、不運なことに彼女の母
が完全に世界で一人だけであり、多
くの体験した心配によって助言や元
気づけるものがいない苦しみを何度
か彼女は悔いた。

彼女の父は、皇室の参事官で亡く
なっていたが、彼女の母はいつも夫
の重要さをとても心に留めていて、
生きていてお金と権力を持っている
両親を持つ娘たちと同じくらい洗練
された教育を彼女に与えることがで
きた。娘に関心を持つことができる
宮廷で影響力がある庇護者を当てに
するためにあらゆることをしたが、
かわいそうな女性は助力がなく、ラ
イバルのせいで自分の娘が受けなけ
ればならなかった侮辱が耳に届いた
とき、適切な庇護者を欠いているこ
とをつらく嘆いていた。

彼女の父は大参事で亡くなってお
り、他の父が存命で全般的な敬意を
享受していた者たちよりも宮廷行事
により少なく参加することがないよ
うに従事していたのはある昔からの
家柄の出の貴婦人である彼女の母で
あった。しかし彼女を支えられる影
響力のある人に誰もあてにすること
ができなかったので、しばしば折に
ふれて立場の弱さを嘆くための理由
を持っていた。

彼女の父は大参謀であったがもう生
きていなかった。母は正妻で保守的
な考えに確信を持った良い血統の人
で、父の援護で最も褒めそよされる
名声を享受していた者たちの経歴と
違わないために、確かに彼女の宮廷
での経歴の準備をしていた。そうは
いっても、彼女の娘は影響力のある
大物の誰の助けにも恵まれることが
ないだろうと思っていたので、必要
となればささいな手段も当てになら
ないだろうという考えから気をもん
でいた。

父の大納言はもう生きていなくて、
正室の母は、保守的なおもむきの良
い血筋の方で、朝廷でのキャリアに
あたって、父方の後見を受けながら
世間の有望な評判が高い方々と異な
りなくするために準備を整えていた
が、それにしても、娘は影響力のあ
る方の支持を期待できなくて、必要
のある時に何の支援を頼ることので
きないと悩む。それ故に不安感がつ
ついた。

大参事の彼女の父は亡くなってい
た。彼女の母は正妻で、ある昔から
の家で、両親をあてにしていて大き
な名声と華麗さをもった家の出の貴
婦人たちに越されないために全ての
ことをしていて、宮殿のあらゆる催
し事に参加するために彼女を支えて
いたが、彼女を支える男性の親族が
いなかったので、援助がないため意
気消沈しているようであった。

５美しい玉
の男御子が
誕生し、帝
は第一皇子
よりこの弟
宮を寵愛す
る
　　「前の
世にも～」
（0136 ／六
①／一八）

前の世にも、御契りや深か
りけむ、世になく清らなる
玉の男御子さへ生まれたま
ひぬ。いつしかと心もとな
がらせたまひて、急ぎ参ら
せて御覧ずるに、めづらか
なるちごの御容貌なり。一
の御子は、右大臣の女御の
御腹にて、寄せ重く、疑ひ
なき儲けの君、と世にもて
かしづききこゆれど、この
御匂ひには並びたまふべく
もあらざりければ、大方の
やむごとなき御思ひにて、
この君をば、私ものに思ほ
しかしづきたまふこと限り
なし。

でも、娘に話を戻しましょう。しか
るべき時に彼女は王子を産んだ。疑
いなく前世の恩恵によって、帝国全
土で最も聡明で美しい子供であっ
た。皇帝は、待っている日々の間、
ほとんど好奇心を抑えることができ
なかった。しかし生まれたばかりの
子を紹介されたとき、人々の噂は彼
の美しさを何ら強調していないとい
うことを確信した。右大臣の娘であ
るコキデンの貴婦人が産んでいた息
子たちの長子は王座の継承者にしか
るべきあらゆる敬意を享受していた
が、これほど優しい目で見られたこ
とは決してなかった。皇帝がキリツ
ボノコイの貴婦人をそれをもって特
別扱いしていた愛は今その子供に取
り戻されたと言うことができただろ
う。

時が来て、お気に入りの若い女性は
皇帝にとても美しい王子を贈った
（おそらく前世ですでに何らかの形
で結ばれていたのだろう）。慣習に
より父親は新生児に会うまで数週間
待たなければならなかった。君主は
この時間を気をもんで過ごし、赤ん
坊が宮廷についに姿を現したとき、
噂は少しも自分の子供の美しさを誇
張していないと確認することができ
た。母親の事をかつてそうであった
ように愛していたので、独占的に彼
のものであるとても特別な宝物のよ
うに子供を受けいれた。

陛下はまた前世においても彼女に深
いつながりを持っているに違いな
い。非常に美しい息子を産んだのだ
から。皇帝は息子をただちに連れて
くるように頼んだ。会いたくてたま
らなかったので。そしてその美しさ
に驚いた。彼の年上の息子は彼の配
偶者である右大臣の娘が生んだのだ
が、強力な支えを享受しており、皆
が疑う余地のない未来の皇太子とし
て手厚くもてなしていた。しかし、
外見は弟のそれと張り合うまでもな
く、結果的に陛下はしかるべき全て
の敬意を与えつつも、個人的な愛情
は新しく来た者に傾けていた。

前世での彼女を皇帝とつなげていた
絆は深かったのであろう、こうして
彼女は世界で同じものがないただ
一つの宝石である美しい息子を産ん
だ。皇帝は我慢を抑えることができ、
すぐに宮殿に我が子を連れてこさ
せ、自らの目で子どもの顔立ちがま
れにみるほど美しいことを確認する
ことができた。実のところ、第一王
子は右大臣の娘である皇帝の妻が生
んでおり、強力に守られていて、推
定される後継者でなければならない
ということを誰も疑わないように細
心の配慮がなされていた。しかし、
美しさに関してはあの年下の王子と
張り合うことはできず、彼が君主の
頭の中では優先的な位置を既に占め
ていて、私的には限りない愛情を与
えていた。

陛下と前世のゆかりが深かったのだ
ろうか、それ故に世にまたとない希
な玉の美しい子を生むことができ
た。帝は待ち遠しくいられず、はや
くも宮廷に迎えさせて、自分の目で、
この児の顔立ちは珍しくて美しかっ
たことを確認できた。事実、勢力な
後ろ盾を持つ、右大臣の娘大妃から
生まれた第一御子 [ 第一御子は後ほ
どのスザク天皇、三歳年下の主人公
のゲンジノキミの異母兄。] は、誰
にも疑うところなく太子となるはず
のために細心な配慮に囲まれていた
が、美しさの上で及ぶことのできな
い若い御子の方は、帝の思いには優
先的な立場を収めていて、私的に無
量の愛を注がれていた。

おそらく彼らは前世で深いつながり
があったので、この世で比類のない
宝石のようなすばらしい王子が生ま
れた。皇帝は、彼に会うのが我慢で
きず、「早ければ早いほどいい」と
考えながら急いで彼を連れてこらせ
て、見つめた。並外れた美しさの子
供であった。第一王子は右大臣の娘
である夫人の息子であったが、しっ
かりとした援助を享受しており、全
員が王座の疑いのない後継者として
念入りに育てていた。しかしながら、
まばゆいばかりの美しさのために彼
と比べることができる人がおらず、
だから、陛下が第一王子はまったく
この上ないものだと考えていたが、
内々にひいきにしていたのはこの２
番目の方であった。
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６帝は桐壺
更衣を厚遇
し、弘徽殿
女御は我が
皇子の立坊
に疑いを抱
く
　　「はじ
めより～」
（0184 ／六
⑦／一九）

はじめより、おしなべての
上宮仕へしたまふべき際に
はあらざりき。おぼえいと
やむごとなく、上衆めかし
けれど、わりなくまつはさ
せたまふあまりに、さるべ
き御遊びの折々、何事にも
ゆゑあることの節々には、
まづ参上らせたまふ、ある
時には大殿籠り過ぐして、
やがてさぶらはせたまひな
ど、あながちに御前去らず
もてなさせたまひしほどに、
おのづから軽きかたにも見
えしを、この御子生まれた
まひて後は、いと心ことに
思ほしおきてたれば、坊に
も、ようせずは、この御子
のゐたまふべきなめり、と
一の御子の女御はおぼし疑
へり。

不運なことに、キリツボの貴婦人は
大宮殿の残りの宮廷の女性の持って
いた社会的な条件を欠いていた。そ
して、激しい愛と異常な振る舞いに
もかかわらず、何らかの宴会や重要
な会議の時に常に一緒にいるために
彼女を続けて呼ぶというその時から
取った決断は皇帝に多くの心配を犠
牲として払わせた。
　時には朝起きるときまで彼女をそ
ばに引き留め、一瞬たりとも部屋に
引き上げることを許さなかった。確
かに、彼女はいやおうなく永続的な
奉仕をする貴婦人となっていたけれ
ども。そのようにしてコキデンの貴
婦人は恐れを抱いていた。もし用心
をしていなければ、新しい王子は
皇帝があからさまな偏愛を感じてい
て、すぐに東の宮殿の部屋を占有し
始めるだろう。彼女の競争相手はこ
うして彼女に対する優越を手にする
だろう…

母親は中級の階位で他のより位の低
い女性たちのように個人的に皇帝の
世話をする義務がなかった。だから
男性はいつも彼女を傍に置いておく
ことに固執して、夜に行われた彼に
敬意を表して歌ったり演奏したりす
る即興で行われた祭りにさえも出席
を要求した。時には昼間まで一緒に
寝ていて、その時は慎み深さに欠け
ると女性を非難していた宮殿の醜聞
と共に彼女を行かせさえしなかっ
た。子供の誕生が君主の議論の余地
のない彼女のお気に入りの立場を強
固にした。だから右大臣の娘で皇帝
の正妻で長子の母であるコキデンが
もし彼女が劇的な対策を取らなけれ
ばその子供が最後には王冠の継承者
に任命されるようになることを恐れ
始めたのは不思議なことではなかっ
た。

その女性の身分では陛下の習慣的に
仕えることは許されなかった。良い
評判と貴婦人の高貴な振る舞いに
もかかわらず、そばに彼女を置いて
おくことに固執したことは、音楽あ
るいは他の種類の催し物に行くたび
に、最初に彼が考えたことは彼女を
探しに行くよう頼むことであるとい
うことを意味した。時には少し寝入
りすぎてしまった後に、彼と一緒に
いるように命じて、そして彼女が去
ることを許すことへの否定的な返事
によって貴婦人を軽蔑に値するよう
に思われるようになった。しかし子
供が生まれた後はとても注意を払っ
ている様子だったので、彼の長子の
母が自分の息子に代わって新しい彼
の息子を皇太子に指名しうるのでは
と恐れていた。

彼の母は陛下のお世話を担当してい
たほど身分が低いわけではなかっ
た。むしろ人々の敬意を得て、あた
かも高貴な家柄の出であるかのよう
な威厳を放っていた。しかしながら、
君主が彼女に愛情を注いでいたの
で、動機も理由もなく彼女がいるこ
とを求めたため、慣習による夕べの
集まりや他のどのような機会であっ
ても彼にとっては彼女を自分の前に
呼び寄せる口実であった。時には寝
室に彼女を引き留め、翌日までそば
にかくまい、継続的にこのように彼
女を扱い、彼のもとを離れないよう
に強いていた。君主の分別を欠いた
要求のために彼女は節度のない習慣
に陥ったことを告発され、そしてそ
のために身分の低いもののように扱
われた。年下の王子が生まれてすぐ
に陛下が彼女をひいきにしていて、
はっきりと王子の母親にふさわしい
細心の注意を払って彼女を扱ってい
ることが明るみに出たとき、皇帝の
妃つまり第一王子の母はねたみに駆
られた。最悪の場合、あの新しい王
子が王座の後継者に割り当てられる
部屋をある日占拠することも起こり
得るのではないか。

この御子の母は、陛下の身の回りの
世話をするほどの低い身分ではな
かった。却って、人々の尊敬を獲得
して、尊い生まれであるかのように
気高さを感じさせた。しかし、寵愛
を賜った上で、特に理由もないにも
帝はその付き添いを要求して、常礼
のお祝い事の夜会とか、何事にも託
けてお前に召して、時折寝間に翌日
まで身辺に引き留め、絶えずこの扱
いを受けさせて、自分の側から離れ
ないようにした。帝の不分別な要求
のため、彼女は淫らな行為に落ちた
という批難され、此の故に下級の人
扱いされていた。若い御子の誕生の
後に現れたように、帝の寵愛の上で、
更に御子の母親である方に適した細
心の心遣いを受け、第一御子の母大
妃は嫉妬に取り付かれた。あり得る
に、最悪の場合、あの若い御子は玉
座を就くべき人の御殿に入居するこ
とに至るまで。

最初からその内縁の妻は陛下の日常
的な召使３に彼女を加えることが可
能な低い位の出ではなかった。貴族
階級の名声や雰囲気を享受していた
が、彼は使用人であるかのように彼
のそばにいつも彼女を置いておくよ
うにと大げさに主張していた。いつ
も音楽がある機械や何らかの理由で
出来事がある場合は最初に彼のそば
に呼んでいたのは彼女であった。例
えば、遅くまで眠っていた場合は、
彼女が彼のいる前から離れようとす
るのを妨げ、そこで居させて彼に仕
えさせていた。それで彼女は位の低
い人のように見られていた。しかし、
第二王子の誕生後は彼女をあまりの
配慮と愛情と共に彼女を扱ったので
第一王子の母の夫人は第二王子に王
座４を継承する王子の正式な位を第
二王子に与えうるだろうとまで疑っ
た。

７帝は弘徽
殿女御を気
遣うも桐壺
更衣を寵愛
し、更衣の
気苦労は増
す
　　「人よ
り先に～」
（0248 ／六
⑬／一九）

人より先に参りたまひて、
やむごとなき御思ひなべて
ならず、御子たちなどもお
はしませば、この御方の御
諌めをのみぞ、なほ煩はし
う、心苦しう思ひきこえさ
せたまひける。かしこき御
陰を頼みきこえながら、お
としめ、疵を求めたまふ人
は多く、我が身はか弱くも
のはかなきありさまにて、
なかなかなるもの思ひをぞ
したまふ。

皇帝は献身的に彼女を愛していた。
彼女は王子を彼に与えていた。他方、
君主は新しい習慣にあまり満足をし
ていなかった。もし彼の愛人が彼の
保護に安心を感じることができてい
たなら、他の者はそのかわり彼女に
屈辱を与える機会を失っていなかっ
ただろう。まさに弱さの感情が彼女
にとってうれしさの代わりに恐れに
値する敬意への度を越した熱意を彼
女の中に呼び覚ました。

依然として自分のライバルよりも
ずっと上にいると信じていた。自分
の影響力のある家族の支えをあてに
して、ずっと前に宮殿に入り、君主
にたくさんの子孫を与えていて、彼
はあえて彼女を無視することができ
なかった。新しいお気に入りの女性
を中傷する者は大勢いて、彼女を非
難するためのどんなささいな誤りで
さえ継続的に見張っていた。遅かれ
早かれその女性は山のような非難を
呼び起こす取り返しのつかない過ち
を不可避的に犯すだろう、その時誰
が彼女を守るだろう？

この配偶者は、皇帝はとても配慮を
していたのだが、彼のところに来た
最初の女性であった。彼女の非難は
他のどの女性のものよりも彼を動揺
させ、彼女を傷つけることには耐え
られなかった。というのは、他にも
息子を産んでいたからであった。
陛下の庇護を信頼していたにもかか
わらず、彼女を軽蔑するものや欠点
を見つけようとする者たちが非常に
多かったので、花開くどころか、苦
しみでいっぱいになり萎れ始めた。

そして、彼女が他のどの女性よりも
先に宮殿に来て、皇帝は彼女に普通
ではない一線を画した寵愛を与え、
そして彼女との間に娘を何人かも
うけていたので、この女性に対する
終わりのない非難は君主に大きな不
快と嫌悪感を呼び起こしていた。し
かし皇帝は彼女が無視することがで
きない女性であるということを思案
していた。そのことが彼にとってど
んなに不運で悲しいことであっても
だ。
新しい王子の母に関しては、やんご
となきお方の庇護を信頼していたに
もかかわらず、彼女を軽蔑し、彼
女の過ちを強調する中傷者が多かっ
た。あまりにも体質がひ弱で健康が
不安定であったために既に極度の不
安で憔悴していた。

誰よりも先に入内していた方なの
で、帝に並ならず優れた愛顧を受け、
娘たち何人も儲けていたし、この方
の絶え間ない苦情に帝は更にいらだ
たされ、愛想が尽かすようになった。
けれども、帝はいかなるのしつこさ
によって不快な思いをしても、この
方を無視することはできないと考慮
した。
新しい御子の母親は、上の庇護を頼
りにしながらも、批判者が多くて、
彼女たちに軽蔑され、粗捜しの対象
になった。華奢な体つき、病気がち
で、非常な心労にやつれていた。

この夫人は貴婦人たちよりも前に宮
廷に入っていて、彼は彼女をこの上
ないものと思っていて、また彼女か
ら王子が生まれていたので、それゆ
え心配して、特にこの貴婦人の不平
に心が苦しんでいた。内縁の妻は自
分のやんごとなき方の庇護に身を委
ねていたが、同時に彼女を軽蔑した
り欠点を探したりする人がすでにた
くさんいたので、自分を弱くて哀れ
な状態にあると感じ、この大げさな
庇護が彼女を害すると思っていた。



-124-

８更衣の局
は東北隅の
淑景舎で、
参上の折毎
に酷い嫌が
らせを受け
る「御局
は桐壺～」
（0288 ／七
③／二〇

御局は桐壺なり。あまたの
御方々を過ぎさせたまひて、
ひまなき御前渡りに、人の
御心を尽くしたまふも、げ
にことわりと見えたり。参
上りたまふにも、あまりう
ちしきる折々は、打橋、渡
殿のここかしこの道に、あ
やしきわざをしつつ、御送
り迎への人の衣の裾堪へが
たく、まさなきこともあり。
また、ある時には、えさら
ぬ馬道の戸をさしこめ、こ
なたかなた心を合はせて、
はしたなめわづらはせたま
ふ時も多かり。

キリツボの貴婦人には建物の翼に位
置するいくつかの部屋が割り当てら
れ、彼女の名前が与えられた。全て
の女性の宮廷人にとって、皇帝の寝
室に続けて行き来する際に自分の部
屋の扉の前を通るので、彼女が通る
ことは苛立たせるものであった。そ
して、時々普段よりもこの行き来が
頻繁な時は、貴婦人は怖がらせるた
めの奇妙なたくらみの標的になり、
それらの扉の前を通る時、通路や廊
下の橋を横切る時、彼女の道全てに
渡り、彼女に付き添っている貴婦人
たちの衣服を汚すような奇妙で吐
き気を催させる物体が忍び込んでい
た。ある時には回廊の一つの入口が
閉まっていて、そのせいでその不運
な女性は一方またもう一方へとさま
よわなければならなくなり、

お気に入りの女性は「桐の」と呼ば
れる別棟で暮らしていた。そこから
彼女はキリツボとして知られてい
た。彼女の部屋にたどり着くために、
皇帝は他の貴婦人に割り当てられた
一連の部屋を横切らなければならな
かったが、この小さな支障が彼女を
頻繁に訪れるたり、彼と一緒にいた
いときはいつでも彼のそばに行くこ
との妨げにはなっていなかった。一
方あるいは別方向への切れ目ない散
歩は彼らの親密さに動揺した貴婦人
たちの間に憤りを生み出し、彼女た
ちはお気に入りの女性と彼女の使用
人の服が汚れるようにごみを廊下と
部屋にまいて復讐をした。

彼女はキリツボに住んでいた。陛下
は多くの他の貴婦人の前を絶え間な
い訪問の際に通らなければならず、
だから貴婦人たちが気分を害しても
おかしくはなかった。彼女が彼に
会いに行くかなり頻繁な機会におい
て、橋や高く上がった廊下で彼女を
待ち受ける不快な驚きがあることも
起こりえました。それは彼女に付き
添っていた、あるいは彼女を迎え入
れるために先に進んでいた貴婦人た
ちのスカートをひどく汚すような驚
きであるか、またはそれぞれの側に
いたものの企みの犠牲になり、２つ
の戸の間の通路に捕まえられ、そこ
を力づくで通らなければならず、後
退することも前に進み続ける術もな
かった。

彼女の部屋はキリツボと呼ばれる宮
殿の翼部にあり、そのため絶え間な
い往復のため他の全ての貴婦人の部
屋の前を通ることとなり、貴婦人た
ちの興奮は極限まで高まった。皇帝
の前に姿を見せるときでさえも、前
述の機会―つまり彼女だけに捧げら
れた機会―があまりにも頻繁だと判
断された場合は、他の貴婦人たちは
前もって結託し、道のあちらこちら、
回廊や屋内の通路に排泄物をまき散
らし、彼女に付き添う者あるいは会
いにやって来た者たちの長い引き裾
はそのため汚くなり、不快ですでに
耐え難い不慮の事態となっていた。
そして、時にはそれぞれが共謀して
彼女が回避することができない通路
の扉の両側にかんぬきをかけ、彼女
を混乱と恥辱に陥れることでさえ
あった。

部屋はキリツボと呼ばれた宮殿の端
にあって、他の妃たちの部屋の前を
通る絶え間ない往復は、その激昂が
極まることになった。帝の前に赴い
た時にも、彼女に限ってのもてなし、
その折は程をすぎると看做された場
合、他の妃たちはあらかじめ同意し
て、あちこちの廊下と屋根付きの通
路に廃絶物を散撒いていた、付き添
いの者と出迎えに来た者たちの長い
裾は汚されてしまい、耐えられない
出来事が起こりつつ。ときにも、共
謀して、避けられない通路の両端の
戸締まりをして、狼狽え、恥じに陥
らせていた。

彼女の部屋は桐の中庭にあった。彼
はそこまで他の多くの貴婦人を気に
留めずに向かい、彼女たちの部屋の
前を一度またもう一度と横切った。
それゆえ彼女たちがいらだちを感じ
るのもまったく当然のことであっ
た。皇帝を訪問しに行く機会には、
過度に繰り返されていたが、道のあ
ちらこちらに、廊下や回廊で他の貴
婦人たちが彼女に悪さをしていた。
彼女に付き添うあるいは彼女を迎え
に出ている人たちのスカートの端を
ひどい方法でだめにした。時には彼
女を苦しめ絶望させるために一方と
もう一方から共謀して、逃げられな
いように通路の戸が彼女を扱ってい
た。

９帝は桐壺
更衣への虐
待を不憫に
思い、局を
淑景舎から
後涼殿に移
す「こと
にふれ～」
（0344 ／七
⑨／二〇）

ことにふれて、数知らず苦
しきことのみまされば、い
といたう思ひわびたるを、
いとどあはれと御覧じて、
後涼殿にもとよりさぶらひ
たまふ更衣の曹司を、ほか
に移させたまひて、上局に
たまはす。その恨みまして
やらむ方なし。

ひどく苦しみ、貴重な時を失って
いった。皇帝は自分の愛する人が
日々犠牲者になるという辱めを許す
ことができず、このためにコキデン
を貴婦人に整えた。しかし、この目
的を実行するためには、侍女長に問
い合わせをしなければならず、貴婦
人の状況を和らげる代わりに、新た
な折り合いのつかない敵をもたらし
た。

受けなければならない嘲笑と屈辱は
日々の経過とともに増えるばかり
だったので、皇帝はもうこれ以上長
い時間それを耐えることを拒否し
て、キリツボに割り当てるために自
分の部屋に隣接している部屋を占め
ていたある貴婦人を追い出した。

いかにそのような辱めを彼女が受け
させられているかを目にして、状況
が彼女の敵に有利に働いているので
ますます頻繁になっていたので、陛
下はそのコキデンで長い時間を過ご
していた親密な女性が他の部屋に移
り、彼の場所を彼女に譲るように命
じた。彼の近くにいてほしかったか
らであった。住む場所がなくなった
女性は内面でとりわけ抑えることが
できない恨みを抱えていた。

痛ましい出来事は増えるばかりで数
え切れず故意であったので、彼女は
ひどく心を痛め、そのことに陛下は
大きな憐れみを感じていた。また彼
は以前からコウロウデンに寝泊りを
していた一人の名誉ある貴婦人のご
奉公のお部屋を別の場所に移し、そ
れを彼女に上等の寝室として与える
ことを喜んだため、何物も追い払う
ことができない遺恨が貴婦人の中に
生じた。

数えきれない意図的な不快な事件が
増やす一方、彼女の苦悩極まるばか
りで、陛下は痛ましく思して、常よ
りコウロウデンで滞在していた他の
女房の奉仕用の部屋を別のところま
で移させて、上の寝室ようのため彼
女に賜って、その他の人に消えるこ
となくの恨みを起こさせた。

数えきれない彼女の苦しみは増える
ばかりで、それゆえ彼はひどく彼女
が苦しんでいるのを見ると大きな痛
みを感じて、コーローデンの部屋を
最初から占めていたある内縁の妻を
別の場所に移らせて、それを個人的
な待合室として割り当てた。その移
動させられた貴婦人の恨みは他の貴
婦人のそれよりもさえより取り返し
のつかないものであった。

10若宮は三
歳で袴着の
儀式をし、
成長と共に
憎しみが賞
賛へと変わ
る「この御
子三つ～」
（0378 ／七
⑪／二一

この御子三つになりたまふ
年、御袴着のこと、一の宮
のたてまつりしに劣らず、
内蔵寮、納殿の物を尽くし
て、いみじうせさせたまふ。
それにつけても、世の譏り
のみ多かれど、この御子の
およすけもておはする御容
貌、心ばへ、ありがたくめ
づらしきまで見えたまふを、
えそねみあへたまはず。も
のの心知りたまふ人は、か
かる人も世に出でおはする
ものなりけり、とあさまし
きまで目を驚かしたまふ。

幼い王子はその時三歳になってい
た。ハカマギの儀式は皇太子と同じ
厳粛さをもって執り行なわれた。素
晴らしい贈り物が皇帝の王位そして
公共広場から押し寄せた。多くの
人がこの気前の良い浪費を非難した
が、それによって彼らが子供に抱く
愛情が減ることは全くなかった。彼
の美しさは、日ごとに増し、彼の性
格の素敵さと共に彼に近づく者は誰
にでも感嘆と喜びを引き起こした。
比較的良識を持っていて安易な判断
を決して下さない人たちはそのよう
な子供がこのような退廃した時代に
生まれたことに驚嘆した。

王子が３歳になった時、皇室の国庫
は彼の最初の長靴の祭りが明らかな
後継者に敬意を表して彼の日に行わ
れた祭りと同じくらいきらびやかに
なるように何も惜しまなかった。今
一度厳しくそれを非難したが、大き
くなるにつれて彼の美しさや長所は
増すばかりだったので、だれもあえ
て彼を憎んだり公に避難しようとは
しなかった。最も聡明な人たちでさ
えこのような退廃した時代にこれほ
ど並外れた子供が生まれたことに驚
いていた。

子供が３歳になった時、ズボンの着
衣の儀式が催され、長子の儀式のと
きのように彼の日も堂々たるもの
で、この折には宮廷の倉庫と皇室の
倉庫にある全ての宝が集められた。
これはより多くの不平を引き起こし
たが、子供が成長するにつれてあま
りにも並はずれた美しさと性格を見
せるようになったので、彼には誰も
反感を持たなかった。気難しい人た
ちもどうにか彼の目を信用し、その
ような優美さを備えた子供は今まで
生まれたことがないと驚嘆してい
た。

新しい王子が三歳になった年、長い
スカートの授与の儀式のために、君
主は―第一王子がそれをした時に劣
らず―盛大な祭式を命じ、とても豪
華にとり行って資産は底をついた。
これに関して、彼女に対する非難は
さらに大きくなった。しかしながら、
小さい王子は、体と精神は―年と共
に―類まれなる気品を得ているよう
に思われ、誰もあえて完全には反感
を持ったり中傷しようとはしなかっ
た。そしてより理性的な人たちの中
にはこのような理想的な人がこの世
に生まれたことに驚嘆し、ぎょっと
しながら彼を見守っていた。

新御子は三歳になる年、帝、袴着の
儀式の際、第一御子の時に劣らず、
壮大な豪華さで行われた大いなる儀
礼のため国庫を尽くした。この件に
ついて、彼女へ対しての批判はます
ます広がる。けれども、成長にした
がって心身とも希なみやびやかな生
い先が見える若い御子を、誰しもそ
ねみにくもうとしなかった。最も理
性が適った人たちの間に、このよう
な模範の人はこの世に生まれてきて
驚いて、畏縮して見守った。

第二王子が３歳になった年に、陛下
は彼に第一王子が持っていたものよ
りも何ら劣ることのないズボンの一
式を贈った。そのために皇室の倉庫
と皇室の宝の金庫の最後の手段まで
使った。このことが社会に多くの批
判を生み出したが、第二王子は成長
すると普通でない美しさと性格を見
せ、彼に対して憤りを感じるのは不
可能であった。そのような人がこの
世に来たことが分かると最も知覚す
る人でさえも驚きで大きく目を開け
ていた。



-125-

11 若宮が三
歳の夏に桐
壺更衣は重
病になり、
御子を宮中
に残して退
出　「その
年の夏～」
（0439 ／八
②／二一）

その年の夏、御息所、はか
なき心地にわづらひて、ま
かでなむとしたまふを、暇
さらにゆるさせたまはず。
年ごろ、常のあつしさにな
りたまへれば、御目馴れて、
「なほ、しばし試みよ」
とのみのたまはするに、日々
に重りたまひて、ただ五六
日のほどに、いと弱うなれ
ば、母君泣く泣く奏して、
まかでさせたてまつりたま
ふ。かかるをりにも、ある
まじき恥もこそ、と心づか
ひして、御子をば留めたて
まつりて、忍びてぞ出でた
まふ。

その年の夏の間、貴婦人は病を感じ
た。繰り返し何度も家に帰る許可を
懇願したが、許可は彼女には与えら
れないものであった。この状況は一
年中長引いた。彼女のあらゆる懇願
に陛下はこう答えた。
　「まだもう少し待て。」　
しかし貴婦人の健康は日に日に衰え
ていった。彼女の母は数日の間で彼
女の健康が急速に下落しているこ
とに気づいて、そしてこれが理由で
心を揺さぶるような嘆願を宮殿に向
け、新たにこの許可が娘に与えられ
るように懇願した。貴婦人は敵から
の新たな聞くに耐えない復讐を恐れ
て、息子を見捨てて、こっそりと宮
殿から逃げる決心をした。

夏の初めにキリツボは家に行くため
の許可を求めた。なぜなら、言うに
は彼女の健康状態が悪かったから
だ。しかし皇帝は彼女と離れること
を拒んだ。その貴婦人が病気や体の
不調について不平を言うのは初めて
ではなかった。だから、男性は彼女
が少し心気症であるととらえ、
病気の症状がはっきりするまで自分
のそばにいるように頼んだ。
しかし、女性は悪化するばかりで、
彼女を行かせるように母親があまり
に主張したので皇帝は最後には譲歩
した。新たな屈辱の犠牲者になるこ
とを恐れ、貴婦人は何の儀式もせず
に去り、宮殿に子供を残していくこ
とに決めた。

その年の夏の間に陛下の避難場所と
なっていた人は病気になったが、彼
は彼女が退出することを許さなかっ
た。彼女の健康はいつも弱かったの
で、不安には感じず、
とても孤独だったので彼女にもう少
しだけ我慢するように執拗に頼ん
だ。
しかしながら、貴婦人の容態は日ご
とに悪化し、４～５日後には涙なが
らの彼女の母の懇願が彼女を行かせ
るべきであると皇帝を説得するほど
であった。その時でさえも何らかの
残酷な辱めを受けることを恐れ、貴
婦人は子供を宮殿に残し、とても慎
重に自分の部屋に戻った。

その年の夏、桐の部屋の貴婦人は、
奇妙にも具合がおもわしくなく、家
族のもとに引き上げたいという願望
を示したが、皇帝はそれをまたもう
一度認めたくはなかった。近年いつ
も彼女が病弱であると気づいていた
ので、彼の眼はそれに慣れていたの
だった。
「だからもう少し続けて居ようとし
てよ。」と彼は彼女に言っていたも
のだった。
しかし、数日後、彼女の容態は悪化
し、たった５～６日の間にとても
憔悴しきった状態になった。そして
彼女の母上が止むことなくむせび泣
き、陛下のもとに向かい、彼女が家
に帰るご厚情をたまわった。そして、
そんな状況でまで彼女はある想像も
つかない侮辱を心配した。なので子
供を残し、秘密に宮廷を後にしなけ
ればならなかった。

その年の夏、桐壺の方は、異常に病
気がかかっていた故に、家族のとこ
ろまで退きたいと願いを表したが、
今度も帝は許しを下そうともしな
かった。前の年々ども、常に弱かっ
たので目が慣れていた。
「そのため、もう少し居続けてくだ
さい！」
彼は云った。
が、数日後、その状態が悪化しつつ、
五日六日の間だけに、大変窶れてい
て、その母親の方は、泣き続けなが
ら、陛下へ敬して願って、家へ向か
う許しを賜った。こんな状況でも思
いもよらない屈辱を被るではないか
と、彼女が恐れて、子供を残すまま
に、秘かに朝廷を去るところになっ
た。

その年の夏、その内縁の妻は今や安
らぎの貴婦人と呼ばれていたが、あ
まりの苦しみで病になって宮殿を離
れたかったが、彼はどうあっても休
みの期間を取ることを許可しなかっ
た。いつものように、
「もう少し待つ」ように命じた。なぜ
なら数年前から頻繁に病気になって
いたからだ。しかし、日に日に悪化
して、５、６日後には母親が泣きな
がら懇願するほど弱っており、そし
て彼女を行かせた。耐えられない恥
辱を避けるために秘密に立ち去り、
王子を後に残した。

12 帝は絶
え入らんば
かりの桐壺
更衣をご覧
になるにつ
け途方に暮
れる「限り
あれば～」
（0488 ／八
⑦／二二）

限りあれば、さのみもえ留
めさせたまはず、御覧じだ
に送らぬおぼつかなさを、
言ふ方なく思ほさる。いと
匂ひやかにうつくしげなる
人の、いたう面痩せて、い
とあはれとものを思ひしみ
ながら、言に出でても聞こ
えやらず、あるかなきかに
消え入りつつものしたまふ
を、御覧ずるに、来し方行
く末おぼしめされず、よろ
づのことを、泣く泣く契り
のたまはすれど、御答へも
え聞こえたまはず、まみな
どもいとたゆげにて、いと
どなよなよと、我かの気色
にて臥したれば、いかさま
にとおぼしめし惑はる。

皇帝は彼女を行かせる時が来たのを
知っていた。しかし、さよならを言
わずこの事実を受け入れることがで
きず、彼女のところに向かった。彼
女は以前のようにとても魅力的で、
依然として美しく、少しやせて青白
いと思った。貴婦人は彼を際限のな
い優しさとともに見つめ、黙ってい
た。生きていたのだろうか？どうに
か揺らめいている火花のように思わ
れた。すぐに全ての過去と未来を忘
れて、彼は彼女を千の美しい名前で
呼び、泣きながら彼女を優しく撫で
た。彼女は応えなかった。
反射光と音がとても遠くからほとん
ど見えず聞こえず彼のもとにやって
来た。まるで茫然自失で彼女が憔
悴していることを忘れていたようで
あった。彼は彼女をそうやってこの
状態で見つめ、何をすべきか分から
なかった。

この人生におけるあらゆるものには
終わりがあるが、皇帝は地上で一番
愛している人が別れを告げることも
なく去ることを認めなかった。かつ
てはあんなに美しかった人はあまり
にやせ細って物思いに沈んでいるの
で見るに忍びなかった。自分の悲し
い思いを分かち合おうとしたとき、
ささやき声にまで弱まった彼女の声
は実質上聞き取れなかった。皇帝は
絶望していて、愛する彼の心には過
ぎ去った喜びの思い出と彼らを待っ
ている未来についての最悪な前兆が
混ざっていた。泉の噴水口のように
泣き、千回永遠の愛を誓ったが返事
はもらえなかった。まだ生きている
のか、あるいはもう死んでしまった
のか、自分の周りで起きていること
全てに無関心のように見える青白く
憔悴した小さな人は？

陛下はすでに自分の側に彼女をとど
めておくことができず、彼女に別れ
を告げることすらできなかったと思
いとても苦しんでいた。そこにいつ
もと同じように美しく愛らしく横に
なっているが、今はとてもやせ細っ
て、半分意識がない様子だったので
深い苦しみや痛みのためではなく皇
帝と話すことができず、それは過去
あるいは未来についてのあらゆる考
えと皇帝の心を遠ざける姿であり、
皇帝は目に涙をためて知っている限
りのあらゆる方法で彼女をとても愛
していると言うことができただけ
だった。
彼女が彼に返事をするのではなく、
ただ力なく外見上は気を失って目の
中の光が消えている状態で横たわっ
ているだけだと分かると、彼はどの
ようにふるまうべきかのどんな小さ
な手がかりもなかった。

全ての事に終わりがあるように、皇
帝はこれ以上彼女を引き留めること
ができず、彼女を連れて行くことも、
彼女に別れを告げることもできず、
言葉にできない無力感を感じてい
た。あの素晴らしい魅力と美しさを
備えた貴婦人は嘆かわしいほど衰弱
しきっていた。憂鬱な思考の逸脱に
苦しみ、それを言葉にすることもで
きず、横たわりほとんど意識を失っ
ていた。そのような彼女を見ると、
心がかき乱され、彼は止むことなく
泣き、千の誓いをしたが、しかし彼
女はすでに彼に返事をすることがで
きない状態であった。彼女の眼差し
そのものも、とても物憂げで、憔悴
しきった状態を表していた。そして
彼女がこのように横になり続けてい
るので、彼女が不在となり、彼は途
方に暮れたままだった。

すべてのことに終わりがあるので、
帝はもう彼女を停められない、送る
ことも別れを告げることもできなく
て云えそうもない無能力を感じてい
た。あの魅力的美しい方は、嘆かわ
しくやせ衰えていった。物悲しく思
い煩うこと、言葉で表そうにも力が
及ばないまま、意識を失いそうに横
たえていた。この様に彼女を見て、
胸がはり裂けそうに泣き続けてい
て、千度も誓いを交わしても彼女は
もういい答えられない状態になって
いた。そのまなざし自体、物憂げに
打ち拉がれていることを露にして、
ぼんやりした表情で横たわっていた
ため、彼は困惑するばかり。

彼女の病気のために、宮殿の規則が
彼女をすぐ自分の近くに置いておく
ことを妨げていた。また彼女に別れ
を告げに行くことができない挫折を
伝える方法もなかった。光り輝く美
しさを持った人だったが、彼女の顔
はとてもやせ細っており、悲しいほ
ど苦しんでいて、ほとんど話すこと
もできず、あまりにも衰弱していた
ので生きているのかどうかも分から
なかった。彼女を見ると、彼は泣き
ながら何千ものことを過去あるいは
未来も考えずに約束していたが、返
事を出すことができず、とても消え
そうな視線で、意識がないかのよう
に非常に弱って横たわっていた。彼
は何をすべきか分からず揺れ動いて
いた。
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13 輦車の宣
旨を受けた
桐壺更衣は、
帝に歌を残
して里邸へ
と退出する
「輦車の宣旨
～」（0537
／八⑭／
二二）

輦車（てぐるま）の宣旨な
どのたまはせても、また入
らせたまひて、さらにえゆ
るさせたまはず。
「限りあらむ道にも、後れ先
だたじ、と契らせたまひけ
るを、さりともうち捨てて
は、え行きやらじ」
とのたまはするを、女もい
といみじと見たてまつりて、
　　限りとて別るる道の悲
しきにいかまほしきは命な
りけり
いとかく思ひたまへましか
ば」
と息も絶えつつ、聞こえま
ほしげなることはありげな
れど、いと苦しげにたゆげ
なれば、かくながらともか
くもならむを御覧じはてむ
とおぼしめすに、
「今日始むべき祈りども、さ
るべき人々承れる、今宵よ
り」
と聞こえ急がせば、わりな
く思ほしながら、まかでさ
せたまふ。

苦しんで、困惑して、彼女を運ぶた
めの担架を頼んだ。しかし、それに
寝かしつけられている、ほぼ横に
なっている彼女を見た時、反抗して
言った。
　「私たちはお互いに地の上を踏む
最後の道に一人で旅立たないと誓っ
たのだ。どうやってあきらめて君が
行ってしまうのを見れようか？」
　「最後ですって！」と貴婦人は繰
り返した。
「この望まれた結末は既に来てしま
い、私は一人で行ってしまうので、
私が生きてこなければどのくらい嬉
しかったでしょう…。」
そのように囁き、声は弱々しく、呼
吸は絶え絶えであった。話すため
の力を見つけたが、各々の言葉は苦
心して痛々しく彼女の下に届いてい
た。
皇帝は彼女の日々の最後を寝ずに看
病しただろうが、取りなしを読まな
ければならない僧たちがすでに貴婦
人の家に向かって進んでいた。彼女
は日が暮れる前までにそこに着く必
要があったのだ。ずたずたに引き裂
かれた心で担架を運ぶ人に彼女を連
れて行かせた。

皇帝は移動のために輿と４人の運搬
人の栄誉を彼女に授けるよう命じた
が、すべてがもう移動の準備ができ
た途端に、もう一度貴婦人の部屋に
戻った。
「私たちは一緒に私たち皆を待ち受
ける道を一緒に踏破することを誓っ
た。」
と彼女に言った。決定的な別れに甘
んじることができずに。
「私を後に残して行ってはだめだ、私
の愛する人よ。」
キリツボは悲しさと共に彼を見て、
詩を即興で作って答えた。
「もし物事がこのように起こると想
像していたら…。」
あなたとはお別れです。なぜなら皆
の道を追う番が私に回ってきたんで
す。もし選べるのであれば、選ば
れた道はこれにはならないでしょう
に。
多くの事を付け加えたかったが、あ
まりにも弱っていたのでほとんど
言ったことを言うこともできなかっ
た。皇帝は、母親が急ぐように要求
する伝言が届くまでずっと出発に反
抗的であった。
『私たちは祈祷を引き受けるために
名高い神官を招集したのです。』
と書いてあった。
『そしてまさに今晩始めるべきなの
です。』
伝言を見ると、男性は受け入れ、悲
しんで出発のための許可を与えた
が、

召使によって引かれる車を使う特権
を貴婦人に与える命令に署名した後
でさえも、再び彼女の部屋に入り、
彼女が去るのを許すことができなっ
た。
　「私を決して見捨てないと約束し
たではないか、最後にでさえも。」と
彼女に言った。私を今見捨ててはい
けない！許可できない！
彼女はとても心を動かされ、ささや
くことができた。
今終わりが来て、私たちが別れなけ
ればならないのを悲しく思います。
続けて進むのに好ましい道は命につ
ながる道です。
　「もし知っていれば…。」
もっと言うことがあったが、話し続
けるにはあまりにも疲れ切っている
かのように思われた。これで皇帝
は彼女の置かれている状態にもかか
わらず、彼女を待ち受ける苦境から
抜け出るのを手助けすることを決め
た。いやいやながら出発することを
許可したのは、まさにその晩が何人
かの素晴らしい治療者たちが彼女の
住居で彼女のために祈りを始めるこ
とを彼に性急に思い出させてからで
あった。

そして彼女を助けたくて休まずに家
まで籠で彼女を家まで運ぶように命
じた時でさえも、彼女の寝室に戻る
と彼はそれを中止することを決心で
きなかった。
「誰もが進まなければいけない道を
共に歩むという願いを一緒にしたの
だ。私を置いて行ってはだめだ。」
そして、代わって、貴婦人が深い悲
しみに染まった眼差しとともにささ
やいた。
  私たちの道は今永遠に離れている
のです。苦しみの中で人生の道を続
けたいと望んだとしても。
  ああ、このように終わると私が知っ
ていさえすれば。
そして、息が弱くなっていく中で、
もっと多くの事を伝えたかったよう
だったが、しかしそれを試みるのも
無駄であったであろうほど衰弱して
いる様子であった。
皇帝はあるいは最後まで彼女を手元
において置けるのではと考えてい
た。しかし、彼女の母の言伝が届き、
急ぐように嘆願された。
「私たちは著名な僧たちの許可を得
て、彼らは必要な儀式をとり行わ
なければならないのです。恐れなが
ら日暮れから始めなければなりませ
ん。」
したがって、悲嘆に暮れながら彼は
彼女が出発することに同意をした。

ついに、彼女を助けようとしたとき
も、手車で、休憩なく家まで送るの
を命令したさえ、部屋に戻った途端、
暇を許す決心も付けなくなった。お
互いに約束を交わしていた、誰でも
通ってもさけられない道を伴に歩む
ことを。私を見捨てることをしない
でよ。
お返しに、その方は、深い悲しみに
染めたまなざしにつぶやいた、
　　
　　それそれの道いま
　　永遠に別れていく
　　苦痛ながら
　　なにより進みたく
　　命の先へ
　　
　　このように終わりがつくように
なると知っていたら！

彼女に輿に乗る特権を与えるように
命じた。規則に反して彼女の部屋に
入った。だから彼女を行かせること
はできなくなった。
　「最後の道では前に出ずに私を後
に残さないと約束したじゃないか。」
彼女に言った。
「どんなことがあっても、私を見捨
てさせはしない…」
貴婦人は、彼の苦しみを見ながら、
答えた（詩で）。

　『終わりだと思うとき、別離の道
の悲しさは、私が望んでいるのは生
きること、生の道を行くこと…』

　「…もしそれを前に知っていれば
…」息を切らして、何かもっと言う
ことがあるように思えたが、たくさ
んの苦しみの兆候を見せていて、消
え入りそうだったので、どうなろう
と最後まで彼女を見る決心をして、
そこに留まったが、去るように警告
をされ、
「祈りと悪魔祓いはまさに今日始ま
らなければなりません。適切な人
たちを雇って、今晩まさに始めます
…。」
と言われた。嘆き悲しみながら引き
上げた。
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14 心塞がる
帝は眠れぬ
夏の短夜に、
桐壺更衣の
死を聞き悲
嘆に暮れる
「御胸つと
～」（0608
／九⑦／
二三）

" 御胸つと塞がりて、つゆま
どろまれず、明かしかねさ
せたまふ。御使の行き交ふ
ほどもなきに、なほいぶせ
さを限りなくのたまはせつ
るを、

父はその時から王子と一緒にいるこ
とでしのぎたかったが、貴婦人の死
が理由で、彼らを話すことが適切
だと考えられた。子供は起きたこと
を理解していなかったが、彼の召使
いたちが絶望して両手をもみ合わ
せいるのを見ていて、まさに皇帝ま
でもが慰めがなく泣いていた。何か
ひどいことが起きていたことを予感
した。大したことのない別れでさえ
人々を不幸せにすることに気づいた
が、あまりにもそれまでは無視して
いたようなすすり泣きや嘆きを聞い
たので、この新たな別れの並外れた
特徴を予感した。

子供を自分のそばに留めておきた
かったができなかった。慣習が母親
の埋葬に立ち会うように要求して
いたからだ。かわいそうな子供は起
こったことを理解することもでき
ず、困惑して、父親、宮廷人そして
召使の涙をじっと見つめていた。彼
の若い年齢にも関わらず、何かひど
いことが起きたことを直観してい
た。

眠りを誘発するにはあまりにも心が
混乱していて、皇帝は夜明けが来る
のを待った。使者が貴婦人の家から
戻る時間がある前でさえも、深く心
配していることを表現した。その間、
使者は嘆きを聞き、真夜中過ぎに最
後の息を吐いたということを知り、
そのため深く悲しんで戻った。その
知らせはあまりに皇帝を動揺させた
ので、自分の部屋に閉じこもって、
すっかり周りを囲む者たちから孤立
した。

彼にとって一晩の眠れない夜は続い
た。心は痛みで突き刺されていた。
彼は使者を送った。貴婦人の家に到
着し戻ってくるための時間もないう
ちに、使者は心配し我慢できずに
待っていた君主の側に控えていた。
使者が到着した時、貴婦人の祖国か
ら来た人がひどく泣き叫び、貴婦
人が真夜中を少し過ぎたときに亡く
なったと言った。すると使者は皇帝
の宮殿に戻り、皇帝は使者のいうこ
とをつらい思いで聞いた。貴婦人の
他界を知った後、皇帝は苦しみの状
態に陥り、憚ることなく気を取り乱
していた。やんごとなき方は上の階
にある個人の部屋に閉じこもった。

息が絶えそうに、ほかにたくさん云
いたがる様子なのに、窶れ果ててい
て、試しに云おうともむなしいばか
り。
帝は最後まで側に居させるにとまど
う。お母さんからの伝言がきて、そ
の急ぎを願って；
　　「儀式を担当する偉い僧侶の許
しを得て、おそらく夕方に始まるべ
き。」
このように、心細くのまま、出発を
許した。帝は眠れない宵に見舞われ
た。悲しみに染みた心で。
彼は使いを送った。その方の家に
いって帰る時間も立ってない間に、
待ち遠しく懸念する帝の側に戻っ
た。着いた時に、その方の生まれ故
郷から来た人は、嘆いて泣き崩れ、
その方は真夜中すぎたところ亡く
なったと云って、そのすぐ後で、痛
ましく悲報を聞く帝の宮殿に使いは
戻った。その方の死を知った後、帝
は深い悲しみに陥って、限りになく
心が乱れた。上は高い層の私用の部
屋に籠った。

心は常に疲れ切っていて、眠れずに
かろうじて夜を過ごすことができ
た。止まることなく自分の苦しみに
ついて話し、使者が知らせをもって
戻ってくることを期待していたら、
「ちょうど夜中を過ぎた時に亡く
なった。」
と言っている泣き叫ぶ声の騒々しさ
が鳴り響いた。使者が悲嘆に暮れて
戻ってきた。彼の話を聞くと、心が
混乱して方向を見失い、自分の部屋
に引きこもった。

15 三歳の若
宮は母君の
死により、
服喪のため
宮中から里
邸へ退出す
る「御子は
～」（0644
／九⑪／
二四）

御子は、かくてもいと御覧
ぜまほしけれど、かかるほ
どにさぶらひたまふ、例な
きことなれば、まかでたま
ひなんとす。何事かあらむ
ともおぼしたらず、さぶら
ふ人々の泣き惑ひ、上も御
涙のひまなく流れおはしま
すを、あやしと見たてまつ
りたまへるを、よろしきこ
とにだに、かかる別れの悲
しからぬはなきわざなるを、
ましてあはれに言ふかひな
し。

父はその時から王子と一緒にいるこ
とでしのぎたかったが、貴婦人の死
が理由で、彼らを話すことが適切
だと考えられた。子供は起きたこと
を理解していなかったが、彼の召使
いたちが絶望して両手をもみ合わ
せいるのを見ていて、まさに皇帝ま
でもが慰めがなく泣いていた。何か
ひどいことが起きていたことを予感
した。大したことのない別れでさえ
人々を不幸せにすることに気づいた
が、あまりにもそれまでは無視して
いたようなすすり泣きや嘆きを聞い
たので、この新たな別れの並外れた
特徴を予感した。

子供を自分のそばに留めておきた
かったができなかった。慣習が母親
の埋葬に立ち会うように要求して
いたからだ。かわいそうな子供は起
こったことを理解することもでき
ず、困惑して、父親、宮廷人そして
召使の涙をじっと見つめていた。彼
の若い年齢にも関わらず、何かひど
いことが起きたことを直観してい
た。

依然として息子に会うことを熱望し
ていたが、すぐに子供は連れて行か
れた。なぜなら以前の誰も喪中の未
成年が皇帝に挨拶をすることを認め
なかったからである。子供は起きて
いたことを理解しておらず、不思議
に思いながら彼の母親に仕えていた
泣きはらした貴婦人たちや陛下の目
から流れる涙を見ていた。
そのような別れはどのような場合で
も悲しいもので、子供のあどけなさ
でさえもそのことを言葉に表せる中
でより胸を打つものにした。

少なくとも子供と一緒にいたかった
が、前例がなく、喪中は彼を母の家
から引き離すこととなった。子供は
出ていくことに決まった。子供は起
こったことを何も理解していなかっ
たが、彼に仕えていた人たちが泣き
崩れているのを見ると、そして君主
までもがあふれるほどの涙を間断な
く流しているのを見ると絶え間なく
その理由を自問していた。両親の死
はどのような状況においても苦しい
ものである、そして今回の事は口で
は言えないほど悲しいものだった。

少なくても、子供を側に居させた
かったが、けれども、喪の間に母方
の家から遠ざかる前例はなかった。
その出発は決定された。子供は、何
が起きていたことが判らないまま、
仕えの人たちの嘆き崩れる姿を見
て、帝自身の絶え間なくの流した涙
の故を問い続けた。親の死は、どの
状況でも悲しいが、この場合は云え
そうもなく痛ましいほどであった。

そうはいっても第二王子にとても会
いたかったが、このような状況で誰
かが宮廷で仕えるという前例がな
かったので、宮廷の外に出すことに
決めた。何が起こっているか分から
ず、宮廷で仕えていた人たちの混乱
した泣き叫びと陛下が休むことなく
流していた涙は理解できなかった。
この類の別れはありふれた状況でさ
えも悲しく、いかに感動的であった
かを表現することができる言葉はな
い。

16 桐壺更
衣の葬送は
鳥辺野で行
われ、母は
娘と一緒に
と泣き焦が
れる「限
りあれば
～」（0684
／一〇②／
二四）

限りあれば、例の作法にを
さめたてまつるを、母北の
方、同じ煙にのぼりなん、
と泣きこがれたまひて、御
送りの女房の車に慕ひ乗り
たまひて、愛宕といふとこ
ろに、いといかめしうその
作法したるに、おはし着き
たる心地、いかばかりかは
ありけん。

葬儀を始めた時、年老いた貴婦人の
母には娘の体がもくもくと上がる煙
の中に棺と一緒に登っていくように
見えた。葬式に向かっていた宮廷の
貴婦人たちと車で出会った。葬式は
並外れて壮麗にアタゴで行われた。

葬儀のための措置が取られた。母親
は自分の体の煙が彼女の娘のそれと
混ざって空に昇ることをどのくらい
望んだかと飽きることなく繰り返し
た。葬式に向かっていた宮廷の貴婦
人たちと同じ車で行っていた。火葬
は最大限の厳粛さをもって首都の東
にあるオタキ山の頂上で行われた。

習慣的に行われる葬儀に取り掛かる
時であった。故人の母は目が涙で溢
れ、娘の煙と共に空まで上がること
を熱望し、葬儀の行列の間は車で名
誉ある貴婦人方に付き添うと主張し
た。オタギに着いた時の彼女の苦し
みはいかに深いものであったに違い
ない。そこでは最も威圧するような
儀式が行われているのだから！

しかし、泣き叫ぶことも終わりがな
ければならず、そして葬儀の命令が
発せられた。

　「少なくとも火葬の火の煙で天国
まで登れればいいのに。」
彼女の母は泣きじゃくりながら言っ
た。
母は棺台に入れて運ばれ、大行列が
後を続いた。皆がオタギ山に着いた
時、母の気持ちはどのようなもので
あったのだろうか？そこは最大の厳
粛さと尊厳を持って儀式がとり行わ
れたところであった。

それにしても、涙が尽きるのは常の
ことで、お葬式を行う命令が下され
る。

　　煙にも彼女空に上ることができ
るなら

と泣きながら母親が云った。
彼女は大勢の行列に従われた棺台に
運ばれた。オタギの山に皆着いたと
ころにその気持ちはどうなっただろ
う。その場で厳かに重々しく儀式が
行われた。

単なる内縁の妻に許される華麗さに
は限界があったので、葬儀は儀礼と
習慣が規定していることに従って行
われた。彼女の母は、正妻で、煙と
一緒に上りたいという願望の中で激
しく泣きじゃくっていて、行列に付
き添う名誉ある貴婦人たちの後で車
に上がり、非常に壮大に火葬が行わ
れていたオタギと呼ばれる場所に着
いた時の彼女の気持ちはどのような
ものであっただろうか。
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17 気が動転
している母
は、火葬の
現実も受け
入れられず
諦めきれな
い「むなし
き～」（0712
／一〇⑤／
二四）

「むなしき御骸（から）を見
る、なほおはするものと思
ふが、いとかひなければ、
灰になりたまはんを見たて
まつりて、今は亡き人、と
ひたぶるに思ひなりなん」
と、さかしうのたまひつれ
ど車よりも落ちぬべうまろ
びたまへば、さは思ひつか
し、と人々もてわづらひき
こゆ。

年老いた夫人の母親の愛はとても強
く、娘の体を見るとすぐに、彼女に
は娘が死んでいないように思われ
た。それから、燃え上がる火の前で
あの青ざめていて横たわっていた形
のものは実は死体であると理解し
た。そして後で、落ち着こうという
努力にもかかわらず、揺れ動き、車
から落ちないようにするため彼女を
支えなければならなかった。彼女に
付き添った貴婦人たちは互いに見合
わし、こう言った。
「それは理解できる。」

かわいそうな婦人は娘の遺体から目
を離さず、死を受けいれることを拒
んでいた。一方で貴婦人たちは彼女
を慰める役目のためにすべての事を
していた。

「彼女の体を目の前にして、生き続
けているように思えました。そうで
はないのだけれど。」
と言い、そのため、彼女が本当に消
えてしまったことを確信するために
どのように灰に変わるかをじっと見
つめた。
自分自身をかなり抑えて話したが、
少ししてあまりにも苦痛の激発にと
りつかれたためもう少しで車から落
ちるところであった。
　「ああ、分かっていたわ！」
と口々に名誉ある貴婦人たちは言い
合い、どのように彼女を慰めればい
いか分からなかった。

母は死体を見た。
　「私の前に彼女がいると、彼女が
死んでいるなんて納得できない。灰
を見るとおそらく起こったことを受
け入れることができるでしょう。」
　彼女の言葉は十分に理性的なもの
であったが、非常に理性を失ってい
る様子だったので車から落ちそう
であった。女性たちはそうなるであ
ろうと予感はしていたが、どのよう
に彼女を扱っていいか分からなかっ
た。

その遺体を眺めた：
　　目の前にあって、亡くなってい
ることは信じがたい！その灰を見た
ら、起きたことを受け止めるであろ
う！
その言葉、まだ合理的だが、気持ち
はあまりにも乱れていたため、車か
ら落ちかねないそうだった。女達の
予想の通りだが、扱い方に迷うとこ
ろであった。

「生命のない彼女の体を見てまだ生
き続けていると考えることは意味が
ない。だからそれが灰になるのを見
て、そしてついに彼女が死んだこと
を受け入れることを心に決めまし
た。」
とようやく言ってぐったりと倒れ、
車から落ちてしまいそうに思えるほ
どまでだった。理解できることだと
思ったので、他の人たちは何をすべ
きか分からなかった。

18 桐壺更
衣に三位追
贈の宣命が
くだり、女
御更衣たち
は憎しみを
増す「内裏
より御使
～」（0741
／一〇⑧／
二五）

内裏より御使あり。三位の
位贈りたまふよし、勅使来
て、その宣命読むなん、悲
しきことなりける。女御と
だにいはせずなりぬるが、
あかず口惜しうおぼさるれ
ば、いま一階（ひときざみ）
の位をだに、と贈らせたま
ふなりけり。これにつけて
も、憎みたまふ人々多かり。

宮殿から来た伝令が着き、訓示を読
み上げ、それにより貴婦人はサミエ
の位に属するようになった。棺の前
で長い法令を読み上げることは本当
に劇的な光景であった。皇帝は以前
にニョーゴの位を彼女に授けなかっ
たことを苦々しく後悔していた。そ
して要は許してもらうためであっ
た。この名誉でさえも貴婦人を非難
する者たちがいた。

宮殿の伝言が彼女たちに亡くなった
人が三番目の位に昇格したことを告
げた。特別なお触れをする役人が法
令を公然に読む役割を担った。実は
皇帝は貴婦人が存命していた時の自
分の勇気のなさを見逃すことができ
ず、彼女を公式に皇后とあえて宣言
をせず、宮廷内の階級の中で彼女を
昇格させることで彼女に償いをした
かった。今一度多くのものが彼を非
難したが、

宮殿の使者に続いて皇族の使節が到
着し、個人に第三階級を与えるとい
う公示を読んだ。とてもかなしい光
景だった。陛下は彼女の事を決して
配偶者に指名さえしなかったが、そ
うしなかったことに心を痛め、少な
くとも階級一つ彼女の威厳を高めた
かった。この行為でさえ彼女に対す
る多くの者の恨みを増幅させたが、

宮殿からの使者が今は亡き貴婦人が
第三位に昇格されたいう知らせを
持って来て、そして少し後で公式の
勅令を読み上げるために伝令官が
現れた。皇帝は彼女を皇帝の配偶者
に指名することができなかったこと
にひどく心を痛めていて、少なくと
も彼女を上の位に昇格させることで
埋め合わせをしたかったのだ。この
心遣いにまで恨みを抱く者が多くい
た。

宮殿からの使いが着て、お亡くなり
になったお方は三位に昇進されたと
の知らせがあって、すぐさまに使
者は勅令を読み上げるために到着し
た。帝は女御を任命すること決意を
至らなくて悩んだ上で、少なくても
一位まで昇進させるに補償したかっ
た。このよう恩恵さえ憎む人が大い
に居た。

使者が宮殿からやってきた。そして
皇帝の使者は亡くなった女性に第三
の位を与えるために来たのだった。
皇帝の勅令を読んだとき悲しかっ
た。陛下は彼女を配偶者にさえ任
命しなかったことがつらくて許しが
たいものであると感じていた。だか
ら少なくとも上級の位を今与えたの
だった。

19 聡明な女
房たちは桐
壺更衣の美
質を追想し、
思慕の情を
もって偲ぶ
「もの思ひ知
～」（0775
／一〇⑪／
二五）

もの思ひ知りたまふは、さ
ま容貌などのめでたかりし
こと、心ばせのなだらかに
めやすく、憎みがたかりし
ことなど、今ぞおぼし出づ
る。さまあしき御もてなし
ゆゑこそ、すげなうそねみ
たまひしか、人柄のあはれ
に情ありし御心を、上の女
房なども恋ひしのびあへり。
「なくてぞ」とは、かかるを
りにやと見えたり。

恨みをより抱いていなかった者たち
は彼女の並外れた美しさを思い出し
た者もいた。彼女の優しさや魅力的
な物腰を思い出す者もいた。そして、
中にはそのような魅力的な貴婦人を
知らなかったことを恥ずべきである
と考えていた者もいた。もしそのよ
うな人たちの中でこれほど不当に彼
女を区別していなければ、だれも彼
女に反対するようなことは何も言っ
ていなかっただろうに。

中にはより分別のある人たちの中に
はその不遇の貴婦人は存命中は本当
に並外れた人で、それはその美しさ
ではなく、素朴さや思慮深さや優し
さのせいであり、取られたばかりの
措置に深く喜んだ。止むことなく葬
儀のための奉納物を贈り続けていた
皇帝の過剰な愛と人の心のさもしさ
がいかに彼女が嫌われていたかを説
明した。

もっとも分別のある人たちは彼女の
外見と立ち振る舞いの魅力が彼女の
気質の穏やかな優しさと同様にあの
女性が誰にも不満を抱かせないよう
にすることを妨げたのだと最後には
理解した。陛下の名誉ある貴婦人た
ちは今となって皇帝が彼女に対して
抱いていた慎みのない愛情のために
ある者たちが彼女を冷たい軽蔑とと
もに彼女を扱うようになったと分か
り、そして愛情と共に彼女の性格の
ぬくもりや優しさで彼女を思い出し
た。
「今や彼女は行ってしまった。」
という完璧な例でであった。

一方、理性と優しさを備えた人の中
には類ない存在感とまた同時に素朴
で優しく非の打ちどころのないあの
貴婦人がいかに愛されていたかに気
づくことができたものもいた。また
初めてたとえ意図していたとしても
彼女を憎むことができなかったと思
い起こした。彼女は度を超して皇帝
に気に入られていたため、中傷の犠
牲であったのだ。名家の貴婦人方は
今になり彼女がいかに魅力的でいか
に彼女が備えていたいたいけな愛情
がいかに深いものであったかを思い
出した。
「居ないときに…」
という表現をまさにこのような機会
のためにと口々に強調していた。

逆に、あの優しい気取らない非の打
ち所のないお方の並外れの存在で
あってことと、いかに愛されていた
ことを気づく、理性的で情けのあ
る人たちも居た。または、憎みた
くても憎めないことを初めて思いま
した。帝の過剰な恩恵を賜ったこと
故に批判の的となっていた。高貴な
方々は今となって、いかに魅惑的な
方であって、いかに深く愛情が注が
れていたことを思い出した。お互い
に、まさにこのような折に、
「いなくなる時に・・・」
と語り合っていた。

最も知覚している人たちは彼女の顔
や姿の素晴らしさと性格の平静さと
共に彼女に会うことは喜びで憎むこ
とは難しいということをその時思い
出した。ひいきした恥ずべき扱いの
ために彼女に無慈悲な嫉妬をしてい
たが、陛下の名誉ある貴婦人たちは
彼女の分別のある人格と優しい心の
おかげで彼女をあがめて恋しく思っ
ていた。
「今や亡くなってしまった。」
という表現はこのような状況に関し
て述べなければならない。



-129-

20 秋となり
帝はただ涙
の日々の中、
弘徽殿女御
は桐壺更衣
を許さない
「はかなく
～」（0809
／一一①／
二六）

はかなく日ごろ過ぎて、後
のわざなどにも、細かにと
ぶらはせたまふ。ほど経る
ままに、せむ方なう悲しう
おぼさるるに、御方々の御
宿直なども絶えてしたまは
ず、ただ涙にひちて明かし
暮らさせたまへば、見たて
まつる人さへ露けき秋なり。
「亡きあとまで、人の胸あく
まじかりける人の御おぼえ
かな」
とぞ、弘徽殿などには、な
ほゆるしなうのたまひける。

哀悼の７週間は皇帝の命令により細
心に遵守された。時が経ち、宮廷の
貴婦人たちからは完全に離れて暮ら
していた。彼の召使たちの生活はつ
らく痛ましいものであった。皇帝は
昼も夜も止むことなく泣いていた。
コキデンと宮廷の身分の高い貴婦人
たちは彼女への恨みは減っていな
かった。
「まるで皇帝は彼の人にそうであっ
たように思い出にもまた恋している
ようだ。」と絶えず言われていた。

結局それでも、その女性に対しての
敵意を無傷で維持していた一人の貴
婦人がいた。君主の最初の配偶者の
無慈悲なコキデンであった。
「なんと恥ずべきなのでしょう！」と
長子の母は不平を言った。
「誰が彼らの恋愛がこんなに長く続
くといえたでしょう？」

陰鬱な日々が過ぎるにつれて、陛下
は大きな注意を払ってそれぞれの新
しい葬儀の務めを引き受けていた。
時の経過は彼の苦しみをあまりにわ
ずかしか和らげなかったので、暗く
なったときに彼を世話するために自
分の貴婦人たちの誰も呼ばず、昼も
夜も泣いて過ごし、そしてただの彼
の状態の証言者であったものでさえ
も秋が露にとても覆われていると述
べた。
「彼女は彼にとってあまりにも多く
を意味していたので、死んでさえも
ある女性を陰にする。」
この文は配偶者のコキデンの気持ち
を要約しており、個人に関してはい
つものようにとても無慈悲であっ
た。

意味もなく日々が過ぎた。皇帝は故
人の魂の健康のための週ごとの儀式
の催すことに心を砕いていた。彼の
心痛は止むことなく続き、苦しみ、
貴婦人方と夜一緒にいることを要求
することもやめた。そして、いつも
泣きぬれて昼も夜もこのように過ご
していたので、そのような苦境に彼
がいることを見ていた者にとってさ
えも、たくさんの滴のある秋であっ
た。
「あのような見せかけを今まで続け
なければならないとは何とおろかな
ことか。」
非常にも言ったのはコキデンの小屋
の貴婦人つまり君主の年長の子供の
母であった。

意味なく感じる日が多く経ちつつ。
お亡くなりになったお方の冥福のた
めの週的な儀式の行事を監督した。
その悲しみは絶え間なく続き、心痛
のあまり方々の夜の伴いを断念し
て、常に涙の溺れていて夜昼を過ご
していたため、このような試練に耐
えていたことを見る人のためにも、
露の多い秋になった。
けれども、その憎しみを静まろうと
もしなかった方がいた。
「ばかばかしい、あの寵愛ぶりまだ
続くなんて」
と帝の上の御子の母親、弘徽殿の方
が無情に言い張った。

日々は早く過ぎた。最初の７週間の
追悼の儀式を細心の注意を払って実
行させた。時の経過にもかかわらず
途方に暮れて悲しみを感じていた。
夜彼に仕えていた貴婦人たちを無視
し、朝も晩も涙にまみれて過ごして
いて、それゆえ彼を取り囲む人たち
にとってさえも露でいっぱいの秋
だった。

「彼のひいきは彼女の死後も元気を
取り戻せないほどだ！」
とコキデンの別棟では残酷に言われ
ていた。

21 帝は若宮
を恋しがり、
野分だつ夕
暮に靫負命
婦を更衣の
里に遣はす
「一の宮を
～」（0850
／一一⑤／
二六）

一の宮を見たてまつらせた
まふにも、若宮の御恋しさ
のみ思ほしいでつつ、親し
き女房、御乳母などをつか
はしつつ、ありさまを聞こ
しめす。
　野分だちて、にはかに肌
寒き夕暮のほど、常よりも
おぼし出づること多くて、
靫負（ゆげい）の命婦とい
ふを遣はす。

しかしながら、時には皇帝は長子で
あるコキデンの息子を受け入れてい
た。しかし貴婦人の死以来は彼の
息子の存在と違うものは望んでいな
かった。しばしば知らせを求めて信
頼のおける召使いか彼の昔の乳母を
どんな子供の進歩も知らないことが
ないために送った。
秋分が近づいてきた。肌の上をなで
る空気が氷のように冷たくなった。
多くの思い出が君主の心を動かし、
彼の矢筒持ちの娘を手紙を持たせて
貴婦人の家に送った。

秋分になり、夕暮れは冷え始めた。
痛みにまだ沈んだままで、君主は自
分の息子の進歩を近くで追うために
伝令を送ることを片時も止めず、中
位の階級の女性で警備の役人の娘の
ミョブを介してお気に入りの女性の
母に手紙を送った。

ただ彼女の長子を見るだけで陛下が
どのくらいまで年少の息子を好んで
いるかを思い出すには十分であっ
た。そして子供が元気でやっている
かを調べるためにある名誉ある貴婦
人あるいは信頼のおける乳母を使い
にやっていた。
ある秋の荒れた突然寒くなった日の
日暮れ、陛下は今までにないほどに
強く思い出が心に浮かび、ユゲイ
ノミョーブとあだ名のついた名誉の
ある貴婦人を彼の愛する人の部屋に
送った。

君主自身が第一王子に目をかけて下
さっていたとき、思いは止まること
なく年少の王子に再び会いたいと
いう願望の周りを回っていて、子供
の祖母の家に誰か信頼のおける使用
人、あるいは乳母を子供がどのよう
な様子かを調べるために遣わせた。
秋風が解き放たれ、野を荒らした。
黄昏時には急に寒くなった。前にも
まして思い出が彼の心に押し寄せ、
そして彼はユーゲイのミョーブとい
う名の中位のある貴婦人に伝言を委
ねた。彼女の父は警護の士官であっ
た。

希に第一の御子に目を配る折りに
も、帝の思いは絶えず若い御子と再
会することに集中していて、そのお
祖母さんの家まで、信頼の厚い仕え
もの、あるいは乳母を見舞いに送っ
ていた。
畑を荒らす秋の風が吹き出した。夕
日の頃急に肌寒くなった。前よりま
して、心に思いであふれていて、ユ
ゲイノミョウブという、父親は近衛
府の官人である中級の女房に手紙を
託した。

第一王子を見るたびに、彼の代わり
に幼い王子に対して感じている愛情
のことを考え、信頼のおける名誉あ
る貴婦人と乳母を彼がどのような様
子であるかを尋ねるために送ってい
た。台風が発生したある夕暮れに突
然肌に寒さを感じられ、普段より多
く思い出が浮かび、子供のことを
問い合わせるのに皇帝の警護隊の名
誉ある貴婦人と言われている女性を
送った。

22 帝は夕月
夜の美しい
折に催した
管弦を思い
出し、更衣
の面影に浸
る「夕月夜
の～」（0877
／一一⑨／
二六）

夕月夜のをかしきほどに、
出だし立てさせたまひて、
やがてながめおはします。
かうやうのをりは、御遊び
などせさせたまひしに、心
ことなるものの音を掻き鳴
らし、はかなく聞こえ出づ
る言の葉も、人よりはこと
なりし気配容貌の、面影に
つと添ひておぼさるるにも、
闇の現にはなほ劣りけり。

月が素晴らしい時であった。使者の
出発の際、皇帝は夜思いにふけって
時を過ごした。その時間、すでに他
の日もそうであったが、音楽を愛で
た。貴婦人の言葉を思い出していた。
あまりにも軽快で快い調べに交じっ
てしまうようにも思えた。全てがま
れなこと、彼女の顔、外見、体型を
思い出した。一つの詩を思い出した。
  現実のことは暗闇の中にあり夢よ
りも本当のように思えない。
所有するにはすべてを与えていただ
ろう、それらの夜のまさに夢であっ
ても。

そのような夜には、２人の恋人は弦
を交代しながらいつもコトを弾いて
いたものだった。亡くなった女性
のコトは彼の人生の間に聞いてきた
全てのコトとは違って鳴り響いて
いて、彼に話すために弾くのをやめ
たとき、彼女の声もまた比類のない
響きでいっぱいだった。彼女におけ
る全てが結果として並外れたもので
あった。彼女の顔、声、態度…詩人
が書いていたように、たとえ今その
ような長所はもう輝く夢よりも実体
がなくても。

その後、彼女が黄昏時の美しい月の
下出発した時、再び自分の夢想にひ
たった。そのような夜にいつもそう
であったように彼女がそばにいるよ
うな感じがした。音楽を奏でてもら
うために彼女を呼び、彼に彼女が向
けた楽器の鳴る音あるいはもっとも
かすかな言葉でさえも間違いなく彼
女のものであった。しかしその鮮や
かな夢よりも暗闇の中にただ彼女が
いてほしかった。

日暮れの月のうっとりするような時
間に彼女をあの場所に遣わせた。そ
して追憶にふけった。同じような
夜に故人と彼はお互いにコトを弾き
あった。彼女が弾いたコトは他の楽
器にはないある音色を持っていて、
彼女が自然な調子で話していた時、
彼女の言葉はまれにみる響きを帯び
ていた。彼女の顔、しぐさは彼を離
さず、しかし「光り輝く夢想に勝る
ものはない」
と言われていたように現実からはか
け離れていた。

宵の月の魅惑な頃おいにあの所まで
送りました。またその思い出に戻っ
た。このような夜、彼と亡くなった
方はコトを相次いで引いていた。彼
女は引いていたコトは他の楽器には
なく音色があって、自然な調子で話
をしたら、その言葉は同じく他にな
い響きがあった。その面影、仕種は
「輝きのある夢より実体が薄い」
彼を付きまといながら、事実とかけ
離れて、云われているように。

夜に見事な月の下に彼女を出発させ
て、思いにふけって月を見つめてい
た。似たような場合は音楽を奏でさ
せ、彼女は並外れた旋律を鳴らせた
…そして、彼女が言っていたささい
な言葉、彼女の姿、他の人とは違う
彼女の動き…幻に照らされたかのよ
うにそばにそれらがあるように突然
感じたが、暗闇の現実の中で彼女と
一緒にいる方がましであろうに。
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23 命婦は
亡き更衣の
邸に入り、
八重葎で荒
れた庭には
月影が差し
込む「命
婦かしこ
～」（0907
／一一⑫／
二七）

命婦（みょうぶ）かしこに
まうで着きて、門引き入る
るより、気配あはれなり。
やもめ住みなれど、人一人
の御かしづきに、とかくつ
くろひたてて、めやすきほ
どにて過ぐしたまへる、闇
にくれて臥ししづみたまへ
るほどに、草も高くなり、
野分にいとど荒れたる心地
して、月影ばかりぞ、八重
葎（やへむぐら）にもさは
らずさし入りたる。

その間、すでに使者は貴婦人の母の
邸宅の門に到着していた。ゆっくり
と回させた。予想していなかった光
景が目の前に現れた。老婦人はしば
らく昔から未亡人で彼女の全ての土
地を娘に世話させていた。しかし、
死後は年齢にくじけて、彼女がほ
うっておいたものは何にも触ってい
なかった。どこにでも背の高い草が
育ち、この荒廃に秋風の残酷さが加
わっていた。巨大なヨモギの藪が窮
屈に合わさって立っているので月の
明るさだけがそれを貫くことができ
た。

ミョブが祖母の家に着いて、車が玄
関を横切った時、なんと孤独な場所
が彼女を待っていたのでしょう！そ
の女性は比較的最近から未亡人で、
人里離れて住んでいたけれども、娘
が恥をかかなくてもいいようにいつ
も家を人前に出せるように維持する
ように努めた。しかし、彼女の死後
は荒廃が場所を支配し、庭は根と雑
草のジャングルで、そこでは秋風が
壁と戸をおびやかしていた。満月の
光だけがそのような荒廃の中に道を
開いていた。

ミョーブが住まいに着いて戸を横切
るとすぐに悲嘆でいっぱいになるの
を感じた。母は未亡人にもかかわら
ず家を良い状態に保ち、一人娘に対
して感じていた深い愛情で立派に生
きていたが、ああ、今や苦しみで悩
み、雑草は高く育ち、風は無慈悲に
吹き付けているので月の光だけが穏
やかに茂みの間からくぐり抜けてく
るだけであった。

ミョーブは祖母の家に着いた。車は
玄関を通って引かれた。しかし、何
と孤独な場所であることか！年老い
た貴婦人はその時まで夫のいない隠
居暮らしを送っていた。一人娘を煩
わせたくなかったので、いつも家の
庭はみっともない眺めにならないよ
うに手入れしてあった。その時まで
全ては闇に沈んでいた。野菜畑には
雑草が刈り取られず育っていて、秋
風が威嚇するように吹きつけてい
た。月の明かりだけがその光を褪せ
ることなくやぶの中にどうにか道を
開いていた。

ミョウブは祖母の家に着いた。その
車は門をくぐって引っ張られた。が、
寂しい所だと。老いたお方はその時
点まで寡婦ながら隠遁的な生活を
送っていた。一人娘は困ることなく
ことを望んで、見苦しい風景がなれ
ないよう、家の庭を常に手入れして
いた。その時は、周りは暗闇のなか
に包まれていた。園庭の雑草は刈ら
ずに茂っていて、秋の風はしつこく
吹き続けていた。月の光線だけはそ
の光を鈍くするなく草むらを掻き分
けた。

着いた時、名誉ある貴婦人の車が玄
関を横切ると、彼女は涙を誘う状況
に出くわした。母は未亡人の生活を
送ってきたが、自分の一人娘の幸せ
を確かなものにするためにあちこち
で自分の家を美しくするために努力
し、こうして心地よい人生を送って
きたが、今や暗闇に包まれて憔悴に
沈んでいて、牧草は高く伸びて台風
がさらにもっと荒廃させた印象を与
えていた。月の明かりだけがつるの
マント越しに止まらずに輝いて差し
込んでいた。

24 更衣の母
は命婦と対
面し感極ま
り涙し、命
婦は帝の仰
せ言を伝え
る「南面に
～」（0937
／一二②／
二七）

南面（みなみおもて）に下
ろして、母君もとみにえも
のものたまはず。
「今までとまりはべるがいと
憂きを、かかる御使の、蓬
生の露分け入りたまふにつ
けても、いと恥づかしうな
む」
とて、げにえ堪ふまじく泣
いたまふ。「『参りてはいと
ど心苦しう、心肝もつくる
やうになん』と、典侍の奏
したまひしを、もの思うた
まへ知らぬ心地にも、げに
こそいと忍びがたうはべり
けれ」
とて、ややためらひて、仰
せ言伝へきこゆ。

使者は家の入り口までたどり着い
た。老婦人はその時のための歓迎の
言葉を見つけることができなかっ
た。こう言った。
　「ああ、この世であまりの時間と
どまってきました。あなたのような
人が私の家の道を通ることをさえぎ
る湿った木立の間のこの道を進んで
きたことを考えるのをどうすれば耐
えることができるでしょう？」そし
てすすり泣きだした。
　その時、矢筒持ちの娘は彼女に
言った。
　「以前にあなたを訪ねた宮殿のあ
る貴婦人はこの光景を前にして彼女
の心を襲った感情を陛下に報告しま
した。そして、私も、奥様、同じ事
態に居合わせています。」
　皇帝の伝言を繰り返す前にため
らった。

ミョブが車から降りたとき、老女は
何を言えばいいのかわからなかっ
た。
「私の人生はあまりに長く続いたの
です！」と弁解した。
「あなたのような皇室の使者が私の
家に近づくことをほとんど不可能に
している雑草の間の道を開いている
のを余儀なくされていることを思う
とき、恥ずかしい思いをします。」
ミョブは答えた。
「少し前にあなたを訪れた宮廷の一
人の貴婦人が自身の目にそれを見て
いなければ、あなたの悲しい状況を
信じなかっただろうと私たちに語り
ました。私は意志のない人間ではあ
りませんし、このような孤独を前に
して涙をこらえるのは難しいです。
間を取って君主の伝言を朗読し始め
た。

最初は話すことができなかった。
　「こんなに長く生きなければと望
み続けています。」ついに言った。
「そして陛下のお使いが私のところ
まで来るためにその雑草の中を道を
切り開いて来なければならなかった
のを見るととても恥ずかしく感じる
のです！」
　それが本当に我慢できる以上のこ
とであったかのように泣いていた。
　「人々を束ねていた貴婦人があな
たを訪れた後、皇帝に彼女が深い心
痛からどんなにあなたのことで悲し
んでいたかを話しました。」
とミョーブは答えた。
「私でさえ、細やかな感情は持ちあ
わせているように見せかけようとは
しませんが、彼女が言いたかったこ
とはとてもよく分かります。」
後に少し落ち着いてから、老婦人に
陛下の伝言を伝えようとしていた。

車が持ち上げられ、ミョーブは南の
門に降りることができた。祖母は初
め言葉を発することができなかっ
た。
　「私にとって生き続けて、そして
今あなたのような露で濡れた野生の
ヨモギのやぶからこの家に辿りつく
誰かを迎えることは責め苦です。ど
のくらい恥ずかしいことかあなたに
言うことができません。」
　そのように述べると、涙をこらえ
ることができなかった。
　「先日あなたの家を訪ねたある貴
婦人が自分の目で見なければならな
かったことをあなたの悲痛と嘆きを
理解することができるまえに私たち
に知らせてくれました。キリツボの
貴婦人の母についてのうわさを聞い
た後、心の底からの痛みを感じ、死
んでいくかのように思われたと皇帝
には伝えていたのです。私はただ取
るに足らない者ではありますが、私
もまたそれにもう耐えきれることが
できないほどまで深く気の毒に思い
ます。」
　少し間をおいて、皇帝の言づてを
伝えた。

車はあげられて、ミョウブは南の門
で降りることができた。。その祖母
は、最初は言葉を出すことができな
かった。
　　私にとって、生き続けるのは苦
痛のことで、まして今、あなたのよ
うな方は、この野性ヨモギを覆いか
ぶす露の家に着くこと。恥ずかしく
て言い表せないほど。
このように叙述して、涙をこらえる
ことなく。
前日はこの邸宅を訪れた方から、自
分お目で見たことを私たちに教えて
くださってから、最初にあなたの
悲しみと鬱ぎこんでいることを理解
できた。帝に奏したところ、キリツ
ボの方の母親についての件を聞いた
後、息が切れるほどの深い悲しさを
感じたということ。
私みたいな取るに足らない者でも、
耐えられないほど深く悲しんでい
る。ひととき後に、帝の通信を述べ
た：

彼女を南門から降りさせて突然また
母親は一言も発することができずに
いた。
　「生き続けることそれ自体がつら
い…そして陛下の使者がこれらの
つるの露を横切っているのを見るの
は何と恥ずかしいことなのでしょう
…。」とまるで力の限界であるかの
ように泣きながら言った。
　「ここに訪問で来た後、宮殿の人
事の副長官は陛下に言いました。
『訪問は私にとても大きな痛みを引
き起こしました。あたかもそういう
気持ちを起こさせるかのように。』
私もまた、私の限られた分別にもか
かわらず、私は耐えられなくなりま
した。」
と彼女に名誉ある貴婦人は言い、落
ち着きを取り戻すことが出来たとき
に陛下の伝言を伝えた。
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25 命婦は
帝の心意を
更衣の母に
伝え、涙に
むせぶ帝か
らの手紙を
渡す「「『し
ばしは～」
（0987 ／
一二⑦／
二八）

「『しばしは夢かとのみたど
られしを、やうやう思ひし
づまるにしも、さむべき方
なく堪へがたきは、いかに
すべきわざにかとも、問ひ
あはすべき人だになきを、
忍びては参りたまひなんや。
若宮のいとおぼつかなく、
露けき中に過ぐしたまふも、
心苦しうおぼさるるを、と
く参りたまへ』など、はか
ばかしうも、のたまはせや
らず、むせかへらせたまひ
つつ、かつは人も心弱く見
たてまつるらむと、おぼし
つつまぬにしもあらぬ御気
色の心苦しさに、承りはて
ぬやうにてなむ、まかでは
べりぬる」
とて御文たてまつる。

『暗闇の中で私の夢の目的を達成し
たいと望んで私の心に訊ねた。しか
し長い瞑想の後に目覚めの道を見つ
けることができなかった。ここでは
誰も私に助言することができない。
こっそりと私に会いに来てくれない
でしょうか？そのような悲しく荒涼
とした場所で若い王子に日々を過ご
させるのは良くない。彼にもまた来
てほしい。』
「これと別のこともまた言いました。
混乱して、慰めもなくため息をつい
て。そして、私は、私に痛みを隠
そうとどれほど努力をし遂げようと
しているのかを見て、すべてを聞か
ずに彼のもとを去りました。けれど
ここにあなたに送った手紙がありま
す。」

「皇帝は最近自分の人生はただの悪
夢、決してもう終わることのないと
恐れる悪い夢でしかないとはっきり
と言いました。彼の唯一の熱望して
いることは痛みを分かちあうことが
できるような傍にいる誰をあてにす
ることです…もしあなたが宮殿に移
り住む準備ができているなら、大変
あなたに感謝することでしょう。子
供と一緒に、もちろん。この荒涼と
した家で彼の息子が成長するのを考
えるのは耐えられないです。できる
だけ早くあなた方には宮殿に行くよ
う嘆願します。以上が瀕死の人のよ
うにため息をつきながら私たちの皇
帝がおっしゃったことです。」

「いくばくの間私は夢を見ているに
違いないと疑っていなかった。し
かし私の頭の中のつむじ風も落ち着
き、結果としてまだ私に鋭く痛みを
伴っているのはする必要があるこ
とについて話す人が誰もいないこと
である。個人的に私を訪ねてはくれ
ないだろうか？私は息子の事が心配
で、このような苦しみに来る日も来
る日も取り囲まれて困惑している。
お願いだから、早く来てくれない
か？」
彼の言葉はこのようなものであっ
た。彼の目には涙が一度またもう一
度と浮かび、言葉を終わらせること
ができなかったが、それが悪い印象
を生み出すことを彼もよく分かって
いたし、私もそれに気づいた。私は
とても悲しかったので彼が言わなけ
ればならなかったことを全て聞かず
にあなたに会いに走ってきました。
しかしそれはこの手紙で読むことが
できます。
ミョーブは女性に手紙を渡した。

「少しの間全てが幻覚の中で方向を
見失い進んでいたように思われ、心
の揺れが短くなった時に、苦しみに
終わりがないと気づいたのだと皇帝
は明らかにした。もし少なくとも痛
みと付き合うならば、考えてそして
あなた、奥様であれば慎み深く宮廷
に再配置されることにも納得してく
れるだろうと想像されたのです。子
供がこの涙の住処で元気をなくして
いるのでやんごとなきお方は取り乱
した様子で、すぐにあなたに宮殿に
移ることを熱望されていました。し
かし、その時すすり泣きのため思考
が中断し、彼が馬鹿げているほどか
弱いと私たちが思っているというこ
とを恐れられていました。私は非常
に苦しみを感じ、ここまで彼の言う
ことを最後まで聞くことなく出てき
たのです。」
そして彼女にやんごとなきお方の書
状を渡した。

彼は曰く、ある時期にはすべては妄
想の中で目的なきに彷徨う感じがし
て、その動揺が収まりはじめたころ、
憂えることは終わりがないと気づい
た。もし、悲しみの中にも、お供す
る誰かいたらと、そしてあなた様、
秘かに朝廷へ移すことに決心を示唆
させる方法があったらと。上は心乱
れに子供はこの涙のすみかでしおれ
るのを見て、速やかに宮殿へ移すこ
とを願っている。が、そのときむせ
び泣きはその叙述を途絶えて、もっ
てのほかに弱々しく見られるとおそ
れていたことが皆は明らかだった。
私は心細く、最後まで聞かなくてこ
こへ赴いた。
彼女へ上の通信を渡した。

「『少しの間私は混乱していて、夢を
見ていたのではないかと自問自答し
ていた。少しずつ私の思考は落ち着
いていたがすでにもう目覚めること
ができない。最悪なのは何をすべき
かを一緒に議論する人すらいないこ
とだ。秘密で私に会いにきてはどう
だろう？幼い王子が露の中で暮らし
ていることが私を心配させ、心を締
め付ける。すぐに宮廷に来てくれ。』
これが泣きじゃくりながら、自分の
考えを素早く伝えることができずに
言っていたことで、この苦しみを前
にして、弱く思われないようにそれ
をごまかそうとしていたのですが、
聞き終わる前に出発しました。」
と言って彼女に手紙を渡した。

26 帝からの
文は、若宮
と共に参内
するように
と懇ろに促
すものだっ
た「「目も見
え～」（1043
／一二⑬／
二八）

「目も見えはべらぬに、かく
かしこき仰せ言を光にてな
ん」
とて見たまふ。
「ほど経ば少しうち紛るるこ
ともや、と待ち過ぐす月日
にそへて、いと忍びがたき
はわりなきわざになむ。い
はけなき人をいかにと思ひ
やりつつ、もろともにはぐ
くまぬおぼつかなさを、今
はなほ昔の形見になずらへ
てものしたまへ」
など、細やかに書かせたま
へり。
　　宮城野の露吹きむすぶ
風の音に小萩がもとを思ひ
こそやれ
とあれど、え見たまひはて
ず。

「私の視力は不足しています。」と老
婦人はつぶやいた。
「この手紙を光に近づけさせてくだ
さい。」
この手紙にはこう書いてあった。
　『ある程度の時間が経てば、私の
悲しみにいくらかの平穏といくらか
の軽い忘却が可能であろうと思うよ
うになった。しかし日々が経てば経
つほど、私の人生はより耐えられな
いものになる。絶えず子供のことを
考え、彼が何からできているのかを
自問する。彼の母と私が、同時に、
彼の教育に気遣うことができればと
望んでいた。だから、このことで交
代して、過去の思い出の中のように
私に子供を送ってくれないでしょう
か？』
書状はそのようなものであった。
様々な指示がそれに付随しており、
一緒になっていた詩にはこう書いて
あった。
  タカギの野原で新鮮な露を一つず
つ取り出す風がざわめくと、私の心
はリラの幼い芽の方に急ぐ。
このように象徴的に若い王子のこと
を話していた。しかし彼女は手紙を
全て読まなかった。ついにはこう
言った。

「よく見えませんが、私に手紙を貸
してください。」
と母は言った。
手紙の中には文書で聞いたばかりの
同じ嘆願を見つけた。最後には皇帝
は詩を書いていたが、老婦人の涙で
あふれた目はほとんどそれを読ませ
なかった。

『ミヤギの平野の上に露をこぼす風
の歌を聞くと、私は沼のいたいけな
クローバーのことを考える。』

「皇帝に言ってください。」
少し熟考した後祖母は答えた。

「涙が私の目を曇らせても、この思
慮深くて優しい言葉に照らして…。」
と貴婦人は言った。そして読み始め
た。
「時は私の悲痛を軽くし始める慰め
をもたらすことができるだろうと考
えていたが、月日の流れが私を失望
させ続けるにつれて、どのように痛
みに耐えたらいいのかもほとんど分
からない。何度も私の思考は子供に
向かったが、君と彼の世話をでき
ないことが大いに私を困惑させてい
る。過ぎてしまった日々の思い出に
私に会いに来てくれ…。」
皇帝は心からの気持ちを込めて書い
ていた。最後には詩を付け加えてい
た。
　
　 ミヤギの荒地を露で覆う風のそよ
ぎを聞くと、私の心は、慰めようも
なく、ハギの小さな葉に向かってい
く。

しかし老婦人は最後まで読むことが
できなかった。

「私の暗くなった眼にはそのような
お言葉は光をもたらしてくれます。」
と故人の母は言い、そして読んだ。
「私は時が経つにつれて私の痛みが
いくぶん和らぐのを目にするのを期
待して生きてきたが、日々が月々に
加わり、私の中の悲しみは、私をも
う耐えられないまでに私を苦しめ
てきたものは増えていくのだ。そし
てあんなに幼いあの子は、私が心配
して止まないのに、彼を気遣うのに
あなたと意見をまとめることができ
ないなんてなんという逆境であろう
か！今後は彼は私にとって昔の日々
の生きた記憶であると考えてくださ
い。私のもとに彼を連れてきてくだ
さい。」
これがおおよそ彼の懇願の中にお書
きになったもので、またさらに加え
た。
　
　　広大なミヤギノを露で覆う風の
音を聞くと、ハリエニシダの私の小
さな若芽を気の毒に思う。

しかし最後まで読むことはできな
かった。

暗くなった私の目にとして、光を届
く言葉だと、亡くなったお方の母親
は云って読みはじめた。
「時間につれてすこし悲しみは減る
と望みながら生き存えてきたが、日
がたって、月が立っていくと、悲し
みはますばかり、耐えられない程塞
ぎ込む。あの小さい子へ心配が収ま
らないまま、あなた様と同意して一
緒に彼をまもるのができないことは
遺憾である。以降、彼は昔の日々の
生きた記憶になる存在であると理解
して、私のもとに連れて来てくださ
い。」
だいたいの書いたことはここまで。
その続きに：
　　
　　そよぐ風の
　　広いみやぎのを
　　露で覆う
　　我が若芽の萩を
　　あわれむ
　　
　　最後まで読めなかった。

「私の目は見えないがこれらの優し
い言葉から判断して…。」母は言っ
て手紙を見た。

時間が少し私の痛みを和らげてくれ
るのをあてにしているが、月日が過
ぎた後、耐えられない心痛がそれに
加わった。子供がどうしているのか
を自問している。君と私で一緒に子
供を育ていないことが心配だ。過去
の思い出として私のことを考えてこ
こに来てくれ。

このようなことが愛情をこめて書か
れていた。またこのようなことも。

　ミヤギノの露をつなぎながら吹い
ている風の音が小さなハギのことを
考えさせる。

しかし母親はそれを分かるには至ら
なかった。
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27 母君は桐
壺更衣の入
内のいきさ
つを語り、
横死のよう
なさまを嘆
く「命長さ
の～」（1094
／一三⑥／
二九）

「命長さの、いとつらう思ひ
たまへ知らるるに、松の思
はんことだに、恥づかしう
思うたまへはべれば、もも
しきに行きかひはべらんこ
とは、ましていと憚り多く
なん。かしこき仰せ言をた
びたび承りながら、自らは
えなん思ひたまへたつまじ
き。若宮は、いかに思ほし
知るにか、参りたまはんこ
とをのみなむおぼし急ぐめ
れば、ことわりに悲しう見
たてまつりはべる、など内々
に思ひたまふるさまを奏し
たまへ。ゆゆしき身にはべ
れば、かくておはしますも、
いまいましう、かたじけな
くなむ」とのたまふ。

「長い人生が苦しみ以上のものを意
味しなくても、私はすでにあまりに
長い時間を現世にいたので私のこと
をタカサゴの松に例えることができ
ます。どこでどのようにここを出て
百の塔の宮殿に向かうための価値を
見つければいいのでしょう？これ
ほど繰り返された命令にもかかわら
ず、私は従うことができません。し
かし、若い王子は（私は彼がやんご
となき望みを予感しているのかは分
からない）すでに行きたくてうずう
ずしている。このような場所で落ち
込んでしまうのは無理もないことだ
から。このことを陛下に言って、そ
して私の思考の中のあなたが見破っ
たであろうことも全部。実際、子供
にとっては悲しみがあまりに多い場
所です。」

「私の長い人生はとても厳しい試練
でした。タカサゴの松の前で恥をか
くと詩人がいうように、今私は宮廷
で見られたくないのです。だからど
んなに私に頼んでも、私は受け入れ
ません。子供に関しては、彼がどう
したいのか分かりません。戻りたく
てうずうずしているように思われま
す。前世で得た呪いが私の上にのし
かかり、あらゆる犠牲を払って私の
そばに子供をとどめておきたいと思
うのは恐ろしいことだと心配してい
るのです。私があなたに言ったこと
を皇帝に伝えてください。」

「今になって痛ましいのは長生きを
することだと知って、あの松が私に
ついて考えているに違いないことを
想像すると恥ずかしい」
と告白した。
「とりわけそのような動機であえて
陛下の住まいに出入りできないので
す。このような度重なる招待をもっ
て私をひいき下さるのは大変なご好
意なのですが、残念ながら決して私
は行くことができないでしょう。一
方、彼の息子はとてもそうしたいよ
うに思われます。起きていることを
どの程度まで理解しているのか私は
確信が持てませんが。そのように彼
が感じていることに確かに私は悲し
いのですが、そのことで彼を責める
ことはできません。どうか陛下にこ
の私の心からの思いを伝えてくださ
い。ここにとどまれば子供の尊厳が
弱まることを恐れています。不幸が
私に教えてくれて、とどまることが
間違いであるからです。」

「私は長い人生という残酷な経験を
してきました。タカサゴの松林が考
えることができることの考えに直面
して混乱してしまうほどに。宮殿に
近づくことは私の動揺を大きくする
ばかりです。だからあなたがふさわ
しい言葉を発していたのは知ってい
ながら、私に関してはあえて出発し
ようと決意しないのです。小さい王
子に関してはどのくらい理解してい
るか分かりませんが、見たところや
んごとなきお方の元にすぐに戻りた
くてうずうずしているようで、もっ
ともですので、それゆえ苦しみと共
に考慮します。これで私の方から陛
下にお伝えしてほしかったことは全
てです。私の由々しい状態の中で、
子供が私の近くにいることは不運で
哀れなことでしょう。」

彼女の言葉はこのような様子であっ
た。

長生きのつらい経験をして、
「高砂の松が思う」
ことまで困惑した。宮殿に上るとそ
の迷う気持ちはますばかり。そのた
め、尊いお言葉の知らせを受けな
がら、私のこと限って、この家から
離れるのを決意できない。若い御子
に当たって、どこまで把握している
か分からないが、帝の前にはやく帰
る気が強いそうな思いはもっともだ
が、私は悲しく思います。私から陛
下に奏することは以上です。今のこ
の忌み深いありさまのなかで、子供
は私のもとに残るのは惨めな不運な
ことです。

このように述べた。

「今は長い間生きることがどんなに
残酷なことか理解できます。そして
『松が私について考えることにすら
恥ずかしく思います。』
詩人たちが百の石と木と呼んでいる
宮廷に行くという考えは、まだ大き
なためらいを私に生み出すのはその
ためです。何度もそのような優しい
言葉を頂いたにもかかわらず、私自
身が行く決心をつけることができな
いのです。幼い王子はどのくらい理
解しているのでしょうか？準備がで
きていて、行くことを急いでいるよ
うに思われます。もちろん私が置い
ていかれることは悲しいです。お願
いです、陛下に私が思い感じている
ことを伝えてください。私は不幸な
人間だから、ここに住むことは不運
で許しがたいことなのです。」
と言った。

28 若宮が
就寝した
後、勅使役
の命婦は役
目を終えた
ために帰参
を急ぐ「宮
は大殿籠
～」（1149
／一三⑫／
三〇）

宮は大殿籠（おほとのごも）
りにけり。
「見たてまつりて、くはしう
御ありさまも奏しはべらま
ほしきを、待ちおはします
らんに、夜ふけはべりぬべ
し」
とて急ぐ。

「もしかして子供は寝ているだろう
と言われていました。」と矢筒持ち
の娘は言った。「皇帝に説明するた
めに会いたかったのですが、宮殿に
居る必要があり待つことができませ
ん。遅くなるに違いありません。」
急いで去ろうとしていたが、老婦人
が彼女を引き留めてこう言った。

「彼に会いたかったのですが、寝て
いると言われました。」
とミョブは言った。去るために立ち
上がっていた。
「そして、とどまることはできませ
ん。なぜなら彼の父が私を待ってい
て、もうかなり遅いですから。

子供は眠っていた。
「彼に関して陛下にお知らせするこ
とができるように会いたかったので
すが。」
とミョーブは戻る準備を整えながら
言った。
「しかし私を待っているので。すでに
とても遅くなるに違いありません。」

そうしている間、小さな王子は自分
の寝室で休んでいた。
　「私は王子に会って彼の状況の詳
細な報告をしたかったのですが、陛
下がお待ちになっています。日が暮
れるまで私はぐずぐずできないので
す。」
と戻りたがっている伝令はこのよう
に言った。

その間、小さい御子は部屋に休憩し
ていた。
「その様子を見て、詳細な報告をし
たかったが、陛下は私の帰りを待っ
ていて、夜遅くまでここに居られな
い」と。このように帰るに焦った使
いは云った。

王子は既に眠りについていた。
　
「彼に会って詳細に彼の状態を陛下
にお伝えしたかったのですが、私を
待っているはずで、遅くなってしま
います。」
と急いで名誉ある貴婦人は言った。
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29 亡き更衣
の母君は、
横死した我
が子への尽
きせぬ思い
を命婦に語
る「「くれ惑
ふ～」（1163
／一三⑭／
三〇）

「くれ惑ふ心の闇も堪へがた
き片端をだに、はるくばかり
に聞こえまほしうはべるを、
私にも、心のどかにまかで
たまへ。年ごろ、嬉しく面
だたしきついでにて、立ち
寄りたまひしものを、かか
る御消息にて見たてまつる、
返す返すつれなき命にもは
べるかな。生まれし時より、
思ふ心ありし人にて、故大
納言、いまはとなるまで、『た
だ、この人の宮仕への本意、
かならず遂げさせたてまつ
れ。我亡くなりぬとて、口
惜しう思ひくづほるな』
と、返す返す諌めおかれは
べりしかば、はかばかしう
後見思ふ人もなきまじらひ
は、なかなかなるべきこと
と思ひたまへながら、ただ
かの遺言を違へじとばかり
に、出だしたてはべりしを、
身にあまるまでの御心ざし
の、よろづにかたじけなき
に、人げなき恥を隠しつつ、
まじらひたまふめりつるを、
人のそねみ深くつもり、や
すからぬこと多くなりそひ
はべりつるに、横さまなる
やうにて、つひにかくなり
はべりぬれば、かへりては
つらくなん、かしこき御心
ざしを思ひたまへられはべ
る。これもわりなき心の闇
になん」
と、言ひもやらず、むせか
へりたまふほどに、夜もふ
けぬ。

「陰気な思考の暗闇の中をさまよっ
ている人たちは話すときに彼らを導
く一筋の光を得ることができます。
私はあなたが望むときで可能な時に
あなたに私を何度か訪ねてくれるよ
うに頼みます。以前は、あなたの存
在を私にもたらした日々は私にとっ
て本当に素晴らしい喜びの日々だっ
たのです。今日は、あなたは私に
とって何て知らせの使者なんでしょ
う！自分の幸運を信用している人た
ちは何て正気でないのでしょう！私
の娘が生まれて彼女の父が亡くなる
まで、彼は彼女が宮廷に行くこと
を主張し、一度ならずも、彼が死ん
でも彼の期待をくじかないように忠
告した。後見人はいなかったけれど
も、そしてこれがいくつかの困難の
原因でもあったけれど、私は彼の意
思を果たすことを決心した…。宮殿
では最も高い名誉ある地位の人たち
が属していて、そして密かに非人間
的な悪の犠牲者であることが分かっ
た。ねたみが心配の重い包みを彼女
の上に積み重ね、当然のように、死
んだというより暗殺されたように思
えます。確かに、思慮を持って皇帝
が彼女に敬意を払ってくれているそ
の愛は、時に私の心がはっきりと理
解できないようで、無関心でいるよ
りずっと残酷に私には思えます。」
　涙が妨げるまで話した。その時に
はもう夜になっていた。

「できるときにいつでも私を訪ねて
きてください。少しの会話が闇の中
で迷っているこの心の上に一筋の光
を放ちます…運命は私たちにとても
寛容ではないようです。全ての私た
ちの希望は娘が生まれた時から彼女
にかかっていました。彼女の父は宮
殿に彼女を送らなければならない、
そして、彼が前に死んでも、これが
彼の最後の意思であると繰り返すこ
とを止めませんでした。私は娘には
適切な保護がないので、他の方法の
方がより幸せだったということは完
璧に分かっていましたが、私の約束
を無視することはできず、私の夫が
望んでいたことを結局することにな
りました。皇帝のひいきを頼ってい
たけれども、女の子はごくわずかの
貴婦人たちが許すことができたであ
ろう中傷や無礼で苦しまなければな
らなかったのです。しかし、絶え間
ない緊張と憤りが彼女を壊すまで彼
女は耐えました。もし皇帝が彼女に
気づいていなければ！」
涙のせいで彼女は続けることができ
なかった。

「私の心の耐えがたい暗闇を少し追
い払うためにもっと長く話せればい
いのだけど。」
と老婦人は言い返した。
「お願いだから、来たい時に一人で私
に会いに来ておくれ。幸せな時や祝
祭の際にいつも訪ねて来てくれてい
た。そしてここで今あなたに会うこ
とは、とても悲しい伝言の使者なの
で、人生が痛ましいものになるとい
うことを人に思い出させること。彼
女が生まれた時、私たちは大きな希
望を彼女に託して、私の夫つまり今
は亡き大参謀はほとんど息を引き取
る瞬間まで彼が彼女に切望していた
ことを手にして、陛下の奉公に入れ
させるように私に強く頼みました。
『私がいなくなったというだけで意
気消沈したり諦めたりしてはだめ
だ。』
と私に言っていたものでした。」
このように、そこに彼女を送った。
しかるべく彼女を支えてくれる人な
くして宮殿の奉公に入らなければな
らないのであれば、もしかしたらそ
うしないほうがいいのではないかと
思っていたけれど。不運なことに、
陛下は彼女にその度合いのひいきに
値しない誰かにとっては遥かに適度
以上に彼女に愛情を抱きました。し
かし、彼女は自分が受けていた恥ず
べき扱いに耐えて、休みなく陛下に
仕えました。ある女性たちのねたみ
からの大きくなる負担と彼女がさら
されていたますます不快になる状況
によって彼女が病気になるまで。だ
から私は陛下がそんなにも彼女に関
心を持たれないことをより好みまし
た。しかし、私がこうやってただ一
人でこう言っているのは彼女の死が
私をこんなにひどい闇に沈めたから
だと思います…。」
貴婦人の声は弱くなり、突然泣き始
めた。
その頃にはとても遅くなっていた。

「私の絶望した心を暗くしている闇
はまだ晴れず、私を苦しめています。
しかしながら、私はあなたに説明し
たいのです。個人的にあなたの好き
なときにまた会いにいらっしゃって
ください。あなたは毎年様々な幸福
で明るい機会にあなたがいるという
贈り物をしてくれましたが、今陰
鬱な伝言の使者のあなたに会うこと
は、ああ、ここにも残酷な運命の影
響があります。ここにいない者が現
世にたどり着いた最初の瞬間から私
たちの希望は彼女にありました。そ
して亡き大参謀が最後の一息まで絶
えず
「私の夢は彼女が宮廷につかえるこ
とだ。どんなに難しくても実現しな
さい。私がこの世にもういないとい
う理由でひどく打ちのめされるのは
やめなさい。」
と繰り返しました。そして、彼が私
に数回この運命のことを知らせてい
たにもかかわらず、全ての影響力の
ある庇護者のいない宮廷に生きるこ
とは危険に満ちた何かのように思え
ていました。そして彼の最後の望み
を破らないために彼女を陛下のお世
話に置いたのです。今は君主が飽き
るほど彼女に与えて下さるご好意の
ために、疑いなく彼女は何も異常な
ことがないかのように宮廷に通って
いた他の貴婦人方のように扱われて
いないことへの恥を見て見ぬふりを
していたのです。彼女が目立った恨
みをかっている間に、耐え難い出来
事が増えていき、彼女の日々は絶え
間ない脅威にさらされていました。
あなたがよくご存じのことが起きる
ほどまでに。そして、したがって残
酷にも陛下の寛大なご好意をいただ
くようになったのです。しかし、こ
れは悲痛な心の闇の中をさまよって
いるに過ぎません…。」
とすすり泣きに溺れてしまった言葉
を終わらせることができず、故人の
母は言った。そうしている間に夜は
底の知れないものとなった。

「絶望に負われて私の心を暗くする
闇はまだ晴らすことなく悩ませてい
るそれにしても、それを説明したい
ので、貴方の私的な都合のいい時に、
また着てください。貴方は、年々に
晴れ晴れしいめでたい時に折しも光
栄に迎え入れることができたのに、
悲しげな便りを届く使いになるなん
て。惨い不運の結末よ！居なくなっ
た人はこの世に現れた瞬間から、私
たちのすべての希望を彼女に託し
て、亡くなった大納言は息を引き
取った時点まで絶えず言い続けた：
彼女を宮殿に奉公させる私の望みを
困難にしても成し遂げてくれ！俺は
もうこの世に居ないと託けて、不当
に敗れることないよう！
何度もこのように彼は私を注意した
にもかかわらず、影響力のある後見
者なくて朝廷で暮らすのはきわめ
て危険なことだと思いましたが、そ
の最期の遺言を逆らわないようにし
て、陛下の仕えするように送りまし
た。けれども、上からの面目と飽
きるまでの寵愛を賜ったことについ
て、間違いなく他の方と並の扱いを
受けていなかったことは恥ずかしく
思っていて、その方達は何気なく宮
殿に出ていると逆に、彼女は憎しみ
の的になっていて、その命は危うい
程耐えられない事件相次いでにおこ
るうちに、ご存知のようにあの結局
に至った。故に、陛下の厚いもてな
しを無慈悲な扱いと感じてしまいま
す。けれども、これは暗闇に迷う悼
んだ心のぼけ言葉。」
と、なくなった方の母親は、むせび
泣きに溺れて尽くせない言葉を、夜
はふけるうちに云った。

「心の闇の中で迷うことは耐えるの
が難しいことです。私を少しはっき
りさせるためにあなたと話がしたい
のです。どうか個人的に私に会いに
きて。何年もの間、あなたは幸せな
機会に来てくれたけど、この類いの
手紙を持ってくるあなたを見ると…
もう一度、なんて人生は残酷なので
しょう！亡くなった大参事は生まれ
たときから彼女に自分の希望を託し
ていました。最後まで何度も私に忠
告していました。
『彼女が宮廷で仕えるという私の願
望を間違いなく果たしてくれ。私の
死が君を落胆させて屈服させるよう
にはしないでくれ。』
彼女を支えてくれる人なしでそのよ
うな世界に紛れ込むことは散々な結
果になるように思われたけれど、彼
の死後の願望に逆らわないように彼
女を行かせました。陛下はとても細
かな気配りをして、過度なひいきを
して、彼の普通ではない行動の恥ず
かしさを隠しながら彼に仕えてい
た。しかし、人々のねたみは深く積
もり、虐待が増えた時、不自然に亡
くなった。あの思いやりのあるひい
きは逆に残酷さとなった。これは私
の心の不合理な闇のせいなのです。」
と泣きじゃくりながら言っていた
が、言いたかったことを終わらせる
ことができなかった。遅くなってい
た。



-134-

30 命婦は帝
が悲涙の内
に更衣との
因縁を偲ぶ
さまを語っ
て帰参を急
ぐ「「上もし
か～」（1256
／一四⑪／
三一）

「上もしかなん。
『我が御心ながら、あながち
に人目驚くばかりおぼされ
しも、長かるまじきなりけ
り、と今はつらかりける人
の契りになむ。世に、いさ
さかも人の心をまげたるこ
とはあらじと思ふを、ただ
この人のゆゑにて、あまた
さるまじき人の恨みを負ひ
しはてはては、かううち捨
てられて、心をさめむかた
なきに、いとど人わろうか
たくなになりはべるも、前
の世ゆかしうなん』
と、うちかへしつつ、御し
ほたれがちにのみおはしま
す」
と語りて尽きせず。泣く泣
く、
「夜いたうふけぬれば、今宵
過ぐさず、御返り奏せん」
と急ぎ参る。

「これは全て彼の言葉の一部です。」
と若い女性は申し立て、そしてさら
に言った。
『私の意思と道理に反して、激しい情
熱に負かされました。それを前にし
ては人々は目を下げてしまうでしょ
う。おそらく、そのまさに簡潔さ故
に、近い別れによって傷をつけられ
た人たちの情熱が雄弁で激しいので
しょう。誰も私の愛のために傷つか
ないように誓わせてください。しか
し、結局のところ、愛しい彼女の背
中は彼女に傷つけられたと思ってい
る人たちのねたみの重みで傷んでい
たのです。』
何度もさらに付け加えた。
「私は皇帝がこのように自分の考え
を伝えるのを見ました。けれど、ほ
ら、すでにかなり夜が更けていて、
私は日が昇る前にあなたの伝言を渡
さなければならないのです。
　そして、また泣きながら、別れた。

該当箇所ナシ 「陛下のお気持ちもあなたのものと
同じです。」
とミョーブは彼女に断言した。
「陛下はこう言いました。
『彼女への私の愛が本当にどんなに
害のあるものであったのかというこ
とを今は理解できる。なぜなら慎重
さが私に命じたことに反して、私が
醜聞を引き起こすほど極端なまで彼
女をひいきにすることを主張する私
のやり方は長い間私たちの関係が続
かなかったであろうということを意
味していた。私は誰の気分を害した
くはなかったが、しかしながら、彼
女に関して私は傷つけるべきではな
かった者たちの怒りを呼び起こし、
ついには彼女を失い、慰めもなく彼
女より長く生きるだけに終わった。
今や私が以前に提供したどんな見せ
物よりも嘆かわしい見世物である。
私の前世においてこのこと全てを私
にもたらしたどういったことを私が
したのかを知っていればよかったの
に。』
こうやって何度も自分の考えを述
べ、それをすると決して涙から遠ざ
かることはありません。」
とミョーブは目に涙をためて結論付
けるまで話し続けた。
「もうすでに遅いですし、あなたの
返事を陛下にお伝えせずに私は夜を
過ぎさせるべきではありません。」
そして宮殿に戻るために急いで準備
をした。

陛下も同じように判断していた。
「私は心の向くままに従って他人の
理性を乱すほど私の情念にひたって
いたのだが、今それは続かないし、
人にとって宿命的な戦いの一つであ
るということに気がづいた。どんな
に小さな無礼な言動をも誰にも与え
てこなかったと確信していた時、こ
うしてこの女性への愛のために避け
ることができていたであろう反感を
もただ引きつけていた。そして挙句
の果てに私はここで見捨てられ、反
応することができず、私の愚かさか
ら品のない見世物をしている。ああ、
もし私が前もって私の人生がどのよ
うなものかを知っていればなあ…。」
これがほとばしるように苦い涙を流
しながら陛下が終わり泣くくよくよ
と考えたことである。
このように尽きることなく時間が過
ぎていくので、使者はしゃくり上げ
泣きながら切り上げた。
「夜はもう更けていますし、過ぎ去っ
てしまう前に私はあなたのお返事を
お話ししなければなりません。」
と言い、大急ぎで出発しようとして
いた。

陛下は同じような判断した。
「自分のこころの好みに熱愛のおも
むくままにして、他の方を不満させ
るまでさえ、いまは思うと、維持で
きない有り様だと気づいて、結末の
凄まじい戦いだと分かる。人の気に
障ることなしにと思いながら、この
女性の愛のために不要な憎しみを浴
びて、結局先立たれて、反応できず
ままみっともない自分の愚かさを披
露するばかりです。生前はどのよう
な人生を送っただろう。」
と陛下は苦い涙を流しながら、絶え
間なく思う。
このように述べ尽くせないまま、使
いは泣きむせびながら最後に云っ
た。
「夜も更けて、終わる前にご返事を
奏しなければなりません」
と慌てて帰りの準備を始めた。

「陛下は同じように考えています。
『人々の驚きを引き起こすまで私の
分別のない感情に没頭して生きるこ
とは長い時間続かなかった。そして
私たちの運命は残酷であるというこ
とが分かる。私は人々の感情をまっ
たく、少しさえも害していないと思
うが、彼女のために不合理な憤りに
耐えなければならず、このように私
は彼女を失い、慰めのないままでい
る。最悪なのは、今私は思慮の足り
ないものだという評判だ。もう私の
前世について知りたいものだ。』
と泣きそうになりながら何度も言い
ました。」
全てを彼女に語るには至らなかっ
た。泣きながら付け足した。
「遅くなりましたし、今晩あなたの
返事を持っていきたいのです。」
そして急いで出発した。

 31 月が沈
む頃、命婦
の歌を受け
祖母君は惜
別の情を車
中の命婦に
伝える「月
は入り方
～」（1315
／一五④／
三二）

月は入り方の、空清う澄み
渡れるに、風いと涼しくな
りて、草むらの虫の声々も
よほし顔なるも、いとたち
離れにくき草のもとなり。　　
  鈴虫の声の限りを尽くして
も長き夜あかずふる涙かな
えも乗りやらず。
　　「いとどしく虫の音しげ
き浅茅生に露おきそふる雲
の上人
かことも聞こえつべくなん」
と、言はせたまふ。

雲のない空に素晴らしく輝いている
月が難破していた。草地の上を、風
の下で寒さに震えながら、実際のコ
ウロギが甲高い音を発していた。繰
り返す魅力的な音であった。その草
原から遠ざかることは痛みを伴うも
ので、若い女性は、出発したくなく、
詩を朗唱した。
   休みもなく、本当のコオロギの永
遠の声のように、夜が明けるまで、
私は泣いた。
そして老婦人は答えた。
　 千の虫の歌をまとった草の上に穏
やかに空の住人の涙のしずくが落ち
る。それなら宮廷の人は雲の上に住
む人たちです。

月は山の後ろに隠れ始めていた。空
気は水晶のように透明で、茂みの中
の虫の鳴き声はどんな陽気な人も涙
させていたであろう。ミョブは一つ
の詩と共に別れを告げた。別れの詩
で、それに祖母が別の詩で答えた。
  「秋の夜は全ての私の涙をこらえる
にはあまりに短い。どんなにコオロ
ギの鳴き声が沈黙を破ることに固執
しようとも。」
 「悲しいのはアシの間の虫の鳴き声
だけれども、もっと悲しいのはまだ
雲から落ちる露なのです。」

月は美しい明るさの空に傾き、風が
冷たくなり、草の間で泣いていたコ
オロギが彼らと一緒に泣くために彼
女を呼んだように思われた。苦しみ
が巣食う粗末な家を捨てることがも
う少しで彼女にはできなくなるほど
に。
ミョーブは車に乗るのに乗り気では
なく詩を引用した。
　 鈴のコオロギは疲れるまで泣くこ
とができる。しかし私の場合はそう
ではない。終わらない夜の間、私の
涙は止まることなく落ちるだろうか
ら。
老婦人は答えた。
「すぐにあなたを責めるでしょう。」

月は隠れようとしていて、澄み切っ
て清らかに明るく空で輝いていた。
そして一陣の風は涼しくなってい
た。草の間にはコオロギの甲高い声
が涙を誘っているようで、草が押し
寄せたこの住まいを離れることに心
を痛めた。
　　もし私が鈴虫の鳴き声と同様に
私の一番強いうめき声をもって精一
杯頑張らないといけないなら、秋の
夜は私の涙を止めるには十分ではな
いだろうに。
彼女は叫んだ、まだ車に乗ることも
できずに。
虫から不安げな甲高い声が上がる家
の葦の上に、雲の上の高貴な貴婦人
が悲しみ滴をこぼしています。
「私はあなたを責めたりしません
よ。」
と母は侍女にミョーブにそれを言う
ように頼んだ。

沈みかける月は空に済み輝き、風は
さわやかに吹いた。草の中の虫の声
は涙を誘うようで、彼女はこの草む
らに覆われた家を去ると悲しんでい
た。
　　鈴虫のように
　　いそしむなら
　　より高くむせび入って
　　鳴き声収まるまで　秋のよる程
の足りない
と、車に乗る決意揺れながら彼女は
声を上げた。　　
　　すみかの葦の上に
　　虫の
　　悲痛の声が立ちつつ
　　悲しく露をおく
　　雲の上の尊い方
「とがめることなく」
とその母親は女房に託してミョウブ
に云った。　

西に月が澄み切って透明な空を横
切っていた時、風が涼しくなって牧
草地の虫の声が悲しげに鳴ってい
た。後にするにはとても難しい草原
だった。
　名誉ある貴婦人はこの詩を作っ
た。
　コオロギが鈴のように声が無くな
るまで鳴く長い夜、私の涙を全て流
すためには十分ではない。
　車に上がることができずにいた。
母親もまた詩を作った。
　『雲の向こう側の人だ。虫の音で
いっぱいのやぶにさらにもっと露を
足しているのは。
　私をさらにもっと泣かしたことへ
の不平をあなたに表すことに応える
でしょう。』
と名誉ある貴婦人に言うように命じ
た。別れの大きな贈り物をする必要
がない状況でなかった。
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32 靫負命
婦の帰参に
際して、祖
母君は桐壺
更衣の形見
の装束等を
贈る「をか
しき御贈
～」（1358
／一五⑩／
三二）

をかしき御贈り物などある
べきをりにもあらねば、た
だかの御形見にとて、かか
る用もやと残したまへりけ
る御装束一領、御髪上げの
調度めく物添へたまふ。

それからその若い女性にベルト、く
し、その他の物などの皇帝の贈り物
を渡した。貴婦人が寝室に残した
もので今やすでに不要なもので、老
婦人は過去の思い出にと彼女に返し
た。

贈り物の機会ではないように思われ
たが、母は娘のものであった服、く
し、装飾品を皇帝に届けさせるため
に貴婦人に渡した。

素敵な別れの贈り物を交換するため
の時間はなく、貴婦人は娘の思い出
にとそのような機会のために取って
おいたいくつかの物をミョーブに渡
した。何着かの衣類と彼女の娘が髪
型を整えるのに使っていたいくつか
のアクセサリーだった。

心遣いの贈り物は場違いであったの
で、彼女は娘の小さな思い出のこの
ような機会のためにあつらえられた
衣装一式に加え、飾りピンと飾り櫛
の詰め合わせたものを送った。

贈り物をする所ではなかったが、彼
女は娘のちょっとした形見として、
このような機会のために用意した衣
服一揃い、そして櫛と留め針の詰め
合わせを送りました。

それゆえ簡素な贈り物を彼女にゆだ
ねることを考えて、このような機会
のために取っておいた彼女の亡き娘
の衣装の一式と髪飾りを加えた。

33 亡き更衣
の女房たち
は若君の参
内を促すも
祖母君は手
放し難く思
う「若き人々
～」（1378
／一五⑫／
三二）

若き人々悲しきことはさら
にもいはず、内裏わたりを
朝夕にならひて、いとさう
ざうしく、上の御ありさま
など思ひ出できこゆれば、
とく参りたまはむことを唆
しきこゆれど、かくいまい
ましき身の添ひたてまつら
んも、いと人聞き憂かるべ
し、また見たてまつらでし
ばしもあらんは、いと後ろ
めたう思ひきこえたまひて、
すがすがともえ参らせたて
まつりたまはぬなりけり。

子供に付き添っていた乳母たちは自
分の主人の死のためだけでなく、宮
殿の見せ物や日々の快楽を失くした
ことに心を痛め、すぐに宮殿に戻る
ことを嘆願した。しかし、老婦人は
彼女たちに付き添わないことを決心
していた。一方で、子供から離れれ
ば、日々もっと彼の事を心配するで
しょう。このためすぐに彼とすぐに
出発もせず、宮殿に彼を送りもしな
かった。

王子に付き添っていた女性たちはま
だ母親に泣きついていたが、宮廷で
の生活が恋しく思っていて、した
がって皇帝の誘いかけに従うように
主張した。全てがむなしかった。孫
を視界から失うことを考えると心が
痛んだが、老婦人は家に留まること
に決めた。

当然のことだが、彼女の娘に仕えて
いた名誉ある若い貴婦人たちは自分
たちの主人を失ったことに悲しんで
いたが、今や宮殿に慣れていたので、
それを懐かしく思い、陛下の思い出
ができるだけ早く息子がそこに移り
住むように熱烈に頼むように彼女た
ちを刺激したが、老婦人は彼女のよ
うな不運な誰かが彼に付き添うこと
を宮廷の人間は認めないだろうと確
信していた。そして、小さな子が視
界からいなくなる度にどれほどまで
に心配するかもまた分かっていたの
で、彼を行かせることに乗り気では
なかった。

宮廷から小さな王子と来ていた一番
若い侍女たちは女主人のことでいま
だ苦しんでいた。しかし宮廷での生
活の喜びを身につけた者たちはこの
ような住まいに住むことを嘆き悲し
んでいた。そして君主の思い出が自
分たちの願いとやんごとなきお方の
それを一つにさせた。だから王子が
皇居に戻るように助言した。祖母は
心配していた。というのも彼女の悲
痛な状態に関する人々の噂が乳児に
付き添えば広がるだろうと。しかし
一方で―少しの間であっても―子供
に会うことをやめなければならない
とすれば、心配で死んでしまうであ
ろうと。したがって心から喜んで彼
を宮殿に再び送ることを決めること
ができなかった。

朝廷から若い御子を伴にして来た若
い女房はまだ主のため悲しんでいた
が、朝廷での暮らしに慣れていた他
の女房は、このようなすみかで留ま
ると嘆いていた。陛下の記憶は上か
らの要望に自分の願いを加わるよう
に促されていた。その故に御子の宮
殿に帰るのを勧めました。祖母さま
は、小さい子をお供すれば自分の忌
み深いうわさは世間に広まるだろう
と悩みましたが、一方で、短い間で
も子供を見ることできなくなった
ら、心配で死にそうなので、また快
く宮殿へ送ることを決意しかねまし
た。

娘と一緒に宮廷で仕えていて今は母
親の家に戻ってきている若い貴婦人
たちは感じていた悲しみを何といえ
ばいいのかさえ分からなかったが、
昼も夜も宮殿で暮らすことに慣れて
いて、それが恋しくて、陛下の姿が
思い出されると、できるだけ早く王
子を送るように助言した。もし彼
女のような不運な人が彼女に加われ
ば、それは噂を再び浮き上がらせる
だろうと恐れていたが、彼に会うこ
とができないのはつらいだろうし、
彼を送ることはまったく決心するこ
とができなかった。

34 桐壺帝は
女房と語り
明かし長恨
歌の絵を見
ながら命婦
の帰参を待
つ「命婦は
～」（1420
／一六③／
三三）

命婦は、まだ大殿籠らせた
まはざりける、とあはれに
見たてまつる。御前の壺前
栽の、いとおもしろき盛り
なるを御覧ずるやうにて、
忍びやかに、心憎き限りの
女房四五人さぶらはせたま
ひて、御物語せさせたまふ
なりけり。このごろ、明け
暮れ御覧ずる長恨歌の御絵、
亭子院の描かせたまひて、
伊勢、貫之に詠ませたまへ
る、大和言の葉をも、唐土
の詩をも、ただその筋をぞ
枕言にせさせたまふ。

矢筒持ちの娘は皇帝がまだ起きてい
るのに気付いた。昼も夜も永遠の罪
の絵を調べる習慣を身につけてい
て、絵の文はテイジ・ノ・イン自身
の手で書かれており、イセとツラユ
キの詩がヤマトと海外の言葉で添え
られてあった。この詩の主題は彼の
おしゃべりの習慣的な動機となって
いた。

ミョブが宮殿に着いたとき、皇帝は
彼女を小さな庭で待っていた。そこ
には彼の部屋の前に植えさせてい
て、すでに秋の光栄ある色を誇って
いた。４あるいは５人の貴婦人で取
り巻きの最も慎み深く分別のある者
たちと話しながら楽しんでいた。彼
女たちと一緒にウダ皇帝が限りない
痛みの歌のために指示した挿絵を鑑
賞して、楊貴妃の物語についてイセ
とツラユキと何人かの中国の作家の
詩を読むのが好きだった。

ミョーブは陛下がまだ休むために退
出していないと分かり、うずくよう
に哀れみを感じた。中庭の植物はそ
の秋の輝きを誇示していて、それら
を鑑賞するという口実で、皇帝は彼
のもっとも魅力的な名誉ある貴婦人
たち４～５人の付き添いを頼んでい
て、今彼女たちと会話をしていた。
ここ数日は宇多皇帝によって担当さ
れた
「終わらない悲しみの歌」
の挿絵を、土着の言葉あるいは中国
語で書かれた他の詩のようにその話
題を扱う限りはイセとツラユキの詩
と共に研究するのに没頭していたの
で、いつも彼の会話はその話題の周
りをめぐっていた。

ミョーブの貴婦人は皇帝が彼女を待
ちながらまだ自身の部屋に引き上げ
ていないことが分かり興奮した。内
庭の植物のすばらしい豊かさを鑑賞
するという口実で、慎み深く彼はあ
まり気遣いをせずにお世話ができる
４～５人のお世話を要望され、彼女
たちとお話をされていた。
最近夜明けから日暮れまでじっと見
つめていた隠居された皇帝テイジが
実行させた “ 永遠の悲しみ ” に想起
された一枚の絵と、イセとツラユキ
に大和言葉でテイジが作らせた詩や
同じ題材についてのモロコシの詩。
それが会話の唯一の話題であった。

ミョウブの方は、その帰りを待って
いた帝はまだ寝間に下がっていない
ことを見て感動した。中庭の草花の
盛んに生い茂ることを愛でると託け
て、ひそかに、心遣いのよい四五人
の女房にお供されていて、話をして
いた。
最近、暁から日が暮れるまで眺めて
いたのは、亭子の院の命によって作
られた『長恨歌』を読まされた大和
の言葉の歌も、モロコシの詩のこと
も。此れは唯一の話の対象だった。

名誉ある貴婦人は陛下が休むために
まだ引き上げていないことを見つけ
ると動揺した。こっそりと内庭の植
物の華麗さをじっと見つめていて、
４あるいは５人の優雅な貴婦人にだ
け囲まれて、物語を語っているよう
な印象を与えていた。昼も夜も目の
前に元皇帝のテイジが描かせてイセ
とツラユキの詩を彫らせた終わら
ない苦しみの詩の挿絵があり、その
テーマについての日本語あるいは中
国語で書かれた詩についてじっくり
と話していた。
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35 帝は里
邸の様を命
婦から聞
き、とり乱
した祖母君
の返書に心
を遣う「い
と細やか
～」（1469
／一六⑧／
三三）

いと細やかにありさま問は
せたまふ。あはれなりつる
こと忍びやかに奏す。御返
り御覧ずれば、
「いともかしこきは、置き所
もはべらず。かかる仰せ言
につけても、かきくらす乱
り心地になん。
  あらき風ふせぎしかげの枯
れしより小萩がうへぞ静心
なき」
などやうに乱りがはしきを、
心をさめざりけるほど、と
御覧じゆるすべし。

しかし、使者に近づくと、我慢でき
ずに彼女の訪問の報告を要求した。
彼女は彼女が来た悲しい場所の内密
かつ忠実な描写の後に老婦人の手紙
を皇帝に渡した。
　『陛下のご厚意によるご命令を私
が伝えることができるよりも深い敬
意とともに受け取りました。しかし
内容が私の心を混乱と闇で満たして
います。』
　 この言葉とそれに添えられた強
い風から守る木を失った花に孫を例
えた詩はあまりにも無頓着に書かれ
ていたのでまだ痛みで震える手だけ
がそれらを許すことができるであろ
う。

「ミョブの語りを聞いた後、男性は
王子の祖母の手紙を取った。
  それは子供を保護していた木の保
護を暴風のせいで失った花にたとえ
た詩で終わっていた。このかわいそ
うな女性はとても奇妙な形で説明さ
れるのだと君主は思った。あの花を
守ることができない木は確かに彼自
身だったと理解したくなかった。

皇帝はミョーブに綿密に彼女の訪問
について尋ね、彼女は内々にどんな
に悲しかったかを語った。そして、
このように書いていた貴婦人の返事
を読んだ。
「陛下のお言葉に私はあまりに恐縮
しており、私はそのお言葉を受け取
るのにふさわしくありません。その
ような寛大なお気持ちを前にした混
乱が私を悩ませています。」
　無慈悲な風が枝を枯らした木がな
くなってから、私の心はハギの小さ
な葉のことでとても苦しんでいま
す。
手紙はこのような表現で続き、かな
りの動揺を映し出していたが、陛下
は女性がどんなにまだ影響を受けて
いる様子であるかを理解し、疑いな
く彼女を許していた。

彼はとても事細かにあちらの、田舎
の現状について質問をしてくださっ
た。そして、彼女は心を動かされた
出来事を内密に彼に語った。彼は書
面での返事に目をつけた。
「私は陛下が私に下さった名誉にと
ても心を動かされています。しかし
ながら、何を考えていいのか分から
ないのです。なぜなら、あなたの親
切な思いやりにもかかわらず、私の
意識は暗くかき乱されたままなので
す。」
　風から守っていた枝葉が無くなっ
てから、ハリエニシダの若芽の運命
は私の心を穏やかにさせません。
事態を奇妙な風にとらえていると皇
帝は思ったが、貴婦人はまだ心が傷
んだ様子であり、間違いなくそれゆ
えに寛大な目で彼女のぶしつけな疑
いについて考慮した。

親切に野原での有り様に付いて詳細
に尋ねた。彼女は、感動的な風景の
機密報告をした。彼は手紙に目を通
した。
 陛下の恩恵を受けて大変光栄と感じ
る。しかして、どう考えればよいか
分からない。ご親切に案じてくださ
るにも拘らず、私の心は暗闇に揺れ
続ける。
　　風から守る
　　枝葉は
　　欠けてから
　　萩の若芽の生先に
　　心慌ただしい
奇妙な捉え方と帝は思ったが、その
方の心はまだ傷ついていると考え
て、その無分別な疑いを寛大に受け
止めた。

事細かく王子の状態について質問を
した。個人的に名誉ある貴婦人は彼
に訪問がいかに感動的なものだった
かを語った。母親の返事を見た。母
親はこう言っていた…
　このような優しさをどのように受
けいれることができるか分かりませ
ん。あなたの優しい言葉が混乱した
暗い感情をもたらしたのです…
　台風の風から彼女を守る影は乾
き、その時から小さなハギのことを
考えて私の心は落ち着きがない
このようなやり方は不作法が含まれ
ていることがわかっていたが、許す
ことができなければならない混乱の
瞬間の産物だった。

36 悲嘆を
隠せない帝
は更衣入内
の頃を思い
出し祖母君
をも不憫に
思う「いと
かうしも
～」（1504
／一六⑫／
三四）

いとかうしも見えじ、とお
ぼししづむれど、さらにえ
忍びあへさせたまはず。御
覧じはじめし年月のことさ
へ、かき集めよろづにおぼ
し続けられて、時の間もお
ぼつかなかりしを、かくて
も月日は経にけり。あさま
しうおぼしめさる。
「故大納言の遺言あやまた
ず、宮仕への本意深くもの
したりし喜びは、かひある
さまにとこそ思ひわたりつ
れ、言ふかひなしや」
とうちのたまはせて、いと
あはれにおぼしやる。

皇帝は使者の前でこらえようとした
が、初めて貴婦人が彼のところに
行った時のことを思い出し、千の思
い出が彼を苦しめた。いくつかのも
のが別のものと一緒になり、跡も残
さず逃げてしまった時間と日々を呼
び覚ますような生まれた絶望にとら
われた。
そして、話した。
　「私は彼女の父である参事の嘆願
を好意的に聞くことを喜んでたくさ
ん夢見ていた。これは無に帰した。

「よろしい…したいことをすればい
い…」と深いため息とともに結論付
けた。

激しい感情を全く見せないと決心し
ていたが、気持ちを抑えるためにむ
なしくもがいていた。思い出の激流
が彼を愛する人に出会った日々に戻
しさえし、以前は彼女がどんなに短
い間いなくても不快に感じていたの
に、すでに彼女なしでどのくらいの
時間が過ごしているかを確認して驚
いた。
　「私は彼女が私に仕えた価値が
あったと彼女の母に考えてくれてい
てほしかったのに。今は亡き大参事
が死ぬ前にそうするように強く頼ん
だように。」と言った。「なんて残念
だ！」
と悲しく叫んだ。

例にない動揺した妙なまねを見せな
いことを決心し、平然として見える
ように努めたが、もうあまり気持ち
を抑えることができなかった。彼が
彼女に初めて会った時の思い出まで
が戻ってきた。何千回何千回と彼の
心をよぎった。したがって、彼女の
いないことが彼を不安のどん底に突
き落とした。このように月日が過ぎ
去っていったのにもかかわらず、彼
は現実を受け入れることができずに
いた。
「ずっと夫である大参謀への祖母の
確固たる献身を必ず賞賛したいとい
う願望を心に留めていたのだが、そ
のような希望は消えてしまいそう
だ。」
とやんごとなきお方はおっしゃっ
た。そしてその貴婦人の状態にひど
く心を痛めた。

尋常でない狼狽を見せないようと決
意して、沈着な態度を守ろうと努め
たがやりきれず。最初に見たときの
記憶までよみがえられて、千度も重
ねて心の中に回想して、今はいない
ということによって苦悩に陥って、
このように月日がたっても、まだそ
の事実を受け止めることはできな
い。
その祖母はご主人の大納言に対して
の固い献身態度を称揚する意向常に
あったが、その希望さえ消えるかも。
その方の状態に哀れみをかけた。

気持ちを抑えようとしたが全く隠す
ことができなかった。彼の思い出は、
初めて彼女にあった時の思い出でさ
えも積み重なって、止むことなくそ
れらを考えていた。生きていた時も
彼女がいない一瞬でさえも彼を苦し
めていて、あまりに多くの時間をす
でに過ごしていたことがどんなに信
じられないことだったか。

「大参事の死後の願いに逆らわず、
彼女を宮廷に仕えさせるという彼の
固い意志を達成したことで私に感謝
をしているだろうと思っていて、だ
からいつもそれをする価値があると
思っていたが、惨憺たる結果になっ
てしまったことを何と言えばいいの
かさえ分からない！」
と動揺して言った。



-137-

37 帝は若宮
の将来を約
束し、贈物
から長恨歌
の釵に思い
を重ねて歌
う「「かくて
も～」（1543
／一七③／
三四）

「かくても、おのづから、若
宮など生ひ出でたまはば、
さるべきついでもありなん。
命長くとこそ思ひ念ぜめ」
などのたまはす。
かの贈り物御覧ぜさす。亡
き人の住み処尋ね出でたり
けむしるしの釵ならましか
ばと思ほすも、いとかひな
し。
　　尋ねゆく幻もがなつて
にても魂のありかをそこと
知るべく

もし若い王子が生き長らえれば、ま
だ私はいくらか幸運を持っているで
あろう…この命が彼にとって長いも
のであるために、たくさん祈ること
が必要だ。
使者を介して老婦人が返した贈り物
を見つめた。
「ああ。」と叫んだ。
「物語の魔法使いのように、あなた
は彼女の魂が住む場所を訪問した証
拠であるカワセミの羽の使者だ！」
そして、朗唱した。
ああ、彼女を見つけてどんな対価を
払っても私に彼女の魂が住んでいる
場所を言うことができる魔法使いが
来てくれたらなあ。

「おそらくいつの日か、もし子供に
会いたければ…。」
それからミョブが彼に持ってきた贈
り物を調べ始めた。そして、中国の
皇帝に起きたように魔法使いが恋
人の住んでいる国から櫛を持ってく
るという不可能な願いを心から望ん
だ。絵巻に目が釘付けになり、つぶ
やいた。
「私の事を幸せにしたくて今私の恋
人の魂がどこにあるのかを知らせ
てくれる魔法使いはいないのだろう
か？」

「どうであっても、私の息子のため
に、彼がしかるべく育つために、何
かをすることができるはずだろう。
彼女は気にかけなければならない
し、彼に会うために生きなければな
らない。」
ミョーブは受け取った贈り物を見
せ、皇帝はどうかそれが愛する人が
あの世から送ったヘアピンであれば
いいのにと思った。しかし、ああ、
そうではなかった。こうつぶやいた。
　 おお、もし彼女を探しに行く魔
法使いを見つけることができたらな
あ。少なくとも遠くから知らせがあ
り、愛する人の魂がどこに行ったか
知ることができればなあ…。

「ならば、もし小さい王子が大きくな
れば、好機があるだろう。だから望
ましいのは彼女がその日まで待ちな
がら元気に生きながらえることだ。」
と言った。
ミョーブの貴婦人はしたがって君主
の面前に祖母の貴婦人の贈り物を差
し出した。ある魔法使いがかの中
国の皇帝へそうしたように失った愛
しい人が今住んでいる世界から櫛を
もってきたと想像してつぶやいた。
　 再び彼女を探しに行くためには、
黒魔術師が知ることができる最小限
のものであるのなら、住処は影がさ
まよう場所にあるのだろう。

ところで、小さい御子が成長してい
けば、絶好の機会があるだろう、そ
の日が訪れるまで期待して生き存え
てくれればと。あのような日はどう
待っていられるだろうと述べた。
ミョウブの方はその折に祖母の方の
贈り物を陛下に見せてあげた。あの
中国の皇帝のように、降霊師は愛
する失った人の今のすみかから櫛を
持ってこられる気がした。そして次
のようにささやいた、
　　降霊師であれば
　　彼女を求めるため
　　その影はさまよう
　　ところを
　　知るだけかな

「そうであっても、私自身は幼い王
子が成長した時に必要なことをする
機会がすでにあるだろう。孫が成功
するのを見るために何年も生きるよ
うに私は祈る。」名誉ある貴婦人は
彼に贈り物を見せた。
『もし彼女がいる場所で亡くなった
女性に出会ったしるしとして持っ
てきた髪のブローチであったらなあ
…。』
と陛下は思ったが、無駄だった。そ
してこの詩を作った。
　魔法使いが彼女を探しに行ってく
れればと私はすでに望んでいる。聞
き伝えであっても彼女の魂がある場
所がそこであるということを知るた
めに。

38 帝は玄
宗と楊貴
妃の物語か
ら、更衣と
の尽きぬ愛
情を恨めし
く思う「絵
に描ける
～」（1572
／一七⑦／
三五）

絵に描ける楊貴妃の容貌
は、いみじき絵師と言へど
も、筆限りありければ、い
と匂ひ少なし。太液の芙蓉、
未央の柳も、げにかよひた
りし容貌を、唐めいたるよ
そひは麗しうこそありけめ、
懐かしうらうたげなりしを
おぼし出づるに、花鳥の色
にも音にも、よそふべき方
ぞなき。朝夕の言ぐさに、
翼をならべ、枝をかはさむ
と契らせたまひしに、かな
はざりける命のほど、尽き
せず恨めしき。

楊貴妃の肖像画は、画家の才能にも
かかわらず、絵で描かれた作品以上
の物ではなく、生命のある香りを全
く放っていないからである。そして、
どんなに詩人が私たちに楊貴妃の優
美さは王家の湖の上にあるウスベニ
タチアオイのそれかあるいは未央宮
の柳のそれであるといっても、絵の
貴婦人は完全に中国人の顔をもった
いくらかの化粧とおしろい以上の物
ではないのだ。
貴婦人の声と姿のことを考えると、
皇帝は花の色や鳥の鳴き声にも可能
な比較を見つけなかった。運命が昼
も夜も会話の動機となっていた約束
を彼らに果たさせなかったことを絶
えず嘆いていた。
彼らの人生は同じルートを出発する
双子の鳥の飛行のようであり、一つ
の同じ幹から生えた２本の木のよう
である
という約束であった。

彼女の伝説的な美しさを荘厳な池の
ハスと永遠の宮殿の柳と比べていた
が、彼が失くした貴婦人を呼び覚ま
そうとすると、彼女の魅力に比較し
うる花や鳥の歌声は見つからなかっ
た。どのように毎晩お互いに彼らの
ために書かれているように思われた
限りない痛みの歌の詩の２行をお互
いに読み合ったかを覚えているだけ
だった。
『空では一つの同じ翼を分かち合う
２羽の鳥のように。地上では一つの
同じ枝を分かち合う２つの木のよう
に。』
単なる幻想に変わって終わってし
まったむなしい約束だ！

素晴らしい芸術家が楊貴妃の絵を
作ったのだが、それは筆が伝えるこ
とができた全てであって、彼の愛す
る人の肖像画は生の息吹に欠けてい
た。顔はタイエキ湖の睡蓮あるいは
ミオー宮殿の柳にとても似ていて、
疑いなく中国様式の驚くべき美しさ
であったが、彼が愛する人がどんな
に優しくて美しかったかを思い出し
たとき、花や鳥の歌声と彼女を比較
することはできなかった。

昼も夜も鳥のように飛ぶときは翼
を、あるいは木のように枝を分かち
合うことを彼女に請け負ったのだ
が、その後彼女は亡くなり、
約束から自由になった空虚さが彼を
終わらない悲しみでいっぱいにして
いる。

布の上に姿を見せているのは楊貴妃
の容貌で、大変才能を持ったある画
家の作品であっても、きらめきが
なく、したがって筆にも限界がある
ということだ。タイエキの睡蓮やビ
ヨーの柳に実際に似ていた。中国
好みに形作られた衣装はとても美し
かった。しかし、もう一人の女性の
優美や魅惑を覚えている彼にとって
は、そこには花や鳥が彼女の色彩や
歌を呼び起こさせるようなものは何
もなかった。朝も晩も、ほとんど口
癖のように、かの痛ましい詩歌で愛
する人を懐かしんでいた。
＜空には翼を分かち合う鳥のよう
に、地上では交錯する枝のある木の
ように＞。
再会することは願いであったが、彼
の人生の短さはそれを空虚な夢に変
えていた。

画布に映された楊貴妃ヨウキヒの容
貌は、とても腕のいい画家の作品で
あっても拘らず、筆に限りがあった
ため、輝きを欠けていた。確かに、
太液タイエキの蓮、未央ビヨウの柳
と似通っていた。中国の好みに合わ
せた服とても美しかった。けれども、
あの方の優美と魅力を思い出す彼に
とっては、花鳥そこにあるすべての
ものは、あの方の色と声を呼び起こ
すことができるものは何もなかっ
た。朝昼、繰り返し文句のように、
愛する人を寂しく思う時にあの痛ま
しい曲で云う：
「空には、羽を分ける鳥のように、地
上に枝をつなぐ木のように」
と。再合の約束はしたが、人生の短
さ故にむなしい夢になってしまっ
た。

" 挿絵の中では内縁の妻の楊の肉体
的な外見はある絵画の大家によっ
て描かれていたが、筆には限界があ
るのでそれほど美しくは見えなかっ
た。顔はタイエキの睡蓮の花とビ
オーの柳に似ていて、彼女の正式な
服装は美しく華麗に見えたが、熱望
とともに彼の深く愛された人を思い
出すと、花や鳥の色や音にさえ彼女
をたとえるどんな方法もなかった。
彼らの会話の中で、昼も夜も
『翼を一つにする、枝を交差させる』
と約束していたが、
『果てしない苦しみ』
のこの世の中ではそれを実現するこ
とはできなかった。
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39 帝の心を
踏みにじる
ように、弘
徽殿女御は
傍若無人な
遊び事に耽
る「風の音
～」（1615
／一七⑫／
三五）

風の音、虫の音につけて、
もののみ悲しうおぼさるる
に、弘徽殿には久しく上の
御局にも参上りたまはず、
月のおもしろきに、夜ふく
るまで遊びをぞしたまふな
る、いとすさまじう、もの
しと聞こしめす。このごろ
の御気色を見たてまつる上
人、女房などは、かたはら
いたしと聞きけり。いとお
したち、かどかどしき所も
のしたまふ御方にて、こと
にもあらずおぼし消ちて、
もてなしたまふなるべし。

一陣の風、虫の羽ばたき、あるいは
ささやきは彼を悲しみの最も深いと
ころに沈めるには十分であった。コ
キデンはすでにずっと前から彼の部
屋に入ることが許されていなかった
が今は月明りで夜がとても更けても
コトを弾きながら夜を明かしてい
た。そしてこれはこの上なく皇帝の
機嫌を損ねた。彼の取り巻きの貴婦
人たちや宮廷人たちは驚きまた悲嘆
に暮れた。しかし、このように彼の
気分を害していた貴婦人は尊厳の問
題をあたかも宮殿で何も重大なこと
が起きていなかったかのように生じ
させた。

一方で、虫のやかましい音と風のう
めき声は彼の痛みを刺激するだけで
あった。コキデンの部屋では同じこ
とは起きていなかった。月の夜はと
ても美しかったので、音楽を奏でる
ように命じた。しかし、皇帝は侮辱
されたと感じ、そのような状況にお
いては趣味の悪い考えのように思わ
れると知らせるように命じた。コキ
デンは横柄な性格だったので、気ま
ぐれと共に、ただ皇帝の痛みが少し
も彼女に影響を与えないことをただ
はっきりとさせようとした。

風の音とコオロギの歌は彼の憂鬱を
より深くするだけで、その間にコキ
デンの声が聞こえていた。長い間
夕暮れの後には彼の世話をしに行か
ず、もう夜が更けるまで楽器を奏
でて美しい月の最大限に利用してい
た。皇帝はその音楽が気に入らず、
止めてほしかった。名誉ある貴婦人
たちと個人的な集まりの紳士たちは
彼の精神状態を知っており、その音
楽が彼の聴覚に不快感を与えるとい
うことに気づいた。その背いた女性
は頑固で気難しく、あたかも何も起
こってないかのように振る舞うこと
を決めているように思えた。

風のうなり声、虫の秋の甲高い声、
全てが彼の苦しみを大きくしてい
た。しかし、コキデンの貴婦人の
部屋では事態はとても異なってい
た。皇帝の面前に姿を見せることを
やめて長い時が過ぎていた。月明か
りがとても美しく、夜遅くまで音楽
を楽しまない理由は見つからなかっ
た。皇帝はそんな時間にそれをする
ことの無礼さについて何かをつぶや
いた。そして彼の苦しみの証人だっ
た者たちはそれは不必要な侮辱であ
ると一致した。コキデンの貴婦人は
横柄で手におえない性格であったの
で、彼女の行動は君主の苦しみは大
したことはないと暗示していた。

風の叫び声、秋の虫の音はすべて悲
しみを増していた。しかしながら、
弘徽殿コキデンの方の部屋では状況
は違う。長い間、彼女は帝の前に出
ることはなかった。月の輝き美しい
時は、夜遅くまで音楽を楽しむ遠慮
するには理由はないと思った。帝は
こう遅くまで続くのは無礼云々だと
つぶやいた。その苦痛を目にする人
たちは、確かに無用な不正だと合意
した。コキデンの方は傲慢な扱いに
くい性格を持った人で、その振る舞
いは上の悲しみは大して重大事では
ないこと言わんばかりことだった。

" 風の物音と虫の音が悲しいことを
考えさせたが、しかしながら、月が
美しいときは、コキデンの別棟の夫
人は、長い間皇帝の次の間を訪れて
いなかったが、夜の入りまで音楽と
娯楽を提供していた。陛下はとても
不快に聞いていた。そして彼がして
いる表情を見ていた宮廷人や名誉あ
る貴婦人たちは最後には相容れない
気後れと共に聞いていた。彼女はと
ても執拗で残酷な人で、何事も起き
なかったかのようにふるまうことが
できた。

40 更衣の里
邸に思いを
馳せて悲し
み歌う帝は、
眠ることす
らできない
「月も入りぬ
～」（1660
／一八③／
三六）

月も入りぬ。
　　雲のうへも涙にくるる
秋の月いかですむらん浅茅
生の宿
　おぼしめしやりつつ、燈
火（ともしび）をかかげ尽
くして起きおはします。右
近の司の宿直奏の声聞こゆ
るは、丑になりぬるなるべ
し。人目をおぼして、夜の
御殿に入らせたまひても、
まどろませたまふことかた
し。

その時月が沈んだ。皇帝は若い女性
の母のことを事を考え始めた。
どのような心を持ってして彼女は秋
の月の沈むのを見るのだろう。茂み
に閉じ込められた家に住んでいる者
は。私たち人間は同じ雲の上で泣い
ている、月が消えた時は。
燭台のたいまつを活気づけさせて夕
べを延長した。警護の別棟から来る
いくつかの声を聞いて、そして牛の
時間であるということを知った。こ
の徹夜の間に彼を見つけられるのを
恐れて、部屋に引き上げたが、眠る
ことができず、夜明け前に起きた。

月が空から消え、ランプの油が最後
の一滴まで消費された。しかし皇帝
は寝ることができないように感じて
いて、愛する女性と息子が頭に浮か
べ、この詩を書いた。
『涙は月をも青ざめさせる。雲の上
でさえも。したがって池のイグサの
間に映った姿は青白いのだ。』
警備の交代の物音を聞いた。牛の時
間であった。最後には寝室に引きこ
もったが、一晩中眠らず、夜明け前
に起きた。

月が沈んだ。陛下はつぶやいた。
　 雲のもっと向こうに涙が暗闇の
ベールで秋の月を隠す時、どうした
ら下のみすぼらしい草の間に光があ
りうるだろうか？
彼はミョーブが少し前に別れた貴婦
人のことを考え、ランプの芯がなく
なるまで立ったままでいた。
牛の時間に違いなかった。なぜなら
皇帝は右の門の衛兵が当直に入るの
が聞こえたからだ。その時カーテン
に囲まれたベッドに引きこもり、そ
して眠ることができなかったけれど
も、注意を引きたくはなかった。

月はついに隠れた。
　 秋の月が見えない、ここ雲の上
でさえも。イグサに囲まれた場所に
住んでいる者たちがどうやって月を
はっきり見ることができようか。
皇帝は遅くに横になった。油の最後
の一滴までいき消えてしまったラン
プの灯心はすでにはちきれていた。
その間あの谷に残って住んでいる子
供と年老いた貴婦人について考えて
いた。
兵の交代を進めている右の帝国警護
隊からトノイモーシの儀式への呼び
出しが聞こえてきた。牛の回のそれ
であった。分別のない視線を恐れて、
彼は部屋に引きこもったが、そこで
は眠りにつくことができなかった。

　　終に月は隠れた。　　
　　雲の上にも
　　秋の月を見ず
　　葦に囲まれて
　　住む人たちは
　　澄んだ月をどう見られるだろう　
帝は遅く床に就いた。最後の油の一
滴まで次々消える灯の芯は尽きるよ
うになっていた。その間、あの谷に
残された子供と老いた方に悩んでい
た。
交代に急ぐ右の近衛のトノイモウシ
宿直奏しの儀式に呼びかけ声が聞こ
えていた。牛のときの巡回頃だった。
慎みのない目をさけて自分の部屋に
こもったが眠れず。

　雲のもっと向こうで涙に曇って秋
の月が見えない。どのように輝いて
いるのだろう？どのように生きてい
るのだろう？やぶの家の中で…

…陛下は愛情をもって考えていた。
目が覚めたままでいて、燃料が枯渇
するまでランプをつけたままにして
いた。右の小隊の皇帝の警護部隊の
長の声が警備の交代の間の数を知ら
せているのを聞き、それは牛の時間
になったことを示していた。体裁を
取り繕うことを考えて部屋に引き上
げたが、そうはいっても寝付くのは
難しかった。

40 更衣の里
邸に思いを
馳せて悲し
み歌う帝は、
眠ることす
らできない
「月も入りぬ
～」（1660
／一八③／
三六）

朝に起きさせたまふとても、
「明くるも知らで」
とおぼし出づるにも、なほ
朝政はおこたらせたまひぬ
べかめり。ものなどもきこ
しめさず。朝餉の気色ばか
りふれさせたまひて、大床
子の御膳などは、いと遥か
におぼしめしたれば、陪膳
にさぶらふ限りは、心苦し
き御気色を見たてまつり嘆
く。すべて、近うさぶらふ
限りは、男女、いとわりな
きわざかな、
と言ひ合はせつつ嘆く。

あのイセの詩のように。
その星が窓にあるのを知らなかっ
た。

朝の聴聞会の仕事にもほとんど注意
を払わず、からからに乾いた米をほ
とんど口にせず、大きな食卓の料
理には目もくれなかった。皇室の食
卓の召使たちは主人の不幸に心を痛
め、皆が、男性も女性も、低い声で
言い合った。
　「何のために彼に仕えているだろ
うか？」

朝食を口にせず、使用人が何を食べ
たいかを質問した時、大声で彼らに
言った。しかし家臣が全員彼に同情
しているわけではなかった。

日中になり起きる時間が来た時も、
昔は夜が明けたことさえも気づかな
かった
のを思い出し、再び審議会の朝の会
議が無駄になるところであった。
朝食を取るふりをするにとどめ、昼
食にはあまり関心を示さなかった。
彼がそのような状態であるのを見
て、彼の召使いが悲しむまでは。彼
のより身近にいた者たち、貴婦人た
ちも紳士たちも一様に、状況がどれ
だけ憂慮すべきものであるかを心配
してぶつぶつと言っていた

そして、朝になってもまだ起きてい
てあの詩
「よろい戸が開くかどうかを知らな
い」
が記憶に戻ってきた。国家の仕事や
食べることにさえも関心を持つこと
ができなかった。どうにか朝の軽食
にはさわったが、しぐさに過ぎず、
昼食は彼の好みからとてもかけ離れ
ているように思われたので、彼の召
使は不安な視線とささやきを交わし
ていた。

朝起きた時にあの句を思い出した：
「すだれは上げられるか知らないま
ま」と。
国政に関心を持たせることもなく
て、食べるさえできず。朝食を殆ど
手付かず、素振りにもならない程度
に留まって、昼食をとる気もほど遠
く感じられていた様子を見た側近は
互いに目配せしたり、心配な言葉を
ささやいたりした。

朝起きたが、彼女と一緒に夜明けを
無視したことを思い出して、朝の皇
帝の謁見を重視しないように思われ
た。何も食べず、朝食は触っている
ふりだけをして、昼食の間は彼の思
考はそこからとても遠くにあって、
だから彼に仕えていた全ての人たち
は彼の苦しんだ気持ちを嘆いた。最
も近くにいた人たちは、男性も女性
も同様に、互いに嘆き合って
「なんてひどいことなんだ！」
と言い合っていた。
　「これが彼の運命のように思われ
る。憤りや批判にも関わらず彼は
自制することができず彼女に分別を
失った。今でさえますます国の仕事
を重要視していないことは許される
ことではない。」嘆きながらぶつぶ
つと言い、他の皇帝の玄宗の例を引
用すらしていた。
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42 帝に奉
仕する者た
ちも政道放
棄を嘆き楊
貴妃の例ま
で引合いに
出る「さ
るべき契
～」（1731
／一八⑫／
三七）

「さるべき契りこそおはし
ましけめ、そこらの人の譏
り、恨みをも憚らせたまは
ず、この御ことにふれたる
ことをば、道理をも失はせ
たまひ、今はたかく世の中
のことをも、思ほし捨てた
るやうになりゆくは、いと
たいだいしきわざなり」と、
人の朝廷の例までひき出で、
ささめき嘆きけり。

何か馬鹿げた約束をしたように思わ
れた。
大衆の不満に全く注意を払わず、民
衆の必要なことよりもむしろ自分の
個人的なことに従事し続けていた。
国家の業務についての怠慢はかつて
と同じ非難の対象であり、ある国
の君主を再びほのめかされるように
なった。

彼の業の問題だと断じる人もいれ
ば、遠く中国で彼のようなある馬鹿
げた行動が国にとっての災難になっ
たことをまた再び思い出す人もい
た。

おそらく彼の運命は彼女を愛するも
のだったのだが、あまりに多くの人
たちの非難や怒りを気にとめず、あ
の女性のせいで通例の行動規範にも
従わず、そして今まさにしているよ
うに公務をそっちのけにしてさえい
るのがとても嘆かわしいと皆がささ
やき、この点に関して海の向こう側
の地で起きたある出来事に言及して
いた。

おそらく全ては前もって決められて
いたのであろうが、彼らの多くはキ
リツボの貴婦人に向けての恨みと憤
りに関する言葉を控えてはいなかっ
た。そしてまた事態が理にかなった
範疇を越えていて、そして当然彼の
義務をないがしろにすることは完全
に度が過ぎているのを許しているこ
とに対して不平を言っていた。
自身と国民の破滅を引き起こした中
国の皇帝の例に言及し、ひそひそと
嘆いているものもいた。

すべて前世から定められていたこと
だとしても、多くの人々は、キリツ
ボの方に対しての憎しみと恨みのた
め言葉を惜しまず。影でぶつぶつ言
うのもあって、そのため事情は程を
超えることとなって、事実、国政を
ないがしろするのはとても許しがた
い。
ひそひそしてぼやいて人もいて、自
分の御代と民の崩壊を引き起こした
中国の皇帝の例まで挙げていた。

「これが彼の運命のように思われる。
憤りや批判にも関わらず彼は自制す
ることができず彼女に分別を失っ
た。今でさえますます国の仕事を重
要視していないことは許されること
ではない。」
嘆きながらぶつぶつと言い、他の皇
帝の玄宗の例を引用すらしていた。

43 若宮参内
で不吉な予
感、弘徽殿
女御は息子
が四歳の春
に立坊し安
堵「月日経
て～」（1762
／一九②／
三七）

月日経て、若宮参りたまひ
ぬ。いとどこの世のものな
らず、清らにおよすけたま
へれば、いとゆゆしうおぼ
したり。
明くる年の春、坊定まりた
まふにも、いとひき越さま
ほしうおぼせど、御後見す
べき人もなく、また世のう
けひくまじきことなりけれ
ば、なかなかあやふくおぼ
し憚りて、色にも出ださせ
たまはずなりぬるを、
「さばかりおぼしたれど、限
りこそありけれ」
と、世人も聞こえ、女御も
御心おちゐたまひぬ。

月日が過ぎ、幼い王子が宮殿に到着
した。比類なき美しさの子供で、皇
帝を魅惑する美しさであった。次の
春には王位の継承者を宣言しなけれ
ばならず、君主は任命がこの子供の
ものになるように長子を拒否したい
誘惑を感じた。しかし、彼を取り囲
む人は誰もそういった選択に傾いて
おらず、民衆も疑いなくそれを許し
ていなかっただろう。彼を栄光で覆
うというよりは、彼の周りを多くの
危険で取り囲むような決断を結果と
して取ることになっていただろう。
こうして、皇帝はこの願望を隠して、
それで臣下の目から見るとよくなっ
た。こう言っていた。
「子供に熱心であるが、少なくとも
その狂気にも限界がある。」
宮殿の身分の高い貴婦人たちはより
満足していた。

数か月が経ち王子は宮殿に戻った。
あまりに美しい少年だったのでこの
世のものには見えなかった。これほ
どの美しさは必然的にはかないに違
いない。翌年の春に王座のための継
承者を任命する時が来たとき、皇帝
は長子を無視してゲンジを選ぶこと
に固執していた。ゲンジの家族があ
らゆる影響力に欠いていても。しか
し参事たちは取ろうと決心した決断
はとても危険であるということを彼
に分からせた。過度なひいきは彼の
母親を失ったのと同じように男の子
も失うことになりえた。皇帝は目下
沈黙を保つことを選び、宮廷は彼の
愛情は限界があると思った。疑い深
いコキデンでさえも静まった。

時が経ち、子供は宮殿で父親と再び
一緒になった。この世のものとは思
えないような気品のある物腰を身に
つけつつあり、これが陛下にある種
の恐れを抱かせていた。　その次の
春、陛下が皇太子を指名する際に、
彼の年長の息子を飛ばして幼い方を
ひいきにしたかったが、後者は支持
が足りず、どういった場合であれ一
般的に世間は決してそのような選出
を受け入れないだろうからと善意か
らその男の子をあきらめ、自分の願
望を公にはしなかった。
「そこまで行き過ぎることはありえ
ない、どんなに彼への愛情があって
も。」
と互いに口にしていた。コキデンの
夫人はほっとしていた。

月日が経ち幼い王子は宮殿に戻っ
た。高貴な若者になっており、物腰
はほとんどこの世から来た者とは思
えないほどであった。そういった理
由から皇帝は息子の将来を心配して
いた。
次の春、皇太子を任命する時が来た
とき、皇帝は熱烈に彼の長男を超え
て幼い方に味方をしたかったが、彼
には有力な母方の親族がいなかっ
た。反論なしに任命が受け入れられ
ることが実現できない様子だった。
その男の子は、母と同じように、君
主の節度のないひいきに挫折感を味
わっているようであった。皇帝は誰
にも自分の願望を明かさなかった。
人々は皇帝は幼い王子をあんなにも
かわいがるけれど、彼の愛情にも限
度があるだろうと不平を言ってい
た。そして、コキデンの貴婦人は落
ち着きを取り戻した。

月日がたって若い御子は宮殿に戻っ
た。気品のある少年になっていて、
この世の者ではないような眉目秀麗
だった。故に帝は子息の将来を案じ
られた。
次の春、太子を任命することになっ
た時、帝は長子を超えて若い子を立
てるのを強く望んでいたが、影響力
のある母方の親戚がいなくて、抵抗
なしで認定が承諾されると難しかっ
た。母親と同じように上の過剰な寵
愛によって少年も挫折に合うだろ
う。帝はその希望を抱えながら誰に
も打ち明けなかった。世の人々、
上は大変若い御子を甘えていたがそ
の感情に限りはあるだろう
とつぶやきあいした。コキデンの方
は冷静を取り戻した。

月日が過ぎた。幼い王子が宮廷に
戻ってきた。成長していてこの世で
は比類ないすばらしい美しさを持つ
ようになっていた。それは悪い心が
ねたみを感じるという恐怖を生み出
していた。
次の春の間、皇太子を任命する時に、
陛下は第一王子を無視したかった
が、彼に援助を与えることができる
人は誰もおらず、加えて社会もその
ようなことを容認しそうになく、そ
れで気後れしてそれをすることをや
めた。彼は真意を全く示さなかった
ので、人々は
『どのくらい彼がそれをしたいかは
重要ではなく、すべてに限度がある』
と言った。夫人は安心して一息つい
た。

44 祖母君
は期待も虚
しく潰え若
宮六歳の年
に無念さを
残したまま
死去「か
の御祖母
～」（1805
／一九⑥／
三七）

かの御祖母北の方、慰む方
なくおぼししづみて、おは
すらん所にだに尋ね行かん
と願ひたまひししるしにや、
つひに亡せたまひぬれば、
またこれを悲しびおぼすこ
と限りなし。御子六つにな
りたまふ年なれば、このた
びはおぼし知りて恋ひ泣き
たまふ。年ごろ馴れ睦びき
こえたまへるを、見たてま
つりおく悲しびをなむ、返
す返すのたまひける。

祖母は悲嘆に暮れて暮らしていた。
貴婦人の足跡に続きたくてたまら
ず、すぐに息を引き取った。皇帝は
また嘆き悲しんだ。子供はその時６
歳でその死が何を意味するかを理解
して長い間泣いた。しばしば、彼に
対して前の年にとても良くしていた
かわいそうな夫人の付き添いで見た
ものすべてについて話していた。

祖母は天が彼女の願いを聞き、彼女
を死なせるまで悲嘆にくれたまま
だった。その頃には既にゲンジは６
歳になっていて、彼女の死を悲しみ
惜しんだ。彼をとても愛してくれた
その哀れな女性を訪ねたときに見た
ものを思い出すのをやめなかった。

祖母に関しては、悲嘆にくれ続けて
いて、ただ娘と一緒になりたかった
が、陛下が非常に苦しんだことに、
間違いなくそれが最後には彼女が亡
くなった動機であった。子供はその
時６歳だった。今回は起きたことを
理解していて涙を流した。とても長
い間彼のそばにいた祖母は最後まで
何回も彼を見捨てることがどんなに
悲しいかと言っていた。

若者の祖母は打ちひしがれた様子
で、自分を慰める方法を見つけるこ
とができずにいた。ついには、彼女
の娘と一緒にいるための願いが聞き
入れられたため、最後の息を吐いた。
まだもう一度君主は悲嘆に苦しん
だ。若者はすでに６歳になって十分
に大きくなっていたのでその苦しみ
を自分で分かった。祖母は何年も彼
に親切にしていたので、彼を１人に
しなければならないことは何と大き
な痛みを彼女に引き起こすであろう
と何度も強調していた。

少年の祖母は慰める方法もなくて塞
ぎ込んでいた。最後に、多分娘と一
緒にいたいという願いは叶えられた
から息を引き取った。帝は今度また
悲しみを受けた。既に六歳に成って
いた少年は、自分で哀しさを知る程
の成長していた。長年に優しくして
くれた祖母さんは、一人をさせるの
を大変心が痛めると何度も言ってい
た。

祖母は亡くなった大参事の正妻だっ
たが、悲嘆に沈み、おそらく自分の
娘が行ってしまった場所を訪ねた
かったからだろうが、突然亡くなっ
た。そしてこのことが陛下に引き起
こした痛みは限度がなかった。王子
が６歳になった年でそれゆえ今回は
起こったことを理解して悲しみで泣
いた。彼の祖母は何度も彼を見捨て
ることはどれだけ彼女を悲しませる
かと言っていたが、何年もの間彼の
付き添いに慣れていたからだった。
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45 若宮七
歳の読書始
めの後は、
その聡明さ
と美貌に弘
徽殿女御も
感服「今
は内裏に
～」（1844
／一九⑪／
三八）

今は内裏にのみさぶらひた
まふ。七つになりたまへば、
読書始めなどせさせたまひ
て、世に知らず聡うかしこ
くおはすれば、あまり恐ろ
しきまで御覧ず。
「今は誰も誰もえ憎みたまは
じ。母君なくてだにらうた
うしたまへ」
とて、弘徽殿などにも渡ら
せたまふ御供には、やがて
御簾の内に入れたてまつり
たまふ。いみじき武士、仇、
敵なりとも、見てはうち笑
まれぬべきさまのしたまへ
れば、えさし放ちたまはず。

その時から宮殿で住んだ。６歳の時
に読むことを学んだ。学習に対する
彼の能力はあまりに非凡で父を驚か
せた。誰も彼に対して彼をいじめた
いという願望を持っていないと思っ
たので、皇帝は彼をコキデンと他の
貴婦人の部屋に送り、皆にこう言っ
た。　
　「彼の母が死んだので、君たちが
彼に優しくなるだろうと私は思わな
ければならない。」
このようにして子供は宮廷に入っ
た。
どんな粗野な兵士も、彼のどんな残
忍な敵も微笑みなしには彼の事を見
つめずにはいられなかった。コキデ
ンは彼を返さなかった。

宮廷に住んでいて、７歳になると中
国の古典の読書の儀式の主役を演じ
た。出席していた者たちは誰もそれ
ほど能力をもってしてそれをしたこ
とがないとはっきりと言った。皇帝
は再び驚いた。どのくらい長くあの
天才は地上に居続けるのだろうか？
ある日、一番目の配偶者の部屋に彼
を連れて行くことを決めた。母親の
いない孤児なのでその女性ももう彼
を憎む動機がないだろうと考えてい
た。
「彼に優しい態度を取ってくれるこ
とを望んでいる。」
とコキデンに言って、退出した。
戦士の中のどんな残忍な者あるいは
敵の中のどんなに無慈悲なもので
あっても王子を見ると笑顔になるの
をこらえることができなかっただろ
う。そしてコキデンもまた彼の魅力
に屈した。すぐに彼と一緒にいるこ
とがあまりに好きになったので彼を
行かせなかった。

その時から、子供は永続的に宮殿に
住んだ。７歳を迎えた時、陛下は彼
に最初の読書を行わせた。あまりに
も並はずれて素晴らしく行ったので
彼の父は率直に恐れを抱いた。
「今は君たちの誰もを不快に感じさ
せないのは疑いのないことだ。」
と宮廷人たちに言った。
「ついにはもう母親もいない。彼に
親切にしてくれるよう頼むよ。」
コキデンに彼を紹介した時、夫人は
自分の部屋のすだれの向こうに入れ
させ、去ってほしくなかった。なぜ
ならその男の子を見るとどんな猛々
しい戦士や、敵からでさえ笑みが引
き出されたかのようだったからだ。

彼は今や宮殿に住んでいた。７歳に
なった時に中国の古典の文章の儀礼
的な読書で証明した。このように聡
明で洞察力をもってしてなされたこ
とは以前までは決してなかった。そ
れで皇帝はぞっとして彼について思
案した。
　「誰も彼には腹を立てないだろう。
すでに母親からは解放されている。」
　皇帝は男の子を連れ、一緒にコキ
デンのあずまやに向かった。このよ
うにその私的な部屋に入ることを許
された。彼の顔はとても美しいので
どんなにいかめしい戦士もどんなに
頑固な敵も笑みを抑えることができ
なかった。コキデンの貴婦人は彼を
行かせたい様子はなかった。

彼は今宮廷で暮らしていた。七歳に
成ったときに、漢籍古典の正式読書
を果たした。曾てない明敏な賢い講
演だった。故に、帝は彼のことを考
えて恐れていた、
　母を亡くしているので、だれも彼
に怒ることはしないよう。
帝は少年を連れてコキデンの殿舎へ
向かって、このように、私室に迎え
られた。顔立ちは美しいこと、激し
い兵も頑固な敵も微笑みを禁じ得な
い程だった。コキデンの方は彼を帰
す気もしなかった。

今は一人で宮廷に仕えていた。７歳
になった時、陛下は人前での最初の
読書５２を準備して、かつて見た
ことがないほどの明敏さと巧みさを
もって行い、不安を生み出した。
　「今は誰も、しかし誰も、もしかす
ると彼を嫌いにならないだろう。母
親すらいない。お願いだから彼を愛
情をもって扱ってくれ。」
と陛下は貴婦人たちに言った。彼を
コキデンの別棟に連れて行きさえし
て、すぐに夫人はすだれを通して内
側に彼を通させた。５４彼を拒むこ
とができなかった。彼の外見は恐る
べき戦士や最悪の敵でさえも微笑ま
せるほどであった。

46 若宮は
二人の皇女
方より優雅
で学問や音
曲にも秀で
る超人さを
発揮「女
御子たち
～」（1904
／二〇②／
三九）

女御子たち二所、この御腹
におはしませど、なずらひ
たまふべきだにぞなかりけ
る。御方々も隠れたまはず、
今よりなまめかしう恥づか
しげにおはすれば、いとを
かしううちとけぬ遊びぐさ
に、誰も誰も思ひきこえた
まへり。
わざとの御学問はさるもの
にて、琴、笛の音にも雲居
を響かし、すべて言ひ続け
ば、ことごとしう、うたて
ぞなりぬべき人の御さまな
りける。

彼女は小さな王子ほどは確かに美し
くない二人の娘がいた。彼は宮殿の
貴婦人たちとも遊び、彼女たちは彼
の内気で優美な振る舞いの中に終わ
りのない喜びを見出していた。一方
で、彼の遊びを分かち合っていた人
たちは皆彼の中に本当の喜びを見つ
けていた。彼の勉学を介して、彼が
すぐに雲に向けてコトと笛の音を発
しているのを聞いた。しかし、もし
この小さい重要人物の全ての長所を
描写し続けたら、すぐに疲れてしま
うだろう。

２人の娘がいたが、美しさにおいて
彼とは比べることができなかった。
加えて、その若者は古典や全ての科
目を自分の手の届くところに修得し
ているだけでなくコトや笛を奏で
る技術においても正真正銘の名人で
あった。もし全ての各々の長所につ
いて注釈をつけたければ、読者は私
がだまそうとしている、あるいはへ
つらいに度が過ぎているという結論
に達するであろう。コキデンに付き
添っている貴婦人たちは彼を称賛し
て楽しませるために彼の周りにいつ
も座っていたものだった。たとえ若
い王子のものにはかなわないと知っ
ていても顔を見せることを恥ずかし
いとは思っていなかった。

彼女は皇帝に２人の娘を与えたが、
誰も遠くでさえも彼と比べることが
できなかった。また他の皇室の貴婦
人たちは誰も彼を避けなかった。な
ぜならすでにあまりにも心地よく気
品ある行儀作法を見せていたので、
魅力的かつ刺激的な遊び相手となっ
ていた。自然と正式な学業にも精を
出したが、天を弦楽器と横笛の音楽
で鳴り響かせた。実際、もし傑出し
ていること全てを表にしなければな
らないとすれば、馬鹿馬鹿しく思わ
せるようになるだけであろう。

彼女は２人の娘がいたが、誰もりり
しさにおいては比べることができな
かった。 貴婦人方や幼い女の子たち
が群がり、全く顔を見られることに
赤面もせず、彼の注意を弾くことに
皆熱心で、彼のはつらつとした優雅
さにうっとりしていた。
　義務的な学問の科目において幼い
王子の成果を話す必要はない。もし
音楽となれば、彼の笛とコトの音色
は空に響き、宮廷中の驚嘆を呼び起
こすのだが、全てこれらを数え上げ
れば、大げさに思えるだろう。

彼女には娘二人がいたが、美麗さで
誰一人も彼と匹敵できなかった。女
房と若い人たちは群がって、顔見ら
れるのを恥らで、その初々しい優美
さに夢中になって、皆彼を奉公に競
い合っていた。
御子の必修科目に功績を別に置い
て、音楽のことだったら、笛とコト
の音色は空にも響かせ、宮殿中に驚
きを招きながら、すべてを語ると誇
張が過ぎると思われる。

２人の王女を産んでいたが彼女たち
さえも彼と比べることはできなかっ
た。貴婦人たちも彼から逃げなかっ
た。彼の洗練されたさわやかさは貴
婦人たちを笑いものにさせるほど
で、そのためこの愛らしくおろそか
にできない遊びのお供は全ての女性
の気を失わせた。
　期待されていたように、中国語の
古典の勉学においても輝き、また彼
のハープと笛の音は雲を鳴り響か
せ、もし全ての彼の長所を語り続け
れば、不快な方法で誇張した人のよ
うに思われて終わるだろうに。
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47 高麗の相
人は鴻臚館
で右大弁の
子として来
た若宮を観
て不思議が
る「そのこ
ろ～」（1955
／二〇⑥／
三九）

そのころ、高麗人の参れる
中に、かしこき相人ありけ
るを聞こしめして、宮の内
に召さんことは、宇多の帝
の御誡あれば、いみじう忍
びて、この御子を鴻臚館に
つかはしたり。御後見だち
て仕うまつる右大弁の子の
やうに思はせて率てたてま
つるに、相人驚きて、あま
たたび傾きあやしぶ。
「国の親となりて、帝王の上
なき位にのぼるべき相おは
します人の、そなたにて見
れば、乱れ憂ふることやあ
らむ。朝廷の固めとなりて、
天下を輔くる方にて見れば、
またその相違ふべし」
と言ふ。

その時代、宮廷にはある韓国人の一
団が姿を現し、その中には有名な占
い師がいた。皇帝は皇帝ウダ１８に
よって公布されたある法律の結果と
して、彼らを宮殿で手厚くもてなさ
なかった。法律によってすべての外
国人に宮殿へ近づくことが禁じられ
ていた。しかし、大きな機密で取り
囲まれて、王子を旅行者たちの部屋
に送り、右の秘書が付き添った。秘
書は子供を自分の息子のように紹介
をしなければならなかった。子供の
外見全てが表す特徴が占い師を驚か
せた。彼の頭の動きが並外れた驚き
を明示していた。
「彼は国家の父になることができる
人の全ての特徴を持っている。」
と言った。
「これがもし彼の運命であれば、国
の全能の王や皇帝とは違った他の高
位の人にはたどり着かないだろう。
しかし、さらに彼を詳細に調べると、
彼の王国はただ臣下たちに災難と悲
しみをもたらすだけだと分かりま
す。もし国家の偉大な人物になるこ
とができれば、前兆は幸運にもそれ
には応じないことが分かります。私
が前に話した王家の特徴に挑むこと
になるでしょう。

ある日首都に朝鮮の外交使節団が
やってきた。皇帝が団員の中に著名
な人相学者がいることを知った時、
彼に相談をしたかったが、ウダ皇帝
のある法令が王宮に外国人を受け入
れることを禁じていたので、朝鮮の
特使が宿泊していた街の南の別棟に
息子を送った。彼にはある主要な宮
廷人、つまり身分の高い調整役の息
子として紹介させた。学識豊かな韓
国人は感嘆でいっぱいに注意深く彼
を調べ、低い声で自分自身と話して
いるかのように低い声で言った。
「一番高いところにたどり着き、国
の父になるために選ばれた人の顔を
持っている。しかし、これが起きる
ようだと、終わりのない不幸のもと
となるだろう。一方、彼には大臣の
顔だちが見当たらないが…。」

その頃陛下はコマからのある使節団
の一員の中に人相学の専門家がいる
と知り、宮殿に顔を出すように要求
することはウダ皇帝の厳粛な訓戒に
反するので、秘密裏に息子をコーロ
カンに送った。右の大執事がそこに
彼を連れて行くことを担当し、息子
として紹介した。
驚いた人相学者は困惑でいっぱいで
何度も頷いて同意した。
　「民衆の父となり、君主の至高の卓
越に達するように運命づけられてい
る者のしるしを示しています。」と
明らかにした。「しかしそのような
運命は混乱や苦しみを引き起こすの
でないかと心配しています。しかし
ながら、彼を宮廷の未来の支柱、そ
して王国全てを守護する者として見
ると、今一度ある種の不均衡がある
ように思われます。」

ある使節がコマの王国からやってき
た。使者の中に熟練した人相学者が
いると分かると、皇帝は彼を相談す
るために面前に呼び出したかった。
しかしながら、よそ者を受け入れな
いという故テイジインの決定を尊重
することを決め、代わりに内密に彼
のひいきの幼い子供を使節が宿泊し
ているコーロの邸宅に遣わした。そ
の男の子は宮廷での家庭教師の右の
大副署者の息子に変装してそこに
行った。その博識な韓国人はびっく
りして数回頭を傾け、当惑したまま
だった。
　「彼の人相によると国の父になる
ように運命づけられているようで
す。そしてこの運命を持っているの
ならば帝国の最高位に登るまで止ま
らないでしょう。しかし、この点を
改めてじっくり見ると、おそらく混
乱や災難が起きると予想します。し
かし、国家のすばらしい役人で帝国
の相談役になるとすれば、別の様相
を持っているでしょうし、帝国の相
談役のようなものでは終わらないで
しょう。」
と言った。

コマ高麗の王国から大使団がやって
きた。その中に優れた人相家がある
と知った時、帝は彼を召して相談し
ようとした。けれども、亡くなった
テイジインの外国の人を招致しない
ことの決定を従うべきに決めた。そ
の代わりに、秘かに寵愛した若い子
を大使団が泊まっていたコウロの屋
敷に送った。その子を装って、宮廷
での守役の右大弁に付き添われて、
少年はあそこに赴いた。韓国の賢人
は途方に暮れて、何度も首を傾げて、
当惑した。
「その容貌から見れば国の父に成る
という運命にあるが、その宿命が果
たすならば国政の最高級に上り就く
まで働き止まないだろう。が、再度
考慮すると混乱と天変地異が起ると
予想できる。しかし、国家の上級官
僚と国政の補佐と成ったら、また別
の局面が生じて、最終的に並の国政
の補佐として終わらないだろう。」
と断定した。

その時代に陛下は朝鮮から外交官と
して来ていた人たちの中に著名な人
相学者がいると聞き、王子を外交
官の宿舎に秘密で送った。なぜなら
皇帝ウダは宮殿に外国人を招くこ
とに反対であるという考えを述べて
いたからだ。彼を右の政府の大書記
官６１が連れて行き、自分自身の息
子として紹介したが、人相学者は不
思議がり不信に思い何度も首を傾け
た。
　「王国の父になりこの上ない位、つ
まり君臨する皇帝のそれに達するで
あろう人の顔立ちをしています。し
かしながら、彼を見ると同時に悲劇
を引き起こさないだろうかと自問し
ます。彼の中に宮廷の柱と地の守護
者として仕える誰かが見えます。し
かし彼の顔立ちは何か不思議なもの
をもっているように見えます…」
と言った。

48 博識の
右大弁と高
麗人が漢詩
を作り交わ
し若宮も興
深い詩句を
作る「弁
も、いと
～」（2019
／二〇⑬／
四〇）

弁も、いと才かしこき博士
にて、言ひ交したることど
もなん、いと興ありける。
文など作りかはして、今日
明日帰り去りなんとするに、
かくありがたき人に対面し
たる喜び、かへりては悲し
かるべき心ばへを、おもし
ろく作りたるに、皇子もい
とあはれなる句を作りたま
へるを、限りなうめでたて
まつりて、いみじき贈り物
どもを捧げたてまつる。朝
廷よりも多くの物たまはす。
おのづからことひろごりて、
漏らさせたまはねど、春宮
の祖父大臣など、いかなる
ことにかとおぼし疑ひてな
むありける。

秘書は並外れた学識を持ち合わせた
男性で、その占い師と興味深い会話
をもった。随筆や詩を交わし、その
魔術師は小さなスピーチをした。
　「私にとって、出発の前夜にあな
たがたのところでこれだけの学識を
持った人を見つけたのは本当に喜び
でした。あなたたちと別れる悲しみ
と合わせて、私はこの日から一番優
しい思い出の使者となるでしょう。」
幼い王子は彼にすてきな詩を贈り、
それは彼にとって際限ない感嘆に値
し、そしてたくさんの貴重な贈り物
を受け取った。皇帝はその外国人に
報いたくて皇室の宝から取った高価
な褒美を贈った。このことは全て最
も厳格な秘密の中にとどまったが、
推定上の王座の継承者の祖母である
右大臣とその支持者たちがその事実
を知り、何かを疑った。

君主はその話が秘密に保たれるよう
に努めたが、何かがそれについて漏
れた。右大臣のコキデンの父で長子
の祖父は朝鮮人の人相学者の判断を
知っており、彼の当然の心配は増し
た。

執事は深い教養のある人で、その訪
問者との会話はとても興味深いもの
であった。詩を交換し、人相学者が
すぐに行かなければならない中でと
ても良い詩を書いた。詩の中で彼は
このような並外れた男の子に会えた
喜びを、別れる悲しみと一緒に表し
た。子供は、一方で、いくつかの感
動的な詩を作り、訪問者は彼に素晴
らしい贈り物をする前に遠回しに言
うことなく賞賛した。また人相学者
は陛下からもたくさんの贈り物を受
け取った。このような場合に起きる
ように、この面会の知らせは伝わり、
陛下がそれについて決して言及しな
かったにもかかわらず、皇太子の祖
父である右大臣は疑り深くそれが何
を意味するのだろうかと自問した。

大副署者は鋭敏で才能に恵まれたも
のであったが、預言者ととても興味
深い会話を始めた。中国語で詩を交
換し、のちにその外国人は短い話を
始めた。
　「国に帰る前の晩にこのような珍
しい特性を持つ誰かと知り合えたこ
とはものすごい喜びでした。出発は
残念ですが、私の訪問で一番すてき
な印象を持ち帰らなければならない
でしょう。」
使節は幼い王子に美しい詩と贈り物
を贈った。その帝国の役員はまた熟
練した人相学者にたくさんの贈り
物で報いた。この出来事は詳細こそ
明かされなかったが宮殿中に広がっ
た。とりわえ、右大臣である皇太子
の祖父は疑い深くその全てが何を意
味するのかを自問していた。

右大弁は賢明な才能のある人であっ
て、占い師と興味深い話をし始めた。
漢詩を交わしてから、外国の方は短
い談話をした。
　　国へ帰る前日に、かくのような
希な性質が備われた方と面会するこ
とができて、大変光栄です。分かれ
るのは惜しむが訪問して得た素晴ら
しい感動をもって帰るのは嬉しいで
す。
順にその代わり若い御子に綺麗な詩
と進物を差し上げた。帝の官人も優
れた相人に多くの贈り物をした。こ
の出来事は宮殿中に知れ渡ったが、
詳細な事情は遠慮された。そのうち、
皇太子の祖父であった右大臣は疑っ
て、このことの意味に途方に暮れて
いた。

政府の秘書官は際立った才能をもっ
た学士院会員であり、交わした言葉
はとても興味深いものだった。彼ら
は中国語で詩を作り、人相学者が出
発しようとしたとき―その日あるい
は次の日―王子のようなとても特別
な人と会談できた喜びと別れるとき
に当然感じる悲しさについての魅力
的な詩を作った。王子もまたとても
感動的な韻文を作った。人相学者は
それをとてもほめたたえて、彼に素
晴らしい別れの贈り物をした。また
宮廷からも人相学者にたくさんの贈
り物を送った。陛下が予言について
の知らせを漏らさせなかったのにも
かかわらず、自然にその話題は流布
し、右大臣である皇太子の祖父はど
のような結果をもたらすかについて
疑念をもって思い悩んだ。
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49 帝は若
宮を臣籍降
下させ朝廷
の補佐役に
と決めると
学問に励ま
せる「帝、
かしこき
～」（2075
／二一⑤／
四〇）

帝、かしこき御心に、倭相
を仰せておぼしよりにける
筋なれば、今までこの君を
親王にもなさせたまはざり
けるを、相人はまことにか
しこかりけりとおぼして、
無品親王の外戚の寄せなき
にてはただよはさじ、我が
御世もいと定めなきを、た
だ人にて朝廷の御後見をす
るなん、行く先も頼もしげ
なめることとおぼし定めて、
いよいよ道々の才を習はさ
せたまふ。

すぐに皇帝は何人かの自分の国の占
い師を何人か呼ばせて、彼らを試し
た。彼自身が観察することができ
たある特徴のために子供を王族の位
のために教育することを控えていた
ことを彼らに説明した。全員が声を
そろえて彼が慎重に振舞っていたと
言って、皇帝はそして子供を王家の
地位や母方の援助のない王子として
世間に紹介することを決心した。こ
う熟考していた。
「私の力は不確かだ。私の代わりに
国の高官を監視した方が良い。」
このように子供の将来を最善に決め
ることを考えて、真剣に彼の教育に
従事して、子供に知識と芸術のあら
ゆる分野で完全にさせた。

しかし皇帝はすでに日本人の占い師
にも息子の人相の顔立ちを調べさせ
ていて、韓国のそれはただ彼らに同
意をするだけであった。確認し終え
るために、インドの人相学者を呼ば
せて、全てにおいて他の者と一致し
た。最後には父は決心した。母方の
後見人が子供にはいないので、明ら
かな後継者に彼を指名することは彼
を不必要な危険にさらすことを意味
していただろう。なぜなら君主はど
のくらい長く自分の治世が続くか分
からなかったからだ。一方、少年は
位の高い宮廷人そして役人として国
に尊い奉仕をすることができた。目
下、学問を根気よく続けるように彼
を励ますことに留めた。

人相学者によって行われた解釈は日
本で実践されていたように人相学の
技術を習熟していたおかげで彼自身
が行い、それによって息子を王子に
指名するのを控えていた彼の解釈と
一致していたのでとても感銘を受け
た。それゆえ、男の子を位階と母方
の親戚の誰の支えもない王子として
成り行きにゆだねるよりは、平民と
して王国に仕えさせることを許した
方が彼にとってより有望な未来（あ
らゆることが起きた後で自分自身の
治世も短いであろう）を保証できる
だろうと決心した。そういった目的
で何よりも勤勉に学問に精を出させ
た。

皇帝は用心深く、ヤマトの占い師の
担当で新たな証明をするよう命じた
が、診断は同じ結論に至った。その
時までシンノーの位を幼い殿に与え
るのを控えていた。この布告によっ
てい合意した。外戚の支えがなく、
決まった位もないまま子供の王子を
世に放っておくのはふさわしくない
と。それなら、
「私自身の力は不安定なものだ。最
善なのは私の名において貴族政治の
外で国家の重要な役人たちを見張る
ように彼を配属することだろう。」
と考えていた。このように穏やかに
若者の未来に備えたと考えながら、
彼の教育を監視することにひどく固
執をして、なぜ芸術や学問の科目の
一つ一つで完璧なのかを気にしてい
た。

帝は慎重な態度故に、ヤマト大和の
相人に新調査をさせて、明確にこの
調べも同じ結果を出した。その時ま
で幼い君にシンノウ親王と言う称号
を与えなかった。この決定に同意し
て、外戚の後見なくて特定の位を与
えられずまま小さい御子をこの世に
残すのは避けるべきだと思う人々が
たくさんいた。その思惑は、
「自分の権威は確実でない。最善な
のは、自分の代わりに、貴族でない
国の大官人を管理する担当者をさせ
ること」
と考えた。このように、少年の将来
は穏やかに片付けると思いながら、
その教育の管理に積極的に取り組ん
で、それぞれの芸と知の道での腕を
磨けるように配慮した。

皇帝は聡明で、すでにある日本人の
人相学者に相談していてよく知って
いて、そのため今は王座継承の皇室
の王子として王子を言明していてお
らず、朝鮮の人相学者が聡明であっ
たと考え、位のない王子にする不確
実さに彼をさらすことも望んでいな
かった。母方の親族の援助が足りて
いなかったのだ。彼自身の治世の運
命はとても不確かだった。そのため
一番確かなのは将来的に平民の臣下
として宮廷を支えてもらうことだろ
うと決め、様々な技能を育てさせた。

50 帝は宿曜
道の判断も
参考に、若
宮を皇位継
承権のない
源氏にと決
断「際こと
に～」（2120
／二一⑩／
四一）

際ことにかしこくて、ただ
人にはいとあたらしけれど、
親王となりたまひなば、世
の疑ひ負ひたまひぬべくも
のしたまへば、宿曜のかし
こき道の人に勘へさせたま
ふにも、同じさまに申せば、
源氏になしたてまつるべく
おぼしおきてたり。

その中で子供はあまりに天分を示し
たので本当に彼に貴族の位を何も授
けないことは痛ましかったが、皇
帝は彼を王子にしたいという願望を
持って、天体の影響と月相の研究と
知識において最も精通した賢人に相
談し、全員がもっぱら彼にミナモト
つまりゲンの一族の一員に任命する
ように勧めた。そして、そのように
なされた。

学問においてはいつも彼の仲間たち
よりもずっと上で際立っていた。王
子はこうしてただの高い位の宮廷人
になり、そしてミナモトあるいはゲ
ンジと呼ばれるであろう。

彼の才能を考慮すると臣下にするの
は残念であったが、王子としては不
信の標的になるだろう。だからある
著名な占星学者に相談してこの予言
が確たるものになった時、陛下は彼
をゲンジにすることに決めた。

その男の子は勤勉な様子を見せたの
で並みの者の最低限の位に甘んじさ
せることは無駄なように思えるほど
だった。しかしながら、王子は彼が
皇帝になることを恐れる動機を持っ
ている者たちの敵意を生み出しうる
のであった。したがって、天体の運
行と月の位相に精通した卜占官を呼
び出し、卜占官はあの他国の熟練の
人相学者と同じことを強調した。そ
の時やんごとなきお方は自分の男の
子にミナモトの一族、ゲンジを与え
た。

少年は精励して、並の臣下に下すは
もったいなく思う程だった。しかし、
親王として、帝に即位するようにな
るのを恐れていた人々の敵意を招き
かねないことである。天体の運行と
月の満ち欠けを知り尽くした占い師
を召して、結果はあの優れた外国の
相人が示した点と同じことだった。
それに、上は我が子にミナモト源或
はゲンジの氏族を与えた。

彼はとても頭がよく平民にするのは
残念だったが、もし皇太子になれば
疑いなく世の不信を被ることにな
るだろう。なので人相学者たちと同
じように意見を述べた占星学の大家
に相談した後に、ふさわしいのは彼
をゲンジと名付けることだと決心し
た。

51 更衣が
忘れられ
ず世を疎ま
しく思う帝
に、先帝の
四の宮の噂
が届く「年
月にそへ
～」（2147
／二一⑬／
四一）

年月にそへて、御息所の御
ことをおぼし忘るるをりな
し。慰むやとさるべき人々
（大島本「人々を」）参らせ
たまへど、なずらひにおぼ
さるるだにいとかたき世か
な、と疎ましうのみよろづ
におぼしなりぬるに、先帝
の四の宮の、御容貌すぐれ
たまへる聞こえ高くおはし
ます。

年月が経ち、皇帝は貴婦人の事を忘
れていなかった。誰かが彼にとって
心地良いであろうという希望を持っ
て宮殿にたくさんの女性が送られた
が、皇帝は彼女たちを避けた。なぜ
なら全世界がすでに存在していない
人と同じ女性を彼に与えることがで
きないことを知っていたからだ。
この時、ある評判の高い美しさの女
性がまた存在していた。先代の皇帝
の４番目の娘であった

年月が経ち、皇帝は彼の深い愛の喪
失を受け入れることができないまま
でいた。彼を慰めるために貴婦人に
取り囲まれていたが、ゲンジの不運
な母に匹敵する他の女性が世界に存
在すると主張することは狂気じみた
ことのように思われ、男性は何にも
関心を持たず思い出に沈んで人生を
過ごしていた。ある日彼に第四王女
について話された。

陛下が失った避難場所を忘れないま
ま月日が過ぎていた。様々な可能性
のある候補を招集した後、彼女のよ
うな他の女性にはこの世では決して
再び会えないだろうというつらい結
論に達した。しかし、その時職員の
ある貴婦人が彼に他の可能性につい
て話した。先代皇帝の４番目の子供
の女の子で、その美しさで知られて
おり、

年月が過ぎたが、皇帝はキリツボの
貴婦人の事を忘れることができずに
いた。慰めを与えることができるよ
うな様々な貴婦人を宮殿に呼ばせた
が、明らかに僧侶になりたいところ
まで彼を疲れさせ、そしてこの世に
は彼女に似た者が他にいないことに
絶望した。その頃、第四王女の資質
が賞賛され始めた。

年月が経っても帝はキリツボの方を
忘れることできなかった。気が慰め
るようなお方を何人も宮殿に召し
たが、明らかにあらゆることで心は
曇っていて、この世にあの方と似て
いる人がいないということで出家も
しそうな気になっていた。そのころ、
寡婦の皇太后の母に立派に育てられ
た美貌の誉れ高い先帝の四ノ宮の美
点が称讃の的になり始めた。

月日が過ぎ、一瞬たりとも彼の安ら
ぎの貴婦人のことを考えることをや
めなかった。慰めを探して適切だと
思われる様々な人を呼ばせたが、彼
女に似ている誰かを見つけることは
難しかったので、この世は彼にとっ
て全く不快なものに思えるに至っ
た。しかしながら、先代皇帝の第４
王女はその美しさで有名で
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52 典侍は
先帝の四の
宮を亡き更
衣に生き写
しだと奏上
し帝の気を
引く「母后
世になく
～」（2173
／二二②／
四一）

母后世になくかしづききこ
えたまふを、上にさぶらふ
典侍は、先帝の御時の人に
て、かの宮にも親しう参り
馴れたりければ、いはけな
くおはしましし時より見た
てまつり、今もほの見たて
まつりて、
「亡せたまひにし御息所の御
容貌に似たまへる人を、三
代の宮仕へに伝はりぬるに、
え見たてまつりつけぬを、
后の宮の姫宮こそ、いとよ
うおぼえて生ひ出でさせた
まへりけれ。ありがたき御
容貌人になん」
と奏しけるに、まことにや
と御心とまりて、ねむごろ
に聞こえさせたまひけり。

彼女の母である皇太后は丹念に彼女
を育てたと言われていた。先代の皇
帝の家のある貴婦人が内輪で未だ
にその幼い女の子と付き合いを続け
ていて、幼児期から彼女の事を知っ
ており、彼女に会う機会がいくらか
あったのだ。
　「私は三つの宮廷で仕えてきまし
た。」とこの婦人は言った。
「そしてこの全ての時の間中キリツ
ボに似た人を誰も見つけられません
でした。もしそれが皇太后の娘でな
ければ。確かに、彼女は類まれに美
しいです。」
皇帝にこのように話し、皇帝は注意
深く彼女の話を聞き、真実はどこに
あるのだろうと自問した。

亡くなった皇帝の娘で、類まれなる
美しさと母親である隠居した皇后に
よって際限ない配慮をして教育され
たことで有名な貴婦人であった。君
主に仕えているある宮廷の侍女が王
女がまだ女の子だった先代の時代に
彼女にとても縁があって、時々彼女
に会いに行っていた。
「私は３人の皇帝の治世の間宮廷で
生きてきました。」と彼に言った。
「まだ亡くなった貴婦人に張り合う
ことができる人を見たことがありま
せん。しかし、皇后の娘が女性になっ
た今、確かなことは彼女に大変似て
いるということです。長所において
彼女に勝る女性を私は誰も知りませ
ん。」
あまりに主張したので君主は結局王
女を宮廷に送るように頼んだ。

皇后である母によって細心の注意を
払って育てられた。貴婦人はその皇
帝に任務を負っていてその若い女
性の母のとても近くに仕え、そのた
め幼少期よりその女の子を知ってい
た。実際、今でさえ彼女に時々会っ
ていた。
「私は宮廷で３つの治世の間お仕え
してきました。」と彼にその貴婦人
は言った。
「その全てにおいて陛下の亡くなっ
た避難場所のような方は誰も知りま
せんでしたが、私が申し上げている
王女は彼女にとても似てきました。
彼女を眺めることは喜びです。」
陛下は母にとても用心深く近づき、
彼に言われたことの中に実際には何
があるのかを発見したくてうずうず
していた。

前君主の娘であり、その美しさで有
名で未亡人の皇后である母によって
非常に細心の注意を払って育てられ
た。その頃、やんごとなきお方のお
世話をしているある女性で、内部の
奉仕の二番目の長であったが、先代
の時代にまだ女の子だったときから
その王女と親しくなり、今でも時々
会うこともあって、こう明らかにし
た。
「私は今まで三つの治世の間宮廷で
仕えてきましたが、キリツボの亡き
貴婦人に本当に似ている方は誰も見
たことがありませんでした。しかし
今や未亡人の皇后のお嬢様が大きく
なられて、その似通い方は非常に驚
くべきものです。他に同じような方
を見つけることはとても苦労するこ
とでしょう。」
彼女が正しいということを望みなが
ら、君主は丁重にその王女が宮廷の
彼の面前に遣わされてくるよう頼ん
だ。

同時に、上の宮仕えにした内侍のす
けに当たるある女性は、先帝の時に
あの女宮に幼い頃から親しまれてい
て、今でも時々合うことができるの
は、こう言った。
　「今日まで三代の御代をわたって
朝廷で奉仕している間に、キリツボ
の亡くなった方と本当に酷似する人
は今まであったことのない。が、皇
太后の娘の成長している姿を見て、
似ていることは驚く程である。他の
匹敵できる方を見出すのはとても難
しい」
と。
彼女の言ったことは確かであると
願って、帝はお前に召して思いやり
深くてあの宮は宮廷に送らせること
を依頼した。

前の皇后によって細心の注意を払っ
て世界で比類のない誰かのように育
てられた。陛下の宮殿の職員の副長
は先代皇帝の治世でその王女と親密
に付き合いがあったので女の子だっ
たときから彼女を見ていて今でも
時々会っていた。
「私は皇帝の３世代続けて仕えまし
て外見が亡くなった安らぎの貴婦人
に似ている人を見たことがありませ
んでした。しかし年と共にこの皇后
の王女はとても似てきました。普通
ではない美しさの人です。」
と副長は言った。確かであるか自問
して心がひきつけられるのを感じな
がら、陛下は強い愛情表現をもって
手紙を書いた。

53 帝を巡る
女たちの怖
さを言う四
の宮の母が
死ぬと、入
内の道が開
く「母后、「あ
な～」（2233
／二二⑧／
四二）

母后、
「あな恐ろしや、春宮女御の
いとさがなくて、桐壺更衣
の、あらはにはかなくもて
なされにし例もゆゆしう」
と、おぼしつつみて、すが
すがしうもおぼしたたざり
けるほどに、后も亡せたま
ひぬ。心細きさまにておは
しますに、
「ただ我が女御子たちの同じ
つらに思ひきこえん」
と、いとねんごろに聞こえ
させたまふ。

それに気づき、皇太后はおびえた。
コキデンが自分の宿敵に対して持っ
ていた隠すことの決してない残酷な
行為を覚えていた。あえて思うまま
に恐れを述べることはしなかった
が、娘が宮中に紹介するのが遅くな
るようにした。この間、予期せずに
亡くなった。
皇帝は喪に服した王女が痛ましい状
態にあることを知って、すべての彼
の善意とともに彼が彼女を王女た
ち、つまり自分の娘たちの一人のよ
うに思っているということを彼女に
伝えさせた。

彼女の母は結果を恐れて反対した。
「皇太子の母は桐の別棟の貴婦人を
とても苦しめたとても性格の悪い
女性であることを思い出してくださ
い。彼女を殺すまで苦しめたとも言
われているのです。」
と言っていた。
しかし母親が亡くなって、第四王女
は世界で独りぼっちになり、皇帝は
嘆願を繰り返し、一度宮殿に入れば
王女は彼の娘の一人のように扱われ
るだろうと家族に約束した。

彼女は申し出をある程度警戒して受
け取った。なぜなら皇太子の母であ
ることがどのくらい不快なものであ
るかを知っており、夫人が競争相手
であったキリツボを扱ったように明
らかな軽蔑に自分の娘をさらすこと
を嫌悪したからであった。同意を与
える決断をしつつあったところだっ
たが、ここにきて突然亡くなった。
娘が一人になるとすぐに、皇帝は真
剣に結婚の申し込みをして、彼女に
は彼にとっては娘のようなものであ
るということを保証した。　

しかし、王女の母は同意した様子は
なく、恐れているようであった。
皇太子の母は極端に執拗な方でキリ
ツボの貴婦人を公然とした侮辱を受
けさせ、後に致命的な衰退を引き起
こしたことを思い出さなければなら
ない
と言った。しかし、決断を下す前に
彼女は故人の先帝の跡をたどり、彼
女の娘は一人となった。皇帝は嘆願
を新たにし、悲嘆にくれた女の子を
わが娘の一人のように扱うと表明し
た。 

けれども、その母は同意しようもな
くて恐怖を感じていた。
「忘れては行けないことは、皇太子
の母は極めて頑固な方で、キリツボ
の方を大っぴらに辱めて、ついに致
命的な衰えに落ちいれさせた」
と言った。が、決心がつく前にも彼
女は亡くなった人の後を追って、娘
は一人に残された。帝は依頼を再度
にして、悲しむ子を自分の娘のよう
に扱うことを表した。

彼女の母の皇后は用心深く考えてい
た。
なんと恐ろしいことでしょう！皇太
子の母の夫人はとても凶悪な人で桐
の中庭の内縁の妻が受けていたあ
まりにみじめな扱いは心配な先例で
す。
しかし決断に達する前にこの皇后は
亡くなった。王女はとても悲しい心
を持っていて、そのため陛下は強い
愛情表現とともに彼女に言った。
「君を私の娘の王女と同じ基準で扱
おうと思っている。」

54 不思議
なほど更衣
に似る四の
宮は周りに
押され入内
し藤壺と称
する「さぶ
らふ人々
～」（2264
／二二⑫／
四二）

さぶらふ人々、御後見たち、
御兄の兵部卿の親王など、
かく心細くておはしまさん
よりは、内裏住みせさせた
まひて、御心も慰むべくな
どおぼしなりて、参らせた
てまつりたまへり。藤壺と
聞こゆ。げに御容貌ありさ
ま、あやしきまでぞおぼえ
たまへる。

召使と警備員と彼女の兄のヒョブ
キョの王子は宮殿の生活は彼女の気
を紛らわせて、彼女のうちの悲しい
影よりも彼女にとっては良いだろう
と考え、宮廷に送りました。そこで
は彼女はフジツボと名付けられた部
屋を割り当てられ、この名前を取り
ました。
皇帝はよく愛した女性に彼女が奇跡
的に似ていることを否定することが
できなかった。

それほどの主張を考慮して、貴婦人
の母方の親戚と兄弟のヒョブ王子は
決断を下すために集まった。彼らが
至った結論は彼女の華麗さが枯渇す
るまで家にいるよう強いるよりも女
の子を宮廷に送った方が望ましいと
いうことだった。だから彼女を皇居
に送った。藤の別棟に落ち着いたこ
とからフジツボと呼ばれていた。皇
帝に話していたように、亡くなった
女性にとても似ていたが、

彼女の名誉ある貴婦人たち、つまり
その若い女性の利害を心配するべき
人たちと彼女の兄である戦いの殿下
は皆彼女が家に一人でいるよりは宮
殿の中にいる方が遥かに良いという
ことで合意して、そのため彼女がそ
こに行くべきだと主張した。
その女の子はフジツボと呼ばれてい
た。本当に驚くほど端まであのもう
一人の貴婦人に似ていたが、

その少女の召使、母方の親族、兄、
ヒョーブ王子、軍事長官はお互いに
相談し合い、家で弱っていく代わり
に宮廷で慰めとなるものを探すこと
ができるだろうという結論を出し
た。こうして彼女はそこに送られた。
この後はフジツボの貴婦人として知
られた。彼女の繊細な顔立ちと今は
いないキリツボの貴婦人のそれの似
通い方は本当に驚異的であった。

少女の侍女たち、母方の親戚とその
兄、軍事長官のヒョウブ兵部の宮は
相談し合っての結果として、家に
悲しみ沈むより宮廷で慰めを求める
方はよいと決意して、送らせた。以
降はフジツボ藤壷の方と知られるよ
うになった。いなくなった方との可
憐な美貌の相似は実に驚くべきだっ
た。

彼女に仕えていた人たち、彼女を支
えていた人たち、そして兄弟の戦闘
の省庁の長官である王子は宮廷で暮
らすことはそんなに悲しい心を持ち
続けるよりも良いし、疑いなく彼女
の気持ちも良くなるだろうと考えて
彼女を宮廷に送った。彼女は「藤の
中庭の内縁の妻」と呼ばれた。実際
に驚くべきほど外見と美しさにおい
て似ていた。
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55 藤壺は
皇女の身
ゆえに誰に
気兼ねもな
く、帝の寵
愛もしだい
に移る「こ
れは人の
～」（2295
／二三②／
四三）

これは人の御きはまさりて、
思ひなしめでたく、人もえ
おとしめきこえたまはねば、
うけばりてあかぬことなし。
かれは、人の許しきこえざ
りしに、御心ざしあやにく
なりしぞかし。おぼし紛る
とはなけれど、おのづから
御心うつろひて、こよなう
おぼし慰むやうなるも、あ
はれなるわざなりけり。

彼女はしかしながら別の身分に属し
ており、皆が彼女を喜ばせようと努
力した。ほしいものがなんであろう
と、いつも彼女に与えられた。貴婦
人は皇帝のひきたてを手にしていた
が、彼女を決して許容しなかった宮
廷のそれは得られなかった。しかし、
君主の昔の愛は衰えず、時には亡く
なった女性に似た貴婦人のことを考
え、また時には彼から去ってしまっ
た者のことを考えて何度か慰めを見
つけていたが、彼にとって人生は重
い荷物であった。

よりずっと位の高い家計に属してい
たので、宮廷にやたらにたくさんい
たおべっか使いたち（全ての宮廷で
いつも起きていたようにたくさんい
た）は際限なくより優美で繊細だと
宣言した。彼女の高い階級のため皇
帝は何の恥じらいもなく彼女の傍に
姿を現すことができた。ゲンジの母
は愛を刺激するために何もしなかっ
た。実際に彼女は過度に強い情熱の
哀れな犠牲者であった。フジツボが
君主の心から彼の昔の情熱を消した
というのは間違いであろうが、あま
りに素晴らしい女性だったので男性
は彼女に興味を持ち始め、彼女の傍
で多くの痛みが慰められた。人生は
このようなものだ。

彼女の位はとても高かったので、自
発的に敬意を示され、誰も彼女を
軽々しく扱うことができず、相容
れない決定に屈する必要がなかっ
た。広がった反対にもかかわらず、
陛下は絶対的に前の愛に忠実なまま
だった。彼女のことを忘れないまま
であったが、感動的にも彼の愛情は
来たばかりの女性へとひっくり返っ
た。彼にとっては大きな慰めであっ
た。

しかし、とても名門の出であったの
で（おそらく人々が想像していたの
だが）故人よりも繊細で優美に思
われた。誰も低い身分であるからと
いって彼女を見下したりすることは
できず、君主も彼女への愛を示すの
に臆病さを感じる理由はなかった。
故人については誰も彼女を認めも同
意もせず、過度で強烈な愛の犠牲者
であった。しかし、今やんごとなき
お方は痛みを画してはいなかった
が、完全にそれを忘れることなく、
彼の愛情がその新しい女性に移って
いくのに気付いた。彼女は彼にとっ
て大きな満足の源であった。人間の
気持ちはこのように自然で底知れな
いものなのである。

人の想像することでしょうか、亡く
なった方より、生まれの尊い故の優
雅に華奢であると評判された。下臈
の身分として軽視されることなく、
帝も彼女への愛情を表現するのは控
えることもない。なくなった方は誰
にも認められず許されないまま、寵
愛を過剰なまで受けていたが、今の、
上は完全に忘れていなくても、その
悲しみを惜しまないながら、その愛
情は大変な喜びの元となった新しい
方に移っていくことを気づいた。人
間の天然な測ることのできない感情
はこのようなものである。

上級で高く輝かしい位の出だったの
で誰も彼女を軽蔑することができ
ず、それゆえしっかりと行動をして、
決して反抗に出くわさなかった。亡
くなった女性は人々に受け入れられ
ずえこひいきが彼女に障害を生み出
した。陛下は全く回復していなかっ
たけれど、彼の心は自身で変化しそ
のようなまれにみる形で慰めを見
つけたことは感動的な出来事であっ
た。

56 源氏の君
は常に父帝
の傍にいて、
若く美しい
藤壺の姿を
透き見する
「源氏の君は
～」（2327
／二三⑤／
四三）

源氏の君は、御あたり去り
たまはぬを、ましてしげく
渡らせたまふ御方は、え恥
ぢあへたまはず。いづれの
御方も、我人に劣らむとお
ぼいたるやはある、とりど
りにいとめでたけれど、う
ち大人びたまへるに、いと
若ううつくしげにて、せち
に隠れたまへど、おのづか
ら漏り見たてまつる。

ゲンジは皇帝から離れなかった。名
誉ある貴婦人たちと女官たちの間で
くつろいでいて、皇帝が毎日そば
に呼んでいた女性の事も怖がらなく
なっていた。
魅力においてすべての貴婦人がゲン
ジの心の中の一番の場所を得るため
に張り合っていた。たくさんそして
様々な方法で彼に感嘆する女性たち
がいた。しかし大多数はいつも彼の
前では目上の者のように振舞ってい
た。一人の女性だけ、新しい王女だ
けが若くまたかわいらしかった。彼
の前を気づかないで通ろうとした
が、二人のどちらも出会うことを避
けることはできなかった。

ゲンジは決して父から離れたことが
なかったので、来たばかりの王女は
しばしば皇帝が彼女の部屋を訪れ
ていて、彼から隠れることができな
かった。彼女を取り囲む貴婦人たち
はもうすでに若くはなく、フジツボ
の美しさはその完璧さとみずみずし
さのために彼女たちの中で光り輝い
ていた。ほとんど子供の臆病さに支
配されていて見られないようにして
いたが、ゲンジは彼女の顔を見つめ
る複数の機会があって、

陛下の貴婦人たちは誰も若いゲンジ
に対して慎み深い態度を続けてはい
なかった。ほぼいつも父にいる以上、
今とても頻繁に会っている人はとり
わけそうであった。彼女たち全員が
間違いなくもっともらしい理由で美
しさを誇っていたが、すでに若さの
盛りではなかった。一方で新しい王
女は若くて魅力的で、当然のように
ゲンジはたとえ女の子が彼の視界の
外にいようとしても彼女の事をこっ
そりと見張っていた。

ゲンジは決して父親の側から離れな
かったので、あまりに多くの訪問を
受けるこの新しい貴婦人が彼から隠
れることは簡単ではなかった。他の
貴婦人たちは彼女より自分が劣って
いると思うことに覚悟ができていな
い様子で、本当にそれぞれが自身の
長所を持っていた。彼女たちはほぼ
全員がすでに春を過ごしており、フ
ジツボの美女は一番若く生き生きし
た類であった。しかしほぼ子供っぽ
い内気さにおいて特に見られないよ
うに努めていた。ゲンジは、偶然に
も彼女の顔を偵察した。

ゲンジは父の側から離れないから、
度重なる訪問を受けるこの新しい方
にとって彼から身を隠すのは楽なこ
とではなかった。他の方々自分はあ
の方より劣っていると思うようにな
る誰一人もいなかった。事実、各々
の魅力皆に備わっていた。人生の春
を超えた方はほとんどで、フジツボ
の麗しさは初々しい新鮮なものだっ
た。子供のようなうぶな恥ずかしが
りやなさまのため、特に見られるの
を避けていた。偶然にもゲンジはそ
の顔をちらりと見かけた。

王子ゲンジは陛下から離れてはおら
ず、言うまでもなく頻繁に陛下を訪
れていた人たちも彼の居ることに慣
れていた。貴婦人たちはそれぞれ自
らの魅力を持っていた。―他の人た
ちよりも自分が劣ると思っている人
がいるだろうか？―しかし年を取っ
ていた。王女は若く美しかった。隠
れようと努力をしていたがゲンジは
彼女をこっそりと観察することがで
きた。

57 三歳で母
と死別した
源氏の君は、
母に生き写
しだという
藤壺を慕う
「母御息所も
～」（2370
／二三⑨／
四三）

母御息所も、影だにおぼえ
たまはぬを、「いとよう似た
まへり」と典侍の聞こえけ
るを、若き御心地にいとあ
はれと思ひきこえたまひて、
つねに参らまほしく、なづ
さひ見たてまつらばやとお
ぼえたまふ。

ゲンジはもう母親の事を覚えていな
かった。親密な出来事の貴婦人は彼
にその若い女性がとても母親に似て
いると言った。彼の子供の想像力に
その時火が付いた。彼女の大親友に
なりたくて、ずっと彼女の近くで暮
らしたがった。

彼の母の顔を思い出すことができず
に、王女が生きた肖像画であると言
われた時に心の底から興奮した。彼
女の傍で人生を過ごすことを望んで
いたのに！

母親の事は覚えていなかったが、職
員の責任者である貴婦人がその若い
女性がどんなに似ているかを話した
とき、若者特有の関心が目覚め、そ
して満足がいくまで彼女をじっと見
つめるためにいつも彼女と一緒にい
たかった。

彼は自身の母を思い出すことができ
なかった。しかしながら、フジツボ
について皇帝が最初の報告をした
貴婦人を通じて両者の類似は驚くべ
きものだと知った。それゆえ彼の小
さな心に懐かしさが生まれて彼女の
近くにいつも居ることを熱望してい
た。

自分の母のことは覚えていなかっ
た。けれども、最初にフジツボにつ
いて帝に話した方から分かったの
は、二人の相似は実に驚く程であっ
た。このため、若き心の中に懐かし
さが芽生えて、常にその側にいると
望んでいた。

彼の母の安らぎの貴婦人のコトは外
見すらも覚えていなかったが、宮殿
の職員の副長が「よく似ている」と
言ったので、彼の幼い心は感動に捕
らえられて彼女のことをもっとよく
知りたいので来ることをいつも望ん
でいた。
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58 帝は藤壺
と源氏を愛
し、更衣の
形代である
藤壺に源氏
は好意を示
す「上も、
限りなき
～」（2396
／二三⑪／
四四）

上も、限りなき御思ひどち
にて、
「な疎みたまひそ。あやしく
よそへきこえつべき心地な
むする。なめしとおぼさで、
らうたくしたまへ。つらつ
き、まみなどは、いとよう
似たりしゆゑ、かよひて見
えたまふも、似げなからず
なん」
など聞こえつけたまへれば
幼心地にも、はかなき花、
紅葉につけても心ざしを見
えたてまつる。

ある日皇帝は王女に言った。
　「彼にそんなに厳しくするな。君が
彼女の母親に似ていると彼は言われ
たから興味を持っているのだ。彼の
事をあまりにも無礼だと判断しない
で、彼を君の好意の対象にしてやっ
てくれ。本当に君の顔はあまりにも
彼の母親のそれに似ているのだ。」
そしてこのように、このくらいあま
りに若い年齢で、花や秋の多くの葉
のようにはかない美しさは彼の思考
に取りついた。初めて子供は誰かに
あからさまな好みを感じた。

「男の子によそよそしい態度を取っ
てはならない。」
と皇帝は王女に言った。
「時々私自身も彼の哀れな母親を見
ているように思う…君の目、表情…
君は彼女の生きた姿だ！彼を無礼だ
と判断せず愛情を持って接してやっ
てくれ。」

陛下は二人に深い愛情を感じてい
て、女の子にそんなに控えめになる
のをやめるように求めた。
　「彼がどうしてそんなことをする
のかは分からない。」
と彼は言った。
「しかし、君の事を母親と思ってい
るように私には思える。無礼だと思
わないでくれ。彼に優しくしてやっ
てくれ。彼の顔と目は非常によく母
親に似ているので君自身が彼女と似
ていることので彼の行動は自然なも
のだ。」
したがって、ゲンジはその女の子に
どのくらい自分が好きかを知らせる
ために花あるいは秋の葉によって差
し出されたどの機会をも逃さなかっ
た。

君主はとって二人は最も好きな存在
で、フジツボに言った。
　「よそよそしくするな。私ですら
時には君が彼の母に思える。彼が奔
放な者だと考えるな、彼に優しくし
なさい。君の目、君の表情、本当に
並外れてあの人に似ているので彼の
母としても十分通じるだろう。」
ゲンジのその新しい貴婦人に対する
愛情は増して、どんなありふれた花
や色あせた葉もそれを示すための機
会に変わった。

帝は最も愛していた二人の一人であ
るフジツボに、
「彼を遠さかることしないでくださ
い。私まで彼の母に見える時もある。
生意気な者と　思わないでほしい、
優しくしてください。貴方の眼差し、
表情、本当にあの方と意外なまで似
ているので、彼の母と認められるも
無理はない」
といった。
新しい方へのゲンジの気持ちは増す
ばかり、極ありふれた花でも色あせ
た一葉でもその気持ちを表すきっか
けとなった。

「彼の事を拒否するな。ある日彼が彼
の母親と君を同じように見るように
なると私は驚き共に思っている。敬
意を欠いていると彼の事を思わずに
愛情をもって接してくれ。顔と目が
とても似ているので母親と息子であ
るかのように彼らを似ているとみら
れることが不適切ではないのだ。」
と王女に陛下は懇願した。なぜなら
彼らを両方とも最高のお気に入りと
考えていたからだ。子供の心をもっ
て、ゲンジはそれぞれの取るに取ら
ない花や秋の葉を彼の愛情を彼女に
見せるために使っていた。

59 弘徽殿と
藤壺が険悪
な中、世の
人は光る君
とかかやく
日の宮と賞
讃「こよな
う～」（2433
／二四①／
四四）

こよなう心寄せきこえたま
へれば、弘徽殿女御、また
この宮とも御仲そばそばし
きゆゑ、うちそへて、もと
よりの憎さもたち出でて、
ものしとおぼしたり。世に
類ひなしと見たてまつりた
まひ、名高うおはする宮の
御容貌にも、なほにほはし
さはたとへん方なく、うつ
くしげなるを、世の人光る
君と聞こゆ。藤壺ならびた
まひて、御おぼえもとりど
りなれば、かかやく日の宮
と聞こゆ。

コキデンはその王女を決して愛さな
かった。彼女の昔の恨みが再びよみ
がえった。彼女自身の息子はありき
たりではない美しさではあったがヒ
カル・ゲンジと呼ばれるほど美しい
ゲンジには匹敵せず、たくさんのフ
ジツボを賛美する者たちは彼女の事
もまた輝く太陽の王女と呼んだ。

ゲンジのフジツボへの感服は日に日
に増し、コキデンの不快となった。
長子の母は第四王女には同情せず、
ゲンジに対して感じていた反感は再
び高まった。彼は自分の息子である
明らかな後継者よりも美しく、宮廷
中がそれを陰で言っていた。彼は『光
り輝くゲンジ』と呼ばれ、新たなお
気に入りの女性のフジツボは『光り
輝く太陽の貴婦人』と呼ばれており、
皇帝は他の女性や息子に捧げている
よりもずっと上の配慮を彼らに与え
ていた。『光り輝く』の別称、「ヒカル」
は朝鮮の人相学者によってつけられ
たと言われていた。
（※「ヒカル」以下について、この
部分は原文では一番最後にくる）

陛下が彼女に対して持っていた愛情
によってコキデンの夫人はゲンジの
母とそうであったように彼女と敵対
するようになり、以前の憎しみが勢
いを取り戻し、またゲンジに対して
も反感を抱いた。
ゲンジの気品のある物腰は言い表せ
ないほどの爽やかさとみずみずしさ
で、殿下の有名な美しさの上をさえ
いくものであった。陛下にとっては
比類なき美しさであって、宮中の人
たちは光り輝く殿と呼んでいたほど
であった。フジツボは彼と同じくら
い美しく、陛下は両方を愛していた
ので、彼女は太陽の光の姫と呼んで
いた。

コキデンの貴婦人は不満だった。フ
ジツボとは良い関係ではなく、ゲン
ジに昔の恨みが全て再び湧き出て来
た。彼女にとって不快な彼の存在が
それを長続きさせていた。彼は皇太
子よりもはるかに優雅で、世界で一
番大事な宝であり、そのように宮中
全体が考えていた。人々はヒカルす
なわち「輝けるもの」とゲンジを呼
び始めた。フジツボは君主の愛にお
いて彼の隣に位置付けられ、「光を
放つ太陽の貴婦人」と以後呼ばれた。

コキデンの方は不機嫌だった。フジ
ツボとの中はよくなかった故に、ゲ
ンジに対して昔の恨みはよみがえっ
てきて、嫌に思う彼の存在はその気
持ちを耐えないことさせた。彼は、
彼女にとってこよなくの宝物であっ
た皇太子より、朝廷中にも評判の、
風采のよい人だった。ゲンジは人々
に「ヒカル」光と呼べるようになっ
た。帝の寵愛下に彼と並べて位置を
収めていたフジツボは、以降「輝く
日の方」と呼ばれた。

この例外的なひいきを前にしてはコ
キデンの別棟の夫人はこの王女に対
してもまた敵意を感じ、亡くなっ
た女性への昔の憎悪や不快感がそれ
に加わった。夫人は自分の息子が世
の中で比べるものがないと考えてい
て、王子はその姿でもまた有名だっ
たが、比類ない輝きと美しさでもう
一人の王子のゲンジは人々に「輝く
男性」と呼ばれていた。藤の中庭の
内縁の妻は同じ愛情を享受しており
「輝く太陽の王女」と呼ばれていた。

60 光源氏は
十二歳で兄
東宮に劣ら
ぬ元服の儀
式を帝の主
導で執り行
う「この君
の～」（2483
／二四⑤／
四四）

この君の御童姿、いと変へ
まうくおぼせど、十二にて
御元服したまふ。居起ちお
ぼしいとなみて、限りある
ことに、事をそへさせたま
ふ。一年の春宮の御元服、
南殿にてありし儀式、よそ
ほしかりし御響きにおとさ
せたまはず。所々の饗など、
内蔵寮、穀倉院など、公事
に仕うまつれる、おろそか
なることもぞ、ととりわき
仰せ言ありて、清らを尽く
して仕うまつれり。

実のところ、子供に早くも男性の衣
装を着せるのは悲しかったが、通過
儀礼の年齢の１２歳になっていた。
皇帝はこの儀式の詳細を飽くなき情
熱を持って監督した。なぜなら儀式
のそれよりも上の壮麗さを望んでい
たからだ。南の間で前年行われた王
位の継承者の通過儀礼はこれほど豪
華には行われなかった。皇帝は個人
的に別々の棟で行われなければなら
ない祝宴を指示し、財務官と穀物長
官の準備を見張っていた。何かを忘
れられるのを恐れていたの。そして、
すべてが完璧にやり遂げられ、皇室
の住居の右の翼部で儀式が行われ
た。

あんなに魅力的な男の子を大人に着
飾らせることはばかげているように
思われたが、１２歳になって、通過
儀礼の時がやってきた。彼の父が個
人的に儀式の準備の指揮を担当し、
皇室の穀倉の長官や担当者が儀式に
必要とされる熱心さを込めないこと
を恐れていた。すでに大広間で明ら
かな皇太子が通過儀礼を受けて数年
が経っていたが、ゲンジの儀式はよ
り輝かしくないものにはならなかっ
た。君主は先祖伝来の儀式に新しい
細かな部分を加え、宴会は本当に並
外れたものだった。

陛下はゲンジの若者らしい魅力を駄
目にしてしまうことに乗り気ではな
かったが、１２歳になった時、彼
の成人を認め、個人的に準備に従
事して、儀式に新しい装飾品を加え
た。その行事が数年前にシシンデン
で行われた皇太子のそれよりも堂々
たるものに見えないようにするため
に、そして全てがうまくいくために、
様々な政府の部門によって提供され
るごちそうに関して、そしてふだん
宮廷の倉庫と皇室の穀倉が供給する
もの全てに対して事細かな指示を出
して、提供したもの全てを完璧にす
ることができた。

しかしながら、皇帝はその男の子の
子供服を代えなければならないこと
にとても気落ちして気づいた。子
供用ではなく、すでに十二歳で男ら
しい衣装を身につけなければならな
かった。座って、立って、全てをき
ちんとしようと努め、彼は慣例がそ
のようなことに割り当てる限界を越
していた。彼は絶対に儀式が皇太子
に敬意を表して南のあずまやで去年
行われたあの去年の儀式よりも小さ
い反響があることを望まなかった。
そして様々な宴会のために、すでに
酒蔵、穀物倉庫や他の場所で義務を
果たすことにおいて勤勉でなくなる
ことを恐れていたので、彼はこの件
に関して最大限の光輝を準備するた
めに命令を発した。

が、帝は少年の幼児服装は替えるこ
とになりつつ、がっかりする程覚え
ていた。十二歳になっていて大人の
男性の服を着るべきだと尤もなこと
である。座っていても立っていても、
彼は全部を取り仕切るように、習わ
しの限りを超えるようにしていた。
決して、前年南の殿に行われた皇太
子のための儀式を反響劣らないよう
に、それぞれの饗のための酒の収蔵
庫、穀物倉庫等々の役所では勤勉に
業務を果たさずことを恐れたため、
最大限に栄光を尽くすように特に命
令を下した。

陛下は王子の子供の外観を台無しに
したくなかったが、１２歳の時に成
人式を行った。準備に念を入れ、期
待を超える精緻を加えさえした。華
麗さで有名だった儀式と共に南の別
棟で数年前に行われた皇太子の成年
を下回らせなかった。宮殿の儀式の
役所、あちらこちらで提供された晩
餐、皇室の倉庫そして貢物の倉庫で
あらゆる細部をおろそかにしないよ
うに特別な命令を下した。儀式は極
度の贅沢さと共に行われた。
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61 清涼殿
で左大臣が
光源氏に冠
を被せ、帝
は更衣がい
たらと感極
まる「お
はします
～」（2537
／二四⑩／
四五）

おはします殿の東の廂、東
向きに倚子立てて、冠者の
御座、引き入れの大臣の御
座、御前にあり。申の時に
て源氏参りたまふ。みづら
結ひたまへるつらつき、顔
の匂ひ、さま変へたまはむ
こと惜しげなり。大蔵卿、
蔵人仕うまつる。いと清ら
なる御髪をそぐほど、心苦
しげなるを、上は、御息所
の見ましかばとおぼし出づ
るに、堪へがたきを、心強
く念じかへさせたまふ。

そこでは王座が東を眺めて儀礼を
行った者と立会人の左大臣によって
占められる席に向かって立ってい
た。
猿の時間にゲンジは現れた。立会人
が流行に従って紫色のヘアネットで
束ねた子供の髪の束の下で顔を輝か
しながら、その全てが体験しなけれ
ばならない変化に並外れて心を痛め
ていた。財務の一等官は儀式のナイ
フの切れる刃を通す前に躊躇した。
皇帝は全ての儀式に参加し、一瞬
母親が感じたであろう誇りを想像し
た。後にこのほろりとさせる考えも
逃げ出した。

祭りは皇帝の部屋の東の翼で行わ
れ、王座は東に向いて置かれていた。
その儀式用の椅子の前にはゲンジと
左大臣のための腰掛けがあった。左
大臣は王子に正式な縁なし帽を与え
なければならなかった。ゲンジは猿
の時間に到着し、彼のみずみずしい
顔と彼に似合っていた子供の髪型を
じっと見ると、皇帝はもう一度始ま
ろうとしている儀式を嘆いた。しか
し、国庫の秘書は髪を切りにかかり、
暗色の縮れ毛が床に落ちようとする
一方で、父親は彼の亡くなった母の
思い出を逃れることができなかっ
た。泣きださないように大変な努力
をしなければならなかった。

玉座を彼の住まいの外の東の部屋に
東に向けて置き、若者とその付添い
人、そして大臣の席を彼の前に置
くように頼んだ。ゲンジは猿の時間
に現れた。２つの対をなす三つ編み
にまとめられた髪と若さのみずみず
しさで輝いている顔をしたその時の
外観をゲンジがもう見せることはな
いという事実を陛下は残念に思って
いるように思われた。財務官と侍従
が自分の仕事を終えた。財務官はと
ても美しい髪を切るのを残念に思っ
ていたのは明らかで、陛下は彼の避
難場所が子供に会うためにそこにい
てほしいという願いのために当惑し
て、泣かないために自分自身を強く
抑える必要があった。

陛下がいる建物の東の控室では東に
向けて玉座が立てられ、その前には
新たに仲間に加わる者の場所と男の
かぶり物を授けなければならない左
の大臣の席があった。
猿の回の頃にゲンジは入った。輪で
結ばれたかつらに縁どられた彼の表
情、顔の輝き、その全てが性質を
変えなければならないのは残念であ
る。国庫の秘書官は彼の髪を切りそ
ろえるのを担当した。最も混じりけ
のない黒玉の色をした髪の毛の房を
それがあたかも彼には困難であるか
のように短く切り始めた時、君主は
不意にキリツボの貴婦人がそれを見
ることができないことを嘆き始めた
が、強い心を持って克服しがたい気
持ちを抑えようと努めた。

陛下が住んでいた建物の東側の控え
室に、東向きに王座が設置されてい
て、その前に受取人の場と彼に男性
冠を与える左大臣の座席があった。
申の頃、ゲンジが入って来た。髪の
毛が角髪に結って囲む美貌、顔の輝
き、面影全体は変えるのは残念だ。
大蔵の秘書は髪の毛を整えた。その
真っ黒の髪の毛の房をしかねるよう
に切り始めたとき、帝は
突然キリツボの方に見せて上げられ
なくて
嘆いて、強烈な感情を果断に抑えよ
うと努めた。

皇帝の住居の別棟では東側の軒の下
に東に向けて王座が、向かいに角帽
を受け取る人の席とそれを頭に置く
大臣の席が備え付けられた。ゲンジ
は猿の時間に入った。陛下は子供の
髪の毛と顔が受ける変化に悲しんで
いるように思われた。皇室の倉庫の
長官が理髪師として仕えた。あまり
にも素晴らしい美しさの髪を切ると
きに悲しみを感じているように思え
た。陛下は
「安らぎの貴婦人が見ることさえで
きればなあ…」
と考えていて、毅然と抑えるのが難
しい涙をこらえた。

62 加冠の儀
の後、光源
氏の拝舞に
みなは感涙
し帝も更衣
を想い感無
量「かうぶ
り～」（2580
／二五①／
四五）

かうぶりしたまひて、御休
み所にまかでたまひて、御
衣奉りかへて、おりて拝し
たてまつりたまふさまに、
皆人涙落としたまふ。帝は
た、ましてえ忍びあへたま
はず、おぼし紛るるをりも
ありつる昔のこと、とりか
へし悲しくおぼさる。いと
かうきびはなるほどは、あ
げ劣りやと疑はしくおぼさ
れつるを、あさましううつ
くしげさ添ひたまへり。

しかるべく冠を授けられ、ゲンジは
自分の部屋に着いた。そこで最初の
男性の服を着て、敬意のパバーヌを
踊るために広間に戻った。あまりに
も優美に踊ったので多くの人たちの
目から涙を誘った。そして皇帝は、
ある時からその部分まであまり苦し
んでいなかったが、再び過去の思
い出に沈んだ。子供の繊細な顔立ち
が新しい服で消えることが不安だっ
た。しかしながら、以前よりもより
魅力的であった。

儀式の最初の部分が終わった時、男
の子は大人の長靴下とすでに『男性』
の衣服を身につけに行き、全ての見
物人のいる前で感謝の行為の儀式の
ために中庭に降りた。皇帝は近頃は
決定的に過去の思い出から解放され
ていると思っていたが、すべてが再
び姿を現したことに気付いた。しか
しながら、大人の衣装がゲンジの美
しさを減じるという恐れは確認され
なかった。大人の衣装で少年は何よ
りも『光り輝い』た。

かぶり物を身につけて待合室に下
がった後にゲンジが大人の服装で再
び現れて彼の君主に挨拶するために
庭に降りた時、その場にいた全ての
者が涙をこぼした。陛下はもちろん
なおさら深く感動して、悲しみと共
に男の子の母がとても慰めを与えて
くれていた過去を思い出した。髪を
切ることが否定的な形で少なくとも
彼がとても若い間は彼の美しさに影
響を及ぼすことを恐れていたが、そ
のようなことは全く起きなかった。
逆に何よりもたまらないほどあでや
かであった。

そのかぶり物を身につける儀式が終
わり、ゲンジは休息の居間に引き上
げた。そこで衣装を着替え、中庭に
降り、敬意の歩みを実行していた時、
周りの者は皆涙を解き放させた。皇
帝はこの時は残りの者たちよりは少
なかったけれども、胸騒ぎを隠すこ
とができなかった。過去の思い出は
それにより間断なくどうにか気を紛
らわすことができたが、溢れるよう
に戻ってきて、彼を悲しみでいっぱ
いにした。それほど幼い年齢の時に
髪を短く切ることは台無しにしてし
まうだろうと考えると口ごもってい
たが、驚くほどりりしさが増してい
るように見えた。

冠を授かる儀式が終わって、ゲンジ
は休憩室に控えて、服を変えてから
庭に下がって、お礼の舞をする途端、
出席者は皆涙を流した。帝は今回、
周りの人ましてその感動を紛らわす
ことできなかった。一瞬間に心を晴
らす過去の記憶は激流のように蘇っ
て、悲しみに溺れた。幼少時に髪の
毛を切ると姿は劣りかねないとため
らっていたが、実はその美貌は呆気
にとられる程に増すばかり。

角帽を受け取った後に入り口に引き
上げ、大人の新しい衣装を身につけ
て戻ってきて、庭に降り、正式なお
辞儀をした。全ての人が涙をこぼし
ていた。皇帝はなおさらで、それを
隠すことができずに再び悲しさとと
もに亡くなった内縁の妻からの慰め
を受けていた過去の機会を思い出し
た。とても若いので束ねた髪型が合
わないのではないかと心配していた
が、今やなおさら美しく見えること
を驚きと共に発見した。

63 左大臣
は娘を春宮
ではなく光
源氏の元服
の添い臥し
に心積もり
する「引
き入れの
～」（2623
／二五⑥／
四六）

引き入れの大臣の、皇女腹
にただ一人かしづきたまふ
御娘、春宮よりも御気色あ
るを、おぼしわづらふこと
ありける、この君に奉らむ
の御心なりけり。内裏にも、
御気色たまはらせたまへり
ければ、「さらば、このをり
の後見なかめるを、添ひ臥
しにも」と、もよほさせた
まひければ、さおぼしたり。

彼の立会人には一人娘がいて、その
美しさは王座の継承者の喜びであっ
た。しかし、今後彼はその結びつき
を支持せず、喜んでゲンジの側の同
じ関心を喜んで見ようと自分に言っ
た。それを考慮すると皇帝は子供が
それほど高い身分の血縁関係が得ら
れることをとても嬉しく感じた。

左大臣はアオイと呼ばれる娘が一人
だけいて、女の子の母で大臣の第一
夫人のオミヤは王女の位で皇室に属
していた。王冠の継承者は彼女に興
味を持っていたけれども、大臣は彼
女をゲンジと結婚することが好まし
いと決めていた。皇帝が同意してい
るということを知らされ、したがっ
て、通過儀礼の儀式のために適切な
立会人がいなくて結婚での親族に頼
らなければならないと君主が大臣に
伝えた時、彼は受け入れた。

付添い人としての役割を果たした大
臣と王女である彼の妻には最愛の一
人娘がいて、皇太子が関心を示して
いた。しかしながら、長い間迷った
末、父はゲンジに彼女を差し出す方
により傾いていた。この点に関して
皇帝の気持ちをうかがった時、陛下
は答えた。
「とてもすばらしい、彼にふさわし
い伴侶でなりえるだろう。今やもう
彼の世話をするものは誰もいないよ
うだから。」
このように、閣下は前進を続ける激
励をもらったように感じた。

かぶり物を授けた左大臣は皇太子か
ら彼の一人娘に対して覚えていた胸
騒ぎのためある種の不快感を覚え
ていた。皇族のある王女から生まれ
た彼女を彼が手塩にかけて育てたの
だった。それで彼はゲンジに彼女を
渡したいという思いを抱いていた。
そしてそのまさに宮殿から彼にそれ
が皇帝の見解だということを知らさ
れた。
「今まさに彼に寝床を共にするもの
を与えるという必要条件のために、
彼は保護者がいないのだ。」
彼の決断は下され、大臣を元気づけ
ることとなった。

冠を与えた左大臣はゲンジに送るこ
とを望んでいて大変気を付けて育て
ていた自分の皇女腹の一人娘に対し
て東宮からの意思がありそうなこと
気がかりだった。宮殿からもその望
みは帝の考えと合っていたものだっ
た。
　「が、共寝の相手を与える件に関
して、彼には後援者は付いていない
ことだ。」
決意が固め、大臣に奨励の意志を示
した。

角帽をつけさせた大臣は細心の注意
を払って育てた王女から生まれた一
人娘がいて、皇太子が彼女を切望し
ていたが、大臣はまだ決心していな
かった。なぜなら彼女を王子ゲンジ
にとっておきたかったからだ。この
ように考えていたのは宮廷の意図を
知っていたからだ。陛下は「そうで
あっても、ゲンジが援助を欠いてい
るこの状況において、寝床の付添人
は彼にぴったりだろう。」
と言って彼を説き勧めた。
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64 祝宴で
左大臣から
娘葵の上と
の結婚を仄
めかされ光
源氏は恥じ
らう「さ
ぶらひに
～」（2658
／二五⑨／
四六）

さぶらひにまかでたまひて、
人々大御酒などまゐるほど、
親王たちの御座の末に、源
氏着きたまへり。大臣気色
ばみきこえたまふことあれ
ど、ものの慎ましきほどに
て、ともかくもあへしらひ
きこえたまはず。
御前より、内侍、宣旨承り
伝へて、大臣参りたまふべ
き召しあれば、参りたまふ。
御禄のもの、上の命婦取り
てたまふ。白き大袿に御衣
一領、例のことなり。

一旦愛の杯を飲むために宮廷人が集
まると、ゲンジは他の王子たちの間
の場所を取った。左大臣が彼に向
かって進み、ゲンジを赤面させる何
かを耳元でささやき、ゲンジはそれ
に対しての返事が見つからなかっ
た。すぐに侍従が大臣に近づき、す
ぐに陛下の元に移動する命令を伝え
た。王座の前で女官が白い衣装を置
き、儀式に従って王子の立会人とし
て与えられる長いスカートを彼に巻
き付けた。

宮廷人は外にある部屋に引き上げ
て、ゲンジは皇室の王子の間に座っ
た。その時大臣は耳に彼の計画をさ
さやいたが、ゲンジはまだとても若
く、彼に答えることができなかった。
彼の混乱に気づいて、大臣がより良
く説明しようとしていたところに侍
従が現れて王室に彼が来るように要
求した。急いで出発した。彼をお決
まりの贈り物、白い大きなウチキと
他の衣類が待っていて、しかるべく
感謝をした。

ゲンジは待合室に引き上げ、王子の
間の最後の席に座った。一方で集
まった人たちは酒を飲んでいた。閣
下は彼に結婚についてほのめかして
いたが、ゲンジは年齢からくる臆病
さもあり、具体的な返事は何もしな
かった。その時、個人的な書斎のあ
る貴婦人が閣下に顔を出すように求
める陛下の伝言を送り、閣下はすぐ
に従った。
陛下の名誉ある貴婦人の一人が王の
手から閣下に贈り物を取り、閣下に
渡した。慣習に従って白い女性的
でとても大きなサイズのドレスと女
性的な衣服の一揃いで構成されてい
た。

奉仕の間に移動し、神聖なるお酒を
飲みに皆が向かった時、ゲンジは皇
族の王子の下に場所を取った。大臣
はいくつかベールに覆われたそれと
ない物言いをあえてするのだが、そ
の男の子はまだひどく恥ずかしがる
年齢だったので、彼に何と答えてい
いか分からなかった。その時、大臣
が皇帝の部屋で必要とされていると
書いた伝言を侍従が携えてやってき
て、大臣はそこに姿を現した。ある
名誉ある貴婦人が成人の褒美として
慣例の贈り物、すなわち、儀式の衣
装のようなゆったりとした女性物の
白いチュニックを彼に引き渡した。

奉仕室に移動して、皆神酒を飲むに
向かった時に、ゲンジは親王の下に
席を取った。大臣は意味ありげそう
なことを言ったが、まだ恥ずかしそ
うな年の少年はどう答えるのは分か
らなかった。侍従の官が着て帝の御
座所に召されるという伝言を大臣に
渡して、向こうに赴いた。女房の一
人は成人式に適した習わしの御礼の
贈り物を渡して、即ち白い女性用上
着と儀式服ひと揃い。

ゲンジは入り口に引き上げ、そして
陛下の酒の杯を受け取るために近づ
いているときに、ゲンジは皇室の
王子たちの列の最後に座った。大臣
が彼の耳元で自分の意図を遠回しに
言ったが、彼の年齢の内気さもあり
どんな類の返事ももらえなかった。
宮殿の職員の副長官補佐が彼を皇帝
が読んでいると伝えて、大臣は近づ
いた。陛下のある名誉ある貴婦人が
贈り物を取って彼に渡した。慣習が
定めていたようにゆったりとした白
い衣装と豪華な衣装の一揃いであっ
た。

65 左大臣
は帝から二
人の結婚を
催促される
と返歌で応
諾して拝舞
する「御盃
のついで
～」（2703
／二五⑭／
四七）

御盃のついでに、
　　いときなきはつもとゆ
ひに長き世をちぎる心は結
びこめつや
御心ばへありて驚かせたま
ふ。
　　結びつる心も深きもと
ゆひに濃きむらさきの色し
あせずは
と奏して、長橋よりおりて、
舞踏したまふ。

王の杯で飲むとすぐに、皇帝は詩を
唱えた。２つの家が一つになるため
の祈願で、ヘアネットを縛ることで
象徴される団結であった。大臣は返
事をして、このヘアネットの王冠の
色があせた時でさえもこの団結を解
くものは何もないと断言した。王座
の長い階段を下り、中庭で大きなお
辞儀をした。

大臣にワインを一杯つぎながら、皇
帝はとても真剣な提案を覆い隠して
いた詩を朗読した。
「子供時代の縮れ毛が切られ、もう
全く男性である。未来のために長く
続く絆を結ぶのに都合がいいだろう
か？」
大臣は彼に答えた。
「正直な心の成果である結び目を締
めてください。そしてラベンダーが
同じ忍耐強さを持ってその赤紫色を
保ちますように。」
大臣は橋を横切り、お礼をするため
に庭に出た。

酒のカップを差し出す時に、陛下は
意味ありげな表現を自分の気持ちに
与えた。
　　彼の若々しい髪を縛るためのこ
の最初の結び目で将来に持続する幸
せを享受したいという願いを君は結
んだのか？
　　この魂で髪を縛り、そしてこの
長く続くことが運命づけられている
すばらしい祈りと共に、一方で薄紫
色の薄暗い色調は弱まらない。
閣下は自分のお辞儀を行うために長
い橋を下りる前にそう答えた。

大臣のために乾杯をする最中に、グ
ラスを伸ばす際に皇帝は声高にこう
言った。
　　あなたがその若者の髪の束を
刈っていたとき、私たちは長く続く
絆の誓いをしたのだ。
　その中には大臣を喜ばせるような
意図があった。
　　結び目をしっかり閉めることが
私のねらいでした。紫色がその髪の
中で長く続くものである必要がある
でしょう。
　彼はうやうやしくそう言って、そ
れから敬意の歩みを行うために長い
階段を下りた。

大臣に祝杯をして器を挙げる際に述
べた：
　　若い子の髪の房
　　刈る時に
　　大人の生きるために
　　契りを交わして
　　絶えず縁のため　　　　
　大臣を喜ばせる意志を示した言
葉。
　　我がまともな意図は
　　揺るぎなく縫う
　　紫色は
　　その髪の毛に
　　長くあれ　　
　　敬畏ぶかく言って、長い階を
下ってお礼の舞をした。

酒の杯を差し出すときに陛下は詩を
朗唱した。
　初めて子供の髪の毛を縛るひもで
長い人生を分かち合うことを誓う心
を君はつないだのか？
　はっきりとした意図がありそれに
向けて大臣の注意は向かった。
　私は髪を縛った深いひもで心をつ
なぎました。その忍耐の深い紫色が
あせさえしなければいいのですが…
　…大臣は答えた。長い橋から降り
て感謝の舞をした。

66 左大臣や
親王たちは
禄を賜い、
この日の元
服の儀式は
春宮より盛
大「左馬寮
の～」（2730
／二六④／
四七）

左馬寮の御馬、蔵人所の鷹
据えてたまはりたまふ。御
階のもとに、親王たち上達
部連ねて、禄ども品々にた
まはりたまふ。
その日の御前の折櫃物、籠
物など、右大弁なん承りて
仕うまつらせける。屯食、
禄の唐櫃どもなど所狭きま
で、春宮の御元服のをりに
も数まされり。なかなか限
りもなくいかめしうなん。

この際に王家の馬小屋の馬と王家の
鷹狩りの獲物の鷹が姿を現し、ゲン
ジに向けた贈り物であると布告され
た。
階段の下では王子と宮廷人たちが贈
り物を嘆願して集まり、すべて自然
の贈り物が与えられた。賢明な右大
臣は皇帝の同意のもとで果物のかご
を贈った。たくさんの贈り物が床を
覆った。皇太子の通過儀礼のときに
行われた儀式の際にはこのように多
くは見られなかった。

そこでは皇室の厩から来た馬と鷹が
贈られた。また位に応じて儀式に参
加していた王子や主要な宮廷人にも
中国製の盆や籠や箱に入った食糧が
贈られた。それらは大臣が皇帝の指
示に従って準備させたものだった。
全体的に見て、コキデンの息子に順
番が回ってきたときに行われたもの
よりもずっと見事な儀式であった。

そこでは左の皇室の厩舎からは一頭
の馬を、侍従の書斎からは止まり木
にとまった鷹を受け取った。それか
ら王子と主要な階級の貴族たちはそ
れぞれが贈り物を受け取るために段
の下で列を作った。
その同じ日、右の大執事が皇帝のた
めに彼の命令に従って、イトスギの
木でできた箱に入ったおいしい料理
と果物のかごを準備していた。米の
玉と毛織物の入った大箱があまりに
も多かったので（もちろん皇太子の
成人の祝いの時よりも多く）、全部の
ための場所がほとんどなかった。ゲ
ンジの儀式は本当に素晴らしく気前
の良いものであった。

左の厩舎からは馬を、私的な執務室
からは投げ縄に入った鷹が大臣に授
与された。階段の下では、並んでい
る皇室の王子と高官たちが位に応じ
て臨時収入を受け取った。陛下の前
に準備された箱やかごの近くに贈り
物を準備する命令を受けていた右の
大参事がいた。中国の箱には米と贈
り物が入っていて、皇太子が成人し
た日よりも多くさえあり、あまりに
も多くて場所を一杯にしていた。実
は、豪華さは皇太子の場合よりも盛
大であった。

左の厩からの馬一匹、内の実務室か
ら止まり木付けの鷹を賜った。階の
下に親王たちと高官が並べて、それ
ぞれの階級によって禄を賜った。右
の代弁が禄を準備する命令を受け、
上の前に敷かれていた箱と籠の間に
いた。ご飯と進物が含んだ唐の小箱
は、皇太子の成人式の日よりも多く
て、所狭く溢れていた。事実、儀式
の壮観は皇太子の時の儀式を超えて
いた。

陛下は左の皇室の厩舎の馬と皇室の
秘書庁の止まり木の鷹を彼に与え
た。皇室の王子たちと上級貴族の一
員たちは階段のふもとで列を作って
違う階級に応じた贈り物を受け取っ
た。
その日にゲンジが皇帝に贈った曲
がった木の箱と果物が入った箱は陛
下の指示に従って左の政府の秘書官
によって準備されていた。一口サイ
ズの米と贈り物が入った中国の大箱
があまりに多かったので部屋が狭い
場所のように思わせた。皇太子の成
年の祝典のそれよりも量で上回って
いた。全てが壮観であった。



-148-

67 元服した
光源氏は左
大臣邸に迎
えられ、娘
の葵の上と
初々しく結
婚「その夜
～」（2768
／二六⑧／
四七）

その夜、大臣の御里に、源氏
の君まかでさせたまふ。作
法世にめづらしきまで、も
てかしづききこえたまへり。
いときびはにておはしたる
を、ゆゆしううつくしと思
ひきこえたまへり。女君は、
少し過ぐしたまへるほどに、
いと若うおはすれば、似げ
なく恥づかしとおぼいたり。

その夜ゲンジは大臣の邸宅に案内さ
れ、そこで盛大に婚約式が行われた。
王子は幼児の繊細な外見をしている
と判断されたが、彼の美しさは皆を
驚かせた。彼の婚約者は４歳年上で
あったが彼を子供として扱った唯一
の人であった。より一層恥をかかさ
れたように感じていた。

日が暮れるとゲンジは左大臣に付き
添って名誉ある招待客として彼の家
に付き添って、翌日結婚式の準備が
動き始めた。家族の全員がゲンジに
魅了された。彼の妻になる女性を唯
一の例外として。彼より４歳年上で、
明白な年齢の差は彼女を大いに居心
地悪くした。

その夜、陛下はゲンジを大臣の家に
送った。閣下は彼を歓迎し、そこで
行われた儀式に目がくらむほどの華
麗さを与えた。まだ男の子にすぎな
いにも関わらず、家族はゲンジの美
しさを驚くべきものであると思った
が、閣下の娘はいくらか年上で、彼
女にとってはあまりに若すぎ、恋人
として想像することは恥ずかしかっ
た。

その夜、ゲンジは大臣の邸宅に姿を
現し、盛大に迎えられ、とても特別
な配慮をされているように待遇さ
れた。彼は婚前の礼儀に従い、若者
らしい気品を持って振る舞い、彼の
優雅さが不安なほど大臣を仰天させ
た。娘の方は一方彼が自分よりずっ
と幼いことが分かり、明らかに彼よ
り年齢で上回っていて、混乱した様
子であった。このような結婚は不適
切で不名誉だと思いながら。

その夜、ゲンジは大臣お屋敷に紹介
され、丁寧な作法のなかで歓迎され
てとても細心な配慮を受けた。婚礼
前の式の際、若年なりの優美に行い、
その凛々しさは大臣を心掛かりな困
惑させた。少女の方は逆に、自分よ
り大変年下だと思って、実は年齢を
明らかに上回ったため、この縁組み
は不釣り合い無礼的なことだと思っ
て狼狽えた。

その同じ夜ゲンジを大臣の邸宅に
贈った。結婚式が例を見ない壮大さ
をもって行われた。まだ子供であっ
たが美しくそして魅力的だと思われ
た。王女は何歳か年上で彼を年齢の
せいで不適切だと感じ、恥ずかしく
思っていた。

68 左大臣
は帝の信頼
に加えて光
源氏まで加
わり右大臣
家を凌ぐ勢
いに「こ
の大臣の
～」（2800
／二六⑫／
四八）

この大臣の御おぼえいとや
むごとなきに、母宮、内裏
の一つ后腹になんおはしけ
れば、いづ方につけてもい
と華やかなるに、この君さ
へかくおはしそひぬれば、
春宮の御祖父にて、つひに
世の中を知りたまふべき、
右大臣の御勢は、ものにも
あらずおされたまへり。

該当箇所はナシ しかし、彼の父と皇帝の姉妹の彼の
母は『光り輝く王子』が娘婿に変わ
るという考えに興奮している様子
だった。
右大臣で明白な後継者の祖父は少し
屈辱を感じることを避けることがで
きなかった。

閣下は陛下からの一番から高い配慮
を享受し、そして加えて彼に娘を与
えた王女は陛下の姉妹であった。し
たがって、両方が最高の配慮を享受
していて、そして右大臣はゲンジが
彼らと一緒になった今やうまくいっ
ていなかった。いつか皇太子の祖父
として王国を治めるよう運命づけら
れているとはいえ。

当の大臣は皇帝の際立ったひいきを
得て、加えて、第一夫人つまり王女
はそのお嬢さんの母であるが、陛下
と同じ皇后から生まれていたので、
したがって、一方また他方で彼の
地位は最も名高いものであった。そ
れに加えゲンジをすら娘婿として加
え、右大臣の名声は皇太子の祖父と
していつか帝国の仕事を知る運命に
あったが、比較すると無に帰したよ
うであった。

この大臣は帝の際立った寵愛に値
し、その北の方も、少女の母である
の宮は帝と同じ大妃に生まれていた
ため、両方の故にその地位は誰より
も高貴なことに、婿としてのゲンジ
は加わってきて、皇太子の祖父とし
て国の政を知ることになる右大臣の
権威は、比較的に無しになった。

この大臣は例外的な名声を享受して
いた。そして正妻で王女であり一人
娘の母は皇帝を産んだ同じ皇后の娘
であった。それで両側が大きな影響
力を持っていた。この王子、つまり
ゲンジが彼らに加わる時、右大臣の
力は―皇太子の祖父としていつか世
を支配するであろう人だったが―無
に帰したように見えた。

69 左大臣家
の蔵人少将
は右大臣家
の四の君と
政略結婚し
て牽制し合
う「御子ど
も～」（2833
／二七①／
四八）

御子どもあまた、腹々にも
のしたまふ。宮の御腹は蔵
人少将にて、いと若うをか
しきを、右大臣の、御仲は
いとよからねど、え見過ぐ
したまはで、かしづきたま
ふ四の君にあはせたまへり、
劣らずもてかしづきたるは、
あらまほしき御あはひども
になん。

該当箇所はナシ アオイは左大臣の同僚の一人娘で
あったけれども、左大臣は妻や内縁
の妻に山ほどの息子がいて、彼らの
一人のト・ノ・チュジョは男らしく
魅力的な顔をした若い男前ですでに
皇室警護隊の中尉であった。左大臣
には決して共感をしたことがなかっ
たが、右大臣は若い将校の価値を無
視せず、彼の四女と結婚させた。ト・
ノ・チュジョに対して抱いていた愛
情は左大臣のゲンジに対するそれに
劣ることはなく、だから両方の家族
は礼儀を持って公に扱われるため、
そして必然的に宮廷人たちの目には
彼らを笑いものにするお互いの軽蔑
を避けるための十分な理由を持って
いた。

閣下は様々な貴婦人との間に多くの
息子がいた。王女との間には、娘の
他に、右大臣が娘婿として望んでい
た侍従の中尉がいた。若者の父とは
あいにくいい関係ではなかったけれ
ど、結果的に彼の愛する４番目の娘
をカップルにした。若者をゲンジの
義父がゲンジを扱っていたように扱
い、２人の娘婿はお互いにとても良
い関係を維持していた。

左大臣は多くの女性との間に多くの
子がいて、とりわけ王女から生まれ
た息子は既に私的な執務室の警護の
指揮官であり、とても若く好感が持
てた。今は、両大臣の関係は良い関
係とはかけ離れているが、右大臣は
そのような才能のある若者を無視す
ることができず、大切に育てた四番
目の娘の結婚を申し出た。彼の新し
い娘婿への評価は他方のゲンジへの
高い評価に張り合う者だった。両家
はこのように確かにできる限りの最
上の結びつきを得た。

左大臣は沢山の女性たちに子供が多
い中に宮に生まれた一人の息子は既
に内の事務室の長官になって、とて
も若くて快い青年であった。二人の
大臣の間の関係は決してよいと言い
がたいが、右大臣はこんな才能のあ
る青年を無視すること出来なくて、
とても気を使って育て上げた四つ目
の娘を嫁にやった。新しい婿への気
配りと他の大臣のゲンジへの尊重と
競い合っていた。両家は最も理想的
な縁組みを獲得した。

左大臣は様々な女性の多くの息子が
いた。彼の正妻については王女には
中尉で皇室の秘書庁の長として職
務についていた息子がいて、とても
若く美しかった。右大臣は彼を無視
することができず、大臣同士があま
りうまく行っていないにもかかわら
ず、細心の注意を払って育てた４番
目の娘と結婚させた。大臣は中尉を
左大臣の家でゲンジが享受したのに
も劣らない大変な壮大さをもって受
け入れて、両者は義父母と理想的な
関係を持っていた。



-149-

70 光源氏
は藤壺を理
想の女性と
して慕って
想い悩み、
葵の上とは
疎遠「源
氏の君は
～」（2863
／二七④／
四九）

源氏の君は、上の常に召し
まつはせば、心やすく里住
みもえしたまはず。心のう
ちには、ただ藤壺の御あり
さまを、類ひなしと思ひき
こえて、さやうならむ人を
こそ見め、似る人なくもお
はしけるかな、大殿君、い
とをかしげにかしづかれた
る人とは見ゆれど、心にも
つかずおぼえたまひて、幼
きほどの心一つにかかりて、
いと苦しきまでぞおはしけ
る。

皇帝はまだ宮殿でのゲンジの奉公を
要求していて、そのまえ別の邸宅に
身を落ち着けなかった。彼の心の一
番心の奥底ではいつもあの繊細な人
を考えていて、他の人よりもはるか
に優しく、彼の唯一の望みは彼女に
似ている人たちと一緒に頻繁にいる
ことであったが、ああ、彼女に似
ている人は誰も見つかっていなかっ
た。彼を取り囲む人たちは王女アオ
イに大きな注意を払っていたが、彼
は彼女には何の魅力も見出すことが
できなかった。その若い宮殿の女性
は子供の頃の夢を実現していて、こ
の強迫観念が本当の苦しみを彼女に
生み出した。

いつもよく父親に付き添っていたの
で、ゲンジは彼の未来の妻の家でご
くわずかな時間を過ごした。彼には
フジツボが至上の美の化身であり、
彼女に似た誰かを見つけることを夢
見ていた。簡単では決してない企て
であった。彼の婚約者もまた美しく、
いつも豪華さに囲まれ生きてきてい
たが、ゲンジは一人が相手のために
作られたのかを疑っていた。
彼の中にフジツボが目覚めさせた願
望はすぐさま正真正銘の苦悩に変
わった。

ゲンジは自分の家に自由に住むこと
ができなかった。陛下がかなり頻繁
に彼を呼びつけていたからである。
彼の心ではフジツボの比類ない美し
さだけを見ていた。
「ああ、彼女は私が結婚したい女性
だ！」
と自分に言っていた。
「他に彼女のような女性はいない。」
閣下の娘は疑いなくとても美しくて
よく教育をされていたが、彼女に対
しては少しの愛情しか感じていな
かった。他の女性が彼から心を奪っ
ていたのだ。

ゲンジは君主が常にそばにいること
を要求したため、宮殿の外の婚約者
の邸宅に住むことができなかった。
彼の心の中には比類なく思うフジツ
ボの貴婦人の心像だけが刻まれてい
た。彼は目下に同じような女性にい
てほしかったが、ここのは似た女性
はいなくて、大臣の娘に関しては確
かに魅力的で完璧な教養を備えてい
たが、決して心を動かされたとは感
じず、そしてわずかな年月の自身の
情念のため苦しむまで思いをめぐら
せ悩んだ。

上の御前にお供するのを常に命じら
れていたゲンジは、宮殿の外に、婚
約者の邸宅で住むこと出来なかっ
た。その心の中にただ唯一無二のフ
ジツボの方の面影を焼き付けてい
た。目の下に同じような女性があっ
て望んでいたが、他の匹敵できる人
はなかった。大臣の娘は、育ちの良
い魅力的な方だと思っていたが、全
然その心を震わせていなくて、年の
若い情熱に悩まされて、苦しいまで
思い煩っていた。

陛下はいつも王子ゲンジを呼ぶよう
に命じていて、それゆえ自分の邸宅、
つまり左大臣の家で静かに暮らすこ
とができなかった。心の奥底では藤
の中庭の内縁の妻ほど美しい人は誰
もいないと感じていた。彼女の中に
自分の夢の女性、比べることができ
ない人を見ていた…そして彼の妻の
大臣の館の貴婦人はとても美しく洗
練されている人だと思っていたが、
心からは離れたところに彼女を感じ
ていた。なぜなら彼の心は子供の時
から痛みを引き起こすほど虜になっ
ていたからだ。

71 宮中で
の光源氏
は藤壺の存
在を慰めと
し、左大臣
家は温かく
気遣う「大
人になり
～」（2912
／二七⑨／
四九）

大人になりたまひて後は、あ
りしやうに御簾の内にも入
れたまはず。御遊びの折々、
琴、笛の音に聞こえ通ひ、
ほのかなる御声を慰めにて、
内裏住みのみ好ましうおぼ
えたまふ。五六日さぶらひ
たまひて、大殿に二三日な
ど、絶え絶えにまかでたま
へど、ただ今は、幼き御ほ
どに、罪なくおぼしなして、
いとなみかしづききこえた
まふ。御方々の人々、世の
中におしなべたらぬを、選
（え）り整えすぐりてさぶら
はせたまふ。御心につくべ
き御遊びをし、おほなおほ
なおぼしいたつく。

この後は貴婦人たちの広間を訪れる
ことも止めて、何度か特定の祭りを
行う機会にコトと笛の音に一緒に
なった声を聞きながら自らを慰めて
いた。
５あるいは６日の不在の後、２ない
し３回婚約者の家にいた。彼の義父
はこのだらしなさを彼の極端な若さ
のせいにして、重要視せず、いつも
熱烈な歓迎を用意していた。彼の訪
問の際は毎回いつも彼に敬意を表し
て最も頭がよく心地良い若者たちを
呼び、続けて遊びを企画して彼を楽
しませた。

すでにもう大人だったので、貴婦人
の部屋へ自由に立ち入ることを止め
ていた。結局それでも、日が暮れる
と音楽を奏であった。若者はフジツ
ボの声とコトの伴奏をするために優
しく笛を吹いた。今やカーテンの向
こう側からしなければならなかった
けれども。このように彼女に自分の
切望を知らせようとして自分の夢の
貴婦人の声を聞いて慰めた。
未来の義父の家で泊まるよりも宮廷
での生活を好んでいたので、だから
サンジョの宮殿で過ごす２あるいは
３日ごとに６あるいは７日は父親と
一緒にいた。大臣はこの行動を重要
視せず、新郎の若さのせいだとして、
娘婿に夢中で居続けた。若いカップ
ルに従事するために見つけることが
できる最もかわいい侍女を選び、自
宅にいるときはゲンジが楽しむこと
ができるように継続的に遊びや見世
物を企画した。

ゲンジは今や大人だったので、陛下
はもう以前のように一緒にいるため
にフジツボのすだれを横切ることを
許さなかった。音楽があったときに
は、彼女はコトを弾き、彼は横笛で
伴奏していた。これとすだれ越しの
彼女の声のささいな音が慰めで、宮
殿ではない他の場所に決していたく
はなかった。５日か６日の間陛下に
仕えた後にだけ、時々閣下の邸宅で
２、３日過ごすことができたが、彼
はとても若かったので大臣はあまり
気にせず、娘婿を寛大に扱った。閣
下はあいている名誉ある貴婦人の
間から一番平凡でない者たちを選ん
だ。彼女たちは男の子のお気に入り
の気晴らしの時間を共有し、彼の事
をとてもよく世話をしていた。

成人の年齢に達したので、皇帝はも
うカーテンの後ろに入ることを許可
しなかった。夜は音楽を奏で、遠く
で彼女が奏でるコトに合わせて笛を
吹き、このように彼のいくらかの熱
を伝えていた。王女の声の消え行っ
た反響が彼にとって慰めであった。
宮殿に住むことは第三通りの邸宅の
生活よりも好ましかった。宮廷での
奉仕に五、六日を捧げるために大臣
の家では二～三日を過ごすだけだっ
たが、しかしながら大臣は、彼はま
だかなり若いのでそのような無礼を
許し、注文をつけるどころかいつも
へつらって彼を迎えた。
夫婦へのお仕えのために大臣は侍女
の中でも見つけることができるであ
ろう最も愛らしく勤勉な者たちを探
して選んだ。ゲンジを満足させるた
めの気晴らしを計画した。

成人になっていたため、帝は御簾の
うちに入ることを許されなくなって
いた。夜の管弦の時に、彼は笛を
吹き、遥かに彼女の引いたコトの響
き合っていて、その気持ちを少しで
も伝えていた。宮の消えてゆく声の
響きは慰められた。三条の邸宅での
生活より宮殿でいる方が好ましかっ
た。宮殿での宿直の五日六日に比べ
て二日三日しか大臣の邸宅で過ごし
ていなかったが、まだとても若い上
に無関心さを許されていて、注意す
るどころか却っていつも通りに丁寧
な扱いで迎えた。
彼は一組の奉公するような女房を最
も気延へのよい小綺麗な身なりの
方々を探した。ゲンジを喜ばせるよ
うな様々遊びを準備した。

大人になった後、藤の中庭の内縁の
妻はすだれの内側に以前そうしてい
たようにもう彼を入れていなかっ
た。そして音楽を奏でる機会には彼
女のハープと彼の笛の音を通じて通
じ合った。彼女の細い声がゲンジに
慰めをもたらし、それゆえ宮廷に住
みたかった。そこで５あるいは６日
過ごし、２あるいは３日の間大臣の
館に行っていた。何度も再び行って
しまうけれども、彼はまだ若かった
ので、大臣は彼を非難せず彼を助け
ようと努力した。
大臣は娘と婿のそれぞれにこの世で
比類ない付き添いの貴婦人を選び割
り当てた。彼女たちはゲンジの世話
をしようと努め、疑いなく彼には興
味深かった気晴らしの時間に働いて
いた。
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72 後の二条
院を修築し、
そこで理想
の女性と暮
らしたいと
望む光源氏
「内裏には
～」（2976
／二七⑭／
五〇）

内裏には、元の淑景舎を御
曹司にて、母御息所の御方
の人々、まかで散らずさぶ
らはせたまふ。里の殿は、
修理職、内匠寮に宣旨下り
て、二なう改め造らせたま
ふ。元の木立、山のたたず
まひ、おもしろき所なりけ
るを、池の心広くしなして、
めでたく造りののしる。
かかる所に、思ふやうなら
む人を据えて住まばや
とのみ、嘆かしうおぼしわ
たる。光る君といふ名は、
高麗人のめできこえて、つ
けたてまつりけるとぞ、言
ひ伝へたるとなむ。

正式な住まいとして彼の母のもので
あったシゲイサの宮殿は彼に取って
おかれて、母の召使たちもまた彼の
ものとなった。祖母の家は倒壊の恐
れがあり、帝国の労働省が修復に取
り掛かる命令を受けた。周囲の森と
丘の配置がいつもその場所にいるこ
とを心地良いものにした。泉が拡張
し、所有地は多くの細部とともに美
しくなった。
　「もし私が好きな人と一緒にここ
で住むことが許されるなら…」と悲
しみとともに考えていた。
ヒカル（輝くもの）の通称は韓国人
の占い師の言葉のおかげで彼に与え
られたものだと言われている。

皇帝は宮殿に彼の母が占めていた部
屋と彼女に仕えていた全ての職員を
彼に割り当て、彼のためにニジョに
ある祖母の家をすばらしい結果と共
に再建させた。邸宅はすでにいくつ
かの小さな森や洗練された趣味の人
工池を備えていて、昔の輝きを返す
のは難しくなかった。それは『彼の』
家になるはずであった。親族の重荷
なしで一人でいたい気持ちを起こさ
せるかもしれないので。工事が終
わって、ゲンジは邸宅を歩いて回り、
立ち止まって全ての細部を見て楽し
み、彼の夢の貴婦人を連れてくるこ
とができればどのくらいこの魅力的
な家はもっと良くなるだろう
と考えてばかりいた…。

宮殿内の彼の住居はキリツボであり
続けていて、陛下は彼女の母の名誉
ある貴婦人たちを一緒に彼に仕えさ
せるために養った。また保持の部門
と手工業の部門に彼の母の家を立て
直すように命じて、入念にそれは行
われた。木々と庭の配置はすでにと
ても心地よいものであったが、とて
も騒がしくかつ慌ただしく働き、と
ても美しく湖を大きくした。ゲンジ
は止むことなくため息をつき、彼の
本当の愛する人が彼と一緒に住むた
めに引っ越すことを望んでいた。
彼の通り名である光り輝く殿下はコ
マの男性が賛辞としてつけたと言わ
れている。

宮殿では皇帝はゲンジにシゲイサの
部屋を与えた。その部屋はかつて王
子の母のコキデンの貴婦人のもので
あり、前の召使いがそこで続けるよ
う面倒をみた。キリツボの実家に関
しては、建築の事務室と大工に知ら
された命令により、並はずれた方法
で復元された。昔の木立や坂、その
住まいへの魅力を備えていた全て、
そして池も拡大され、感じよく飾ら
れ、小さな宝石になった。しかし、
一つの思いが若い紳士の心を占めて
いた。嘆かわしくこのような場所に
住みたかったと自分に言った。彼の
熱望に答えてくれる女性と一緒に。
「輝けるもの」の通称のヒカルが彼
への賞賛の中でコマの預言者が与え
たものだ。もし少なくとも伝承が示
すことを信じるならば。

帝は、曾て御子の母コキデンの方の
部屋だった、宮殿のシゲイサ淑景舎
をゲンジに与えていて、昔の奉公す
る人々をその場で残していた。なく
なった方の里屋敷を、建設事務室と
木工局に命令して、特に修理した。
昔の並木、坂、その邸宅の魅力を高
めていたすべてのものを、池も含め
て、玉のように飾りして大きくした。
が、若い紳士の心に一つの思いは独
占していて、
深い望みに適う女性とともにこのよ
うな所で住みたい
と残念がって思っていた。
ヒカル光の異名は、感嘆するコマ高
麗の占い師に与えられた。少なくと
も、いわれの言い伝えを信じるに値
するなら。

宮廷では陛下は彼に住居にかつての
桐の中庭を割り当て、安らぎの貴婦
人の名誉ある貴婦人を解雇する代わ
りに、ゲンジへの奉仕に留まらせた。
祖母の館に関しては修理の工房と装
飾の役所に命令を下し、すばらしい
豪華さをもって再建させた。庭の気
と山の配置は優雅でとても華やかに
湖は堂々と拡張されていた。ゲンジ
は
ただ暗澹として自分の思考を占めて
いる人、つまり藤の中庭の内縁の妻
に付き添われてこのような場所に住
むことができたら
と考えていた。
「光り輝く王子」の通称を称賛として
彼に与えたのは朝鮮の人相学者だっ
たと語られている。


